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第一章　遭そう逢ほう










婚約直前のセンチメンタル




　穏やかな青空が広がる今日、私は、名前しか知らない隣国の王おう太たい子しと婚約する――。




　紅色の背景色に花と鳥が描かれた絨じゅう毯たんが敷かれ、控えめなシャンデリアが輝く、城内の一室。大きな格子状の窓から、私はのどかな街並みを眺めていた。

　もうすぐ、城の入り口の向こうに伸びる通りから、隣国である『クラマイン王国』の王族の馬車がやってくることだろう。ここ『ハーメイデン王国』では、婚約式の準備を整えて、その到着を待っている。

　人口三百万人ほどのこの小国は自然が豊かで、国民の多くが農業を営んでいる。しかし、それだけでは経済的に苦しく、出稼ぎに行く者も少なくない。私が結婚すれば、貿易により香辛料や海産物などを銀に交換することで栄えている海港都市のクラマインに支援をしてもらえる。

　およそ八十年前には、クラマインとの間で戦争が起きたものの、王族同士で長い年月をかけて友好関係を築いてきた。当時のことでクラマインを敵視していた民衆も、今ではごく少数になったと聞いている。経済的支援を求める者のほうが確実に多いのだ。

　浮かない気持ちでいるのは、きっとこの私だけ。心から愛した人と一緒になれないことは、ずっと前からわかっていたというのに。

「……私を、奪いに来てよ」

　もうきっとこの恋情が実ることはない彼を想いながら、ありえない願いをぽつりとこぼした。

　今、あなたはどこでなにをしているの？　私、もうすぐ結婚しちゃうんだよ。

　心の中でいくら呼びかけても、返事が来ることなどない。

　望んでいる人が現れるはずもない景色を見ているのも虚しくなり、金色の花の刺し繍しゅうとフリルがあしらわれたピーチ色のドレスを持ち上げ、窓から離れた。

　するとドアがノックされ、私はなるべく明るい声で「はい」と返事をする。

「リルーナ姫、ハーブティーはいかがですか？」

　優しい笑顔で入ってきたのは、世話係のソルレだ。痩せても太ってもいない小柄な体型で、笑うとえくぼができるところがかわいらしい。

　四十代前半の彼女は、二十一歳になったばかりの私にとって母親のような存在。実の母は私が幼い頃に亡くなってしまったため、昔からとても慕っている。

　ふわりと微笑み「お願い」と言うと、ソルレは部屋の中央にあるローテーブルでハーブティーを淹いれ始める。

「緊張していらっしゃるかと思って、リラックス効果があるオレンジフラワーにしてみましたよ」

　ソファに座る私に差し出されたカップからは、甘くてフルーティーなオレンジの香りが漂う。そのいい香りを吸い込み、ふぅと息を吐いた。

「確かに、ちょっと緊張するかも。これまでひっそりと暮らしてきた私が、皆の目にさらされるんだものね」

　自嘲気味に笑い、ゆっくりとカップに口をつける。

　ハーメイデン家のふたり姉妹の妹である私は、九年前のある出来事がきっかけで、あまり城の外には出されず、よく言えば大事に育てられてきた。外の世界を知らないことは、とても寂しかったのだけれど。

　そのため国民も、私の存在は知っていても姿を見ることはほとんどなかったのだ。

　今日の婚約式に参列するのは王族だけではあるものの、そのあとの会食では、ハーメイデンの貴族も集うことになっている。皆の前に出るのはかなり久々だから、やはり多少は緊張してしまう。

　ソルレはしゃがんで私と視線を合わせ、勇気づけるように言う。

「姫様はとても美しいです。ミネル様とはまた違った魅力をお持ちですよ」

　ミネルというのは私の五歳上の姉で、すでに結婚しており、彼女の夫・ジュスファーがハーメイデンの王太子を担っている。

　お姉ねえ様さまは透明感のある肌に、すべてのパーツが整った目鼻立ちをしている。二重の瞳やスッと通った鼻筋からは知的さを、口紅をひかなくても紅く潤った唇からは色気を感じ、気品が溢あふれる素敵な女性だ。

　一方の私は、背中の中間まである緩いＳ字を描く髪は暗めのシナモン色で、顔立ちもぱっとしない。目はぱっちりとした二重だし唇もふっくらしていてお姉様と似ているのに……なんというか、華やかさがないのだ。

　国王であるお父様も、私よりお姉様のほうに愛情を注いでいたように思う。少々頑固な性格で威圧感に満ちた父に対してどこか遠慮がちだった私は、いつも堂々としていて父にも素直に甘えられるお姉様と違って、あまりかわいげがなかったのかもしれない。

　籠に入れた鳥のように私を城に閉じ込めていたのは、もしかしたら王族らしくない地味な娘を隠しておきたかったからではないか……と、以前はずっと疑っていたほどだった。

　それでも、ソルレがこうやって事あるごとに私を褒めてくれるから、それがたとえお世辞でも、ほんの少しの自信をもらえるのだ。

　ソルレに微笑み返して、ハーブティーを味わっていると、彼女はなんだかソワソワしだす。

「婚約されるフレイヴ様は、どんなお方なんでしょうね。私もワクワクしてしまいます！」

　頬を紅潮させ、胸に手を当てて言う彼女は、本当に楽しみにしているようだ。

　クラマイン王国の第一王子であるフレイヴ王太子は、数年前から病を患い、これまで闘病生活をしていたのだそう。昨年政務に復帰し、私はまだ一度もお会いしたことがないものの、病床でもできる仕事はやっていたというほど真面目で、正義感もある好青年だと聞いている。

　私も、自分の結婚相手なのだから、もちろんどんな人か気になるけれど……。

「そうね、乱暴な人じゃなければいいかな。どんな人でも」

　軽く笑って大ざっぱすぎる言い方をすると、ソルレはなにかに気づいたように、ふっと真顔に戻る。

「姫様……もしかして、まだあの方をお想いなのですか？」

　少し眉を下げる彼女に遠慮がちに尋ねられ、古傷が痛むような感覚を覚えた。

　彼女が言う通り、私はいまだにあの人を想っている。

　冷酷で、無慈悲で。けれど、私の身も心も深く愛してくれた、『黒い騎士』と呼ばれた彼――セイディーレのことを。

「彼以上に、愛せる人なんていないわ」

　私は口角を上げたまま、当然のように言い放った。

　彼との恋に溺れたのは、ほんの数日間。

　私はもう一度窓の外に目を向け、約一年前のかりそめの蜜月に思いを馳はせた。










鳥籠から飛び出して




　――私が二十歳の誕生日を迎えてから一週間後のある日、お父様のアドルク国王が突然倒れた。

　彼が患っていたのは、内臓が徐々に蝕むしばまれていくという難病。自覚症状は軽いものだったため、大したことはないと放置していた結果、本人も周りも気づかないまま症状が悪化してしまったのだ。

「まさかお父様が、あの病にかかっていたなんて……」

　お父様が眠るベッドの脇で、お姉様が長いまつ毛を伏せ、力ない声をこぼした。

　灰色の髭ひげを生やしたお父様の顔色は悪く、弱々しく見えて、いつもの威厳は感じられない。

　寡黙で厳しく、あまり構ってはくれない父を不満に思う時期もあった。姉と比べられて、憎らしく思うことも。けれど、たったひとりの父親なのだ。大切だし、こんな姿を目にするのは、お姉様と同じくとてもつらい。

　肩を落とすお姉様に、ジュスファー王太子が寄り添っている。私の義理の兄である二十八歳の彼は、とても優しく、正義感も頼りがいもあり、王太子の名にふさわしい人だ。緩くうねったマロン色のショートヘアがかかる精せい悍かんな顔をわずかに歪ゆがめ、憂慮していることが見て取れる。

「治療は難しいのよね？」

　肩を抱くお義に兄い様さまをお姉様が見上げて問うと、彼は難しい顔をしたまま答える。

「特別な薬が必要なんだ。なかなか生えていないアルツという薬草を見つけるのもひと苦労だが、調合を行える薬師も稀まれだと聞いている。ハーメイデンではまず無理だ」

「そんな……」

　お姉様は絶望感を露わにして声を震わせ、両手で顔を覆った。

　ふたりの向かい側のベッドサイドに立ち、お父様を見下ろして話を聞きながら、私は昔読んだ書物のことを思い出していた。

　しばし考え、あることを決心するとお姉様の近くに向かい、彼女の手首をぐっと掴つかむ。

「お姉様、ちょっと」

　困惑と驚きが混ざった顔をする彼女の手を引いて、私たちは部屋を出た。

　紅い絨毯が敷かれた廊下は、さっきまで使用人たちが慌ただしく歩き回っていたものの、お父様がベッドに落ち着いた今は誰もいない。

「リルーナ、どうしたの？」

「私なら、薬草も薬師も見つけられるかもしれない」

　力強い口調で言うと、怪け訝げんそうにしていたお姉様が目を丸くする。

「以前、書庫で読んだ古い書物に、書いてあったの。アルツ草がどんな場所で取れるかも、その辺りを放浪している薬師がいることも。そこに載ってた地図を見て、〝クラマインの森で取れるんだ〟って思った記憶があって」

　色いろ褪あせボロボロになったその本は、まるで魔術書のようで、おもしろそうだったからなんとなく目を通したのだけど、今になってその雑学が役立つとは思わなかった。

　私の話を聞いたお姉様は希望の光を見つけたように表情を明るくし、私の手を両手でギュッと握る。

「本当に!?　すごいじゃないリルーナ！」

「何年ここで守られてると思ってるの？」

　飛び跳ねそうな勢いで喜ぶ彼女に、私は得意げに笑ってみせた。城にいる間、本を読む時間は嫌というほどあったのだ、知識だけはある。

　お姉様は、普段はとても落ち着いているものの、実はとてもチャーミングで、私や家族の前では素直に感情を表す人だ。今も、さっきまでのショックはどこへやら、みるみる元気を取り戻している。

「じゃあ、早速その書物を探しましょう！　兵にも伝えてすぐに準備を――」

「待って、お姉様」

　意気込む彼女の腕にしがみつき、私はしっかりとした口調で、ついさっき決意したことを口にする。

「私がひとりで行くわ」

　その瞬間、お姉様のアンバー色の瞳が大きく見開かれた。

「なっ、なに言ってるの!?　あなたひとりに行かせられるわけないじゃない！　せめて騎士を何人かつけて……」

「アルツ草は不思議な植物で、人が大勢来るとストレスで枯れちゃうんですって」

　落ち着いて説明すると、お姉様は怒ったような困ったような顔で押し黙る。ほとんど城から出ることがなかった私がひとりで隣国へ向かうなんて、当然心配だろう。

　だけど、お姉様が思うよりずっと、私は外の世界のことを知っているのよ。本はたくさんのことを教えてくれたから。

　私は確かな自信を持って、にこりと微笑む。

「大丈夫。クラマインへの道もちゃんと頭に入ってるし、買い物や宿泊の仕方もわかってるから」

「でも、途中で動物とか、人さらいに襲われたりしたらどうするのよ!?」

「馬に乗っていれば逃げられるわ。それで、誰かに助けを求めればいい」

　問題提起をしたお姉様は、私が即座に返すと、心底困ったように大きなため息をついた。そして長い前髪を分けて露わになっている額に手を当て、少し考えたあと、厳しい表情のまま力強い声を出す。

「ダメよ。あなたは一国の王女で、私の大事な妹なんだから。危険な目に遭うかもしれないのに、易々と行かせられるわけがない」

　真剣に諭す彼女を見て、私の胸はじわじわと温かくなる。

　幼い頃からとても優しく、面倒見がよかったお姉様。お父様以上に私のことを気にかけてくれた、大好きな姉だ。今も、こうやって心配してくれることが、とても嬉うれしい。

「ありがとう、お姉様。……でも私、もう十分守られてきたから」

　穏やかな微笑みを絶やさずに返すと、お姉様の張り詰めていた表情が一瞬緩んだ。

「本当はね、ずっと外の世界に出てみたかったの。ひとりでのんびり旅をしてみたいなーなんて、憧れたりもして」

　あえて明るい調子で、冗談っぽく本音を口にした。そして目を伏せると、少し笑みを消して「それに」と続ける。

「私は今まで、お父様のためになにもしてあげられていない。自分にはなにができるかもわからなくて、それが心苦しかったりもした」

『お前は城の中にいればいい』とだけ言われて、それに従うしかできなくて。私はなんのためにいるのか、存在意義を見つけられずに悩んでいた。

　唯一決められているのは、将来、クラマイン王国の王太子と結婚するということ。そのためだけに必要な存在なのかもしれないと思うと、とても悲しかった。

　私でも、役に立つことができるのだと証明したい。今回のことはお父様のためだけじゃなく、自分のためでもあるのだ。

「だから、今回は私が力になりたいの。お願い。無理はしないから」

　まっすぐお姉様を見つめ、懇願した。

　黙って話を聞いていた彼女は、目を伏せて再びため息を吐き出す。しかし、その表情は先ほどより険しくはなく、諦めが窺うかがえる。

　少し目線を上げたお姉様は困ったように笑うと、私の肩に手を置いた。

「まったく……リルーナは意外と頑固よね。芯が通ってて、度胸もあって優しくて……私の自慢の、素敵な妹」

　彼女の柔らかな声と微笑みが、私の胸をじんとさせる。こんな私を自慢だと言ってくれるのは、お姉様だけだ。

　私も笑顔を返せば、お姉様はもう一度張り詰めた表情になり、凛りんとした口調でこう告げる。

「三日間よ。それまでに帰ってこなければ、兵を向かわせる。いいわね？」

「お姉様……」

　私の意志を汲くみ取ってくれたことに感謝しながら、私も気を引き締める。

「わかった。ありがとう」

「絶対に帰ってくるのよ」

　私の両肩を掴んで真剣に言うお姉様にしっかりと頷うなずき、「必ず」と約束した。

　それからお姉様と話して、翌朝出発することに決めた。




　書庫で記憶を頼りに例の本を探し出したあと、すぐにベッドに入り、朝を迎えた。朝食を取ると、ソルレに頼んで用意してもらった、町娘が着るドレスに袖を通す。

　余計な装飾がなく、スカートのボリュームが抑えられた、ベージュ色のドレス。これなら目立たないし、馬にも跨またがれる。

　一国の姫がひとりで城を、さらには国を出るなんてことが知られたら一大事だ。けれど、皆は私の姿をほとんど目にしたことがないため、いなくなっても気づかれにくい。だから、こんな大胆なことができるのだ。

　城にいる者の中でも、計画を明かしたのはお義兄様、ソルレと、もうひとりだけ。

　ソルレはとても心配していて、かなり引き留められたけれど、大丈夫だと押し切った。

　意外にもお義兄様はそこまで反対せず、『リルーナは勇敢だな。見直した』なんて、感心したように笑っていた。彼は幼少期にかなりやんちゃな子で、冒険心も強かったらしいから、共感してくれるのかもしれない。

　そして、お義兄様から事情を伝えられたもうひとりの人物は、ハーメイデン王国を守る騎士団の長・セアリエだ。

　私に一番懐いてくれている馬のメーラを連れていくため、城内にある馬小屋に向かうと、そこにはすでに体格のいいセアリエが腕組みをして待ち構えていた。

　私に気づいた彼は、整った眉根をギュッと寄せ、お怒りの表情でこちらにずんずん歩み寄ってくる。

「姫！　まったく、なにを考えておいでですか！」

　私よりひと回り近く年の離れたセアリエは、金色の短髪とくっきりとした二重が綺き麗れいで若々しく、そこまでの年の差を感じない。

　昔から私の教育係のひとりでもあったので、心が許せて、とても慕っている相手だ。だからつい、へらっと笑って適当なことを言ってしまう。

「メーラと隣の国までデートしたくなって」

「デートなら私がお相手いたします！」

　怒りながら勢い余ってそんなことを叫ぶ彼がおかしくて、私は思わず吹き出した。

　真面目で熱血漢で、正義感の強い彼だけど、たまに抜けたことを言うのよね。そこがおもしろくて、好き。親戚のお兄ちゃんのような感覚だ。

「セアリエとは、デートっていうより社会見学になりそう」

　クスクスと笑いながらそう口にすれば、彼は少し呆あきれたような調子で「茶化さないでください」と注意した。そして真剣な表情になり、重い声色で独り言のようにこぼす。

「ひとりでクラマインへ行って薬草を見つけてくるなんて、無謀にもほどがある……」

「馬の乗り方を教えてくれたのはあなたでしょう。今その経験を生かさないでどうするの？」

　私は小屋の奥へ進み、愛あい嬌きょうのある茶色い雄馬の顔を撫なでながら言った。

　城の中でさまざまな教育を受けてきた私は、馬術もセアリエから教わっていた。そこで相棒になったのが、気性が穏やかなこのメーラ。私が命令することはちゃんと聞いてくれて、どんなときも絶対に振り落としたりしない。

　メーラを繋つないでいる鎖を外そうとしていると、セアリエが厳しい顔をして釘くぎを刺す。

「城の中で訓練するのとはワケが違うのですよ。姫様は外の危険をわかっていない」

「危険も、外の世界の美しさも知らずに、年老いていくのは御免だわ」

　彼の言葉に、少し強めの口調で返した。

　セアリエが押し黙ってしまったので、私は少し苦笑を漏らしてつけ加える。

「皆にほとんど知られていない私がいなくなったって、困ることはなにもないしね」

「私が困ります」

　きっぱりと言い放った彼は、わずかに眉尻を下げ、苦しげな表情を見せる。

「もしもあなたになにかあったらと思うと、心が切り裂かれるくらい苦しい」

　とても心配してくれている姿を見ると、私も少し胸が痛む。

「……心配しないで。あなたのためにも、必ず戻ります」

　安心させるように柔らかく微笑むと、彼の表情も少しだけほぐれたように見えた。

　それから、もう一度お姉様たちに挨拶をしたあと、少しのお金と食料を持ってメーラの背中に跨がった。

　時刻は午前八時。クラマインに着くには、おそらく六時間ほどかかるだろう。

「メーラ、これからよろしくね」

　たてがみを撫でながらひと声かけ、返事をするように鳴いた彼のお腹を蹴る。

　不安と期待、そして必ず薬草を見つけて帰るという意志を胸に、私はついに城を飛び出した。










黒の騎士は、敵か味方か




　一年中過ごしやすい気候のハーメイデンだが、朝晩は少し冷える。それでも、スッキリ晴れ渡る空の下、颯さっ爽そうと町中を駆け抜けていくのはとても爽快だ。

　城を出てしばらくは、人々が集まる賑にぎやかな商店が軒を連ね、次第に緑が多いのどかな景色が広がっていく。

　眩まぶしくも優しい日差し、店で働く人の活気に満ちた声、畑の土の香り、風にそよぐ木々の葉ずれの音……。私にとってはどれもが新鮮で、まるで別世界にトリップしたかのようだった。

　途中で休憩をしながら、大きな問題もなくハーメイデンとクラマインの国境付近までやってきた。

　国境は、林の中を流れる小さな川を境としている。水は浅く、流れも穏やかなそこに差しかかった辺りで、何度目かの休憩をとることにした。

　メーラの背から降りると木陰に座り、腰につけたポーチから地図を取り出す。昨日、本を参考に、アルツ草があるらしい森に印をつけておいた。その場所を改めて確認すると、あと一時間ほど走れば着きそうだ。

「メーラ、もう少しだからね。頑張ろうね」

　川の水を飲むメーラに声をかけ、ひと息ついてからまた出発する。

　林を抜けると、クラマインの市街地に向かう道と、目的の森に向かう道とに分かれていた。市街地のほうには、小高いところに白い石造りの立派な城がそびえ立っているのが見える。

　あれがクラマインのお城か……。かつては要塞としての機能も兼ねていたというだけあって、美しいけれど、とても強固そうな感じ。

　城に興味を惹ひかれつつも、メーラを走らせるのはもちろん森だ。城の裏手のほうにある、うっそうとしたそこには、十分ほどで無事到着した。

「ここに、アルツ草があるのね……」

　メーラの背から降りた私は、高い木々が生い茂る森を眺めて呟つぶやいた。

　森の中は日差しが遮られていて、こんなに天気がいいのに薄暗い。なんだか不気味な空気も漂い、私はゴクリと息を呑のんだ。

　メーラもなにかを感じ取ったようで、落ち着きがなくなる。

「だ、大丈夫！　ただの森だし、迷いさえしなければ平気よ」

　メーラの身体を撫でて宥なだめながら、自分にも言い聞かせる。そして一度深呼吸し、暗い森の中に向かって足を踏み出した、その時。

「なにをしている？」

　頭の芯に響いてくるような、毅き然ぜんとした低い声が聞こえ、顎にひやりとした冷たい感覚がした。

　人が近くにまで来ていることに気づかなかった私は、驚きで硬直する。チラリと視線だけを下げれば、銀色に光る鋭利なものが顎の下に当てられていて目を見開いた。

　これ……剣!?

　かろうじて首に刃は当たっていないものの、少しでも動いたら切られてしまいそうで、背筋に寒気が走る。

　恐る恐る視線を上げると、黒い馬に乗った男性が私に切っ先を向けていた。

　ダブルブレストの金色のボタンが輝く、漆黒の軍服に身を包んでいる彼。クラマインのものであろう、羽が生えた馬が駆ける様子を描いたデザインの紋章が入った制帽も、そこから覗のぞく髪も黒く、まるでカラスのよう。

　しかし、纏まとう雰囲気は洞穴のように暗く冷たいが、切れ長の瞳はエメラルドグリーンのような色で、とても美しい。

　この国の騎士なのだろうか。

　圧倒的な存在感を放つ彼から目を離せないまま、私はわずかに震える声で尋ねる。

「は……入ってはいけないのですか？」

　すると、ようやく剣が離され、私はひとまずホッと胸を撫で下ろした。

「ここはお前のような小娘が来るところではない。さっさと去れ」

　軍服姿の男は、腰につけた鞘さやに剣を戻しながら、素っ気なく吐き捨てる。

　けれど、ここまで来て引くわけにはいかない。

「……私、どうしてもこの森で探さなければいけないものがあるんです。それを見つけるまでは帰れません」

　まだビクビクしてしまうけれど、しっかりとした口調で言い切った。

　私をじっと見下ろしていた彼は、突然馬の背に手をつき、裏地がワインレッドのサーコートをなびかせ、ブーツを履いた長い脚で軽やかに地面に降り立った。そして、私との距離を詰めてきたかと思うと、白い手袋をした手を伸ばしてくる。

　なっ、なに!?

　ギョッとする私の顎をくいっと持ち上げ、観察するように見つめられて、息が止まりそうになった。しかし、宝石のような瞳は本当に綺麗で、なんだか吸い込まれそうになる。

　鼻も高く、薄めの唇は形がよくて、こうして間近に来るとかなり顔が整っていることがわかる。歳も若そうだ。二十代前半くらいだろうか。

　視線を合わせた数秒間でそんなふうに分析していると、顎に当てられていた手がふいに離れ、今度は私の耳にかかった長い髪を掻かき分ける。男性にこんなふうに触れられた経験などない私は、どうしたらいいのかわからず、どぎまぎしてしまう。

　というか、なんでこんなことをしているの？

　心臓が騒ぎ始めたとき、彼は無表情のまま、髪をよけて露わになった私の首にツツッと指を這はわせた。思わずビクッと肩をすくめたものの、彼の指にゴールドの線がきらめき、ネックレスのチェーンをすくったことに気づく。

　これは、母の形見でもあるネックレス。涙型のロケットには、城の中庭で見つけた、幸せを呼ぶという言い伝えのある四つ葉のクローバーが入っている。

　昔からずっと身につけていたそれを持ち上げ、じっくりと見る彼は、わずかに眉根を寄せる。

「お前……なぜハーメイデンの城を抜け出してきた？」

　怪訝そうに問われ、はっとした。

　このネックレスにはハーメイデン家の王族の証である、ジャスミンの葉が王冠を囲んでいるデザインの紋章が入っている。

　ハーメイデンの王族だと気づかれてしまった。どうしよう……もしも彼がクラマインの王族に私のことを話したら、大事になってしまうかもしれない。

　面倒なことは避けたくて、私はとにかく頼み込む。

「お願いします、このことは誰にも言わないでください！　用が済んだらすぐに国へ帰りますから」

　私より頭ひとつ分以上高い、百八十センチ近くはあるだろう長身の男を見上げて切実に頼むと、彼は表情を変えずに、そっとネックレスから手を放した。そして、相変わらず冷たい声を投げる。

「探し物をしているとか言っていたな。それはなんだ」

「アルツ草です」

「……そう簡単には見つからないぞ。見つかったとしても、この森から出てはこられないかもしれない」

　どうやらアルツ草のことを知っているらしい彼は、横目でチラリと森を見やる。それにつられ、私も視線を移す。

　うっそうとしたそこは別世界への入り口のようで再び怯ひるんでしまうけれど、前に進む以外に選択肢はないのだ。気を強く持たなければ。

「絶対に見つけて戻ってきます」

　自分にも言い聞かせるように宣言すると、私に目線を戻した彼が一瞬口角を上げる。笑っているとは言えないくらい、わずかに。

「見上げた姫だな」

　抑揚のない声で吐き捨てると、彼はサーコートを翻し、風に舞うように馬に跨った。

　私のことを見逃してくれるのだと思い、少し緊張からは放たれたものの、次に投げかけられた言葉に瞠どう目もくした。

「この森では、夜になると魔物が活動し始める。その前に、生きて帰ってこられるといいな」

「えっ……魔物!?」

　小説の中にしか存在しないと思っていたものの名前を口にされ、私はすっとんきょうな声を上げた。

　魔物と聞いて思い浮かぶのは、暗黒の闇から現れる、角が生えた大きな獣のようなイメージ。確かに不気味な森だけど、そんな恐ろしいものが住んでいるの？　本にはなにも書かれていなかったのに……。

「ま、魔物って、どんな!?　もしも会ったらどうすれば――」

「お前に教える義理などない」

　思わず泣きつきそうになったけれど、冷たくきっぱりと返され、私は固まった。

　少しくらい教えてくれてもいいのに……。

　愕がく然ぜんとして押し黙ると、城のほうへと続く道から、ひとりの男性が馬に乗って現れた。こちらはサーコートをつけていないものの、色違いらしきモスグリーンの軍服を着ている。腰に剣を挿し、ハーメイデンの衛兵と似たような装備をしていることから、おそらく騎士なのだろうとわかる。

　彼はこちらに近づきながら声を投げかける。

「セイディーレ閣下、どうかされましたか？」

　セイディーレという名前なのね。しかも『閣下』と呼ばれているということは、騎士の中でも高位の人じゃない。ハーメイデンではセアリエが同等の地位についているけれど、この若さで閣下と呼ばれているのはすごいことだ。

　驚きで目を丸くしていると、セイディーレという男は、涼しげな顔でこんなひとことを返す。

「いや、身の程知らずのネズミがいただけだ」

〝身の程知らずのネズミ〟……って、私!?　なんて失礼な！

　キッと睨にらみつけるも、意地悪な彼は手綱を引いて馬の向きを変えながら、私に最後の忠告をする。

「魔物に喰くわれて死ぬのが嫌なら、おとなしく引き返せ。わかったな」

　それだけ言い残すと、彼は馬のお腹を蹴り、騎士と一緒に城のほうへと颯爽と去っていってしまった。

　その後ろ姿を見送りながら、私は大きく息を吐き出した。

　いったいなんだったのかしら、あの人は。魔物がいるというのは、もしかして私をここに入らせないための出まかせ？　でも、魔物が出る出ないにかかわらず、夜は危険なことに変わりはない。明るいうちに戻らないと。

「……とにかく、行くしかないんだから」

　苦しんでいるお父様を頭によぎらせ、恐怖を振り払う。メーラの手綱をギュッと握り、意を決して森の中へと足を進めた。

　森の中は暗く静かで、少し湿気っぽい。メーラは敏感なため、もし動物や、それこそ得体の知れない魔物が現れたとすれば、なんらかの反応を示すはずだけれど、特に変わった様子はなく、順調に森の奥へ進んでいく。

　書物で見たアルツ草は、披ひ針しん形けいの葉と朱色の小さな花が咲く、背丈の低い植物だ。見逃してしまわないように慎重に周りを観察しながら歩くけれど、それらしき草は一向に見つからない。

「やっぱり難しいわよね……」

　ため息交じりに弱音をこぼすと、メーラも同調するように弱い鳴き声を漏らした。




　刻々と時間は過ぎ、足も疲れてくる。焦りも募りつつ、森の中をさまよい続けていたとき、地面に落ちている朱いものが目に入り、一瞬疲労が吹き飛んだ。

　近づいて拾い上げたものは、一枚の花びら。おそらく、アルツ草のものだ。

「もしかしたら、近くにあるかも……！」

　希望が見え、なくなりかけていた力が湧いてくる。日は沈んでしまったようだけれど、ここまで来たら探し出したい。

　空にはまだ明るさが残っているため、かろうじて灯りがなくても辺りは見える。帰りはメーラに乗ればすぐに出られるから、もう少しだけ探してみよう。

　そうして再び神経を張り巡らせて歩いていると……。

「あった！」

　朱い花を見つけ思わず声を上げた私は、急いでそこに駆け寄った。

　雑草に紛れて、アルツ草がしっかりと地面に根を張っている。

　やっと見つけられた……！

　感激したのもつかの間、今度はこれを、根を傷つけずに取らなければならない。

　メーラの鞍くらにつけていた直径二十センチほどの籠を取ると、ドレスが汚れるのも構わずしゃがみ込む。そして、籠の中に入れていたスコップで、アルツ草の周りを掘り始めた。

　丁寧に掘り起こすと、多めの土と一緒にそっと籠に入れる。こうしておかないと枯れてしまうのだと、書物に書いてあったのだ。

　なんとか無事に採取することができて、私は大きく息を吐き出した。

　よかった……あとは薬師さえ見つければ、お父様を助けることができる。そう、安あん堵どしたときだった。

　怯おびえたようなメーラの鳴き声と共に、低い唸うなり声のような音が身体に響いてくる。はっとして振り返れば、二メートルはあろうかという見たこともない生き物が、すぐそこで微かな月明かりに照らされていた。

　蛇のように長い胴体と、ドラゴンのようにギザギザとした大きな羽。手には鋭い爪、頭には二本の角が生えていて、鈍い金色に光るつり上がった目で私たちを見据えている。

「ひっ……！」

　まともに悲鳴も上げられないくらいの恐怖におののき、ぺたんと地面に尻もちをついた。メーラも怯えた鳴き声を上げて、後方に走っていってしまう。

　こ……これが魔物!?　どうしよう、どうしたらいいの!?　怖いっ！

　ガタガタと震える私に、魔物はゆっくり顔を近づける。そして大きく口を開け、長い舌と、唾液にまみれた尖とがった牙をむき出しにした。

「きゃあぁっ!!」

　叫び声を上げ、両手で頭を抱えて身を縮める。

　絶体絶命だ。このままでは食べられてしまう……！

　そう思い、死を覚悟したときだった。

「だから言っただろうが」

　聞き覚えのある至極冷静な声が耳に入った直後、闇をつんざくような苦しげな叫び声が響き渡る。

　思わず耳を塞ぎ、ギュッとつぶった目を恐る恐る開いてみると、息が止まりそうなほど驚いた。

　私の前に立ち塞がり、不思議な青色に光り輝く剣を構えるのは、昼間会った冷たくも麗しい男――セイディーレ閣下だった。

　ブレードの長い剣が右から左へと光の線を描いた瞬間、魔物の身体からまるで血のように黒い飛ひ沫まつが飛ぶ。

　悲痛な叫びを上げながらなおも襲いかかろうとする魔物をものともせず、彼は再び剣を振りかざした。足を開いて踏ん張り、上から両手で大きく振り下ろすと、魔物はまっぷたつに切り裂かれる。

　世にも恐ろしい光景だ。にもかかわらず、私はセイディーレ閣下の華麗な剣さばきから、目を逸らすことができなかった。

　あれだけ大きくて無敵のように思えた魔物は、最後の叫び声を残して散り散りになり、霧のように消えていった。

　森の中に再び静寂が訪れ、木陰に逃げてしまっていたメーラもそろそろと私のそばに戻ってくる。近くには、闇夜に溶け込むようなセイディーレ閣下の黒い馬もいた。

「な……なぜ、あなたがここに……？」

　まったく動じていない彼が剣を鞘に納めるのを、私は地べたに座り込んだまま見上げて尋ねる。

「この森の見回りをするのも俺の役目だ。微かに唸り声が聞こえたから来てみれば、案の定だったな」

　セイディーレ閣下は涼しげな顔でそう言った。

　彼が来てくれなければ、間違いなく死んでいただろう。私は命の恩人に深く頭を下げる。

「助けてくださって、本当にありがとうございました」

「俺は魔物を退治しただけだ。お前を助けたつもりはない」

　素っ気なく返され、私は口の端を引きつらせた。

　相変わらず冷たい……。

「あれだけ忠告したのに本当に森に入るとは……勇気があるのかバカなのか」

　気だるげに腕を組む彼の声には、呆れが滲にじんでいる。

　バカってひどい……いや、その通りだ。彼の忠告を無視してこんなに暗くなるまで森にいて、案の定襲われそうになったんだもの、反論の余地もない。

　がっくりとうなだれる私を慰めるように、メーラが頬ずりしてくれる。

「で、アルツ草は見つかったのか？」

　セイディーレ閣下は寄り添う私たちを見下ろしたまま聞いた。

「はい……あ！」

　いけない、今の騒ぎで枯れてしまっていないかしら!?

　慌てて籠の中を覗くと、朱色の花も緑の葉も、ちゃんと生き生きとしていた。ストレスに弱い植物だというから焦ったけれど、とりあえず大丈夫だったようだ。

「あぁよかった、枯れてなくて」

「目的が済んだなら早く出るぞ」

　ホッと胸を撫で下ろす私をさしおいて、セイディーレ閣下はさっさと馬に乗ろうとする。

　私も急いであとを追おうとしたのだけれど……。

「あ、ま、待って！」

　足に力が入らず立てないことに気づき、思わず彼を引き留めた。

　彼は怪訝そうに振り返る。

「あの、腰が抜けてしまったみたいで……」

　情けない声で白状すると、彼の口から心底呆れたようなため息がこぼれた。

「まったく……世話の焼ける姫だ」

　ボソッと呟いた彼は、こちらに引き返してくる。そして私のすぐそばにしゃがみ、なぜかドレスのスカートに手を伸ばしてきた。

　ギョッとする私に構わず、彼はスカートごと脚を軽く持ち上げて両方の膝を立たせ、膝裏と背中に腕を回し、ひょいっと私の身体を持ち上げた。

「きゃっ」

　小さな悲鳴を漏らして、反射的に彼の肩にしがみつく。目の前にはシャープな顎のラインが見えて、あまりの近さに心臓が飛び跳ねた。

　こんなふうに抱きかかえられたことなんてないから、すごくドキドキする……！

「名前は？」

　密着感にどぎまぎする私を軽々と抱えたままメーラに視線を向けるセイディーレ閣下に、突然問いかけられた。

「え？　っと、リルーナといいます……」

　なぜ今名前を聞かれるのかと疑問に思いながらも、とりあえず答える。

「雌馬か。リルーナ、しゃがめ」

　命令されたものの、名前が違って、メーラはポカンとしているように見える。

　まさか、名前を聞いたのは私じゃなかった？

「リルーナは私です！　その子はメーラ！」

　慌てて訂正すると、セイディーレ閣下は一瞬眉をひそめ、「なんだ、紛らわしい」とぼやく。

　いや、あなたの聞き方にも問題が！　と苦情を言いたいところだけど、勘違いをしてしまって恥ずかしいことに変わりはない。熱が集まる顔を隠すように、私は彼の腕の中で縮まった。

　セイディーレ閣下がもう一度ちゃんと命令すると、メーラは足を折って身体を低くする。その背中に、私の上体を支えつつふわりとお尻から降ろし、きちんと脚を開かせてスカートも丁寧に直してくれた。そして「主人を落とすなよ」と言いながら、メーラの身体を撫でる。

　言葉は冷たくきついのに、仕草は優しいんだな……。

　アルツ草が入った大事な籠も鞍につけてくれる彼を眺めていると、ふいに上げられたエメラルドグリーンの瞳と視線がぶつかる。「リルーナ」と初めて名前を呼ばれ、なぜかドキリと胸が鳴った。

「ちゃんとついてこいよ。見失ったら置いていくからな」

　怒ったり睨んだりはしていないと思うのだけど、彼から醸し出されている空気はどことなく威圧的だ。

「っ、わかりました……」

　やっぱり容赦ない。優しさは十パーセント未満だな、と結論づけた私は、黒い馬にひらりと飛び乗ってすぐに走りだす彼のあとに続いた。
















第二章　憂ゆう鬱うつ










今宵は誰と、どの宿で




　森の外へ出ると、空はすっかり濃紺に染まっていた。

　城の裏手であるこの辺りは、あまり街灯がないけれど、満月に近い月明かりのおかげで、黒い軍服姿もよく見える。

　セイディーレ閣下はいったん馬を止め、私に問いかけてきた。

「これからどうするんだ？　この時間から国へ帰るわけではないだろ」

「宿を探します。明日は薬師を探さなければいけないので」

　アルツ草が入った籠をチラリと見て答えると、彼は表情を変えずに「それは無理だ」ときっぱり言い切る。

「クラマインの宿は、午後六時以降は女ひとりではどこも泊められないことになっている」

「えぇっ、そうなんですか!?」

　初めて知った事実に、私は目を丸くした。

　この暗さからして、六時はとっくに過ぎているはず。まさかそんな取り決めがあったなんて……。

「昔、宿泊施設で若い女が襲われる事件が多発して、それから厳しくなってな」

「そんな……」

　淡々と告げられ、私は肩を落として落胆した。

　そこまでは調べていなかった……どうしよう。宿に泊まることができなければ、野宿するはめになってしまう。さすがにそれはまずい。

　クラマインに泊めてくれるような知り合いなんているはずもないし……と悩んでいると、はっと気づいた。

　いるじゃない、ひとりだけ。今日知り合った人が、目の前に。この際、彼を頼るしかないんじゃ……。

　ありえない頼みだと承知していながらも、他に術すべを思いつかず、私は上目遣いでセイディーレ閣下を見つめて口を開く。

「あの、ちなみにですけれど、閣下はどちらにお住まいで？」

　遠慮がちに尋ねると、彼の前髪の隙間からわずかに見える凛り々りしい眉毛が、ピクリと動いた。

「……まさかとは思うが、俺の部屋に泊まろうとしているわけじゃないだろうな？」

　細められた目で訝いぶかしげに見据えられ、ギクリとした私はぎこちない笑みを浮かべてみる。

「やっぱりダメですか？」

「当たり前だ！」

　心底呆れたようにため息をついた彼は、少しだけ声のボリュームを抑えて続ける。

「俺はクラマインの城内に住んでいる。お前も、王族だとバレたら厄介なことになるだろうが」

「えぇ、ごもっともです……」

　やはり彼は城内に住むほどのご身分なのだ、と改めて実感しながら力なく頷いた。

　それに、私が王族だという以前に、男性とふたりでひと晩を共にするなんてこと、許されるはずがない。でも、それなら本当に野宿するしか……。どうしたらいいのだろう。

「薬師を探すと言っていたな」

　難しい顔をして悩む私を黙って見ていたセイディーレ閣下は、しばらくしてこんなことを言いだした。

　ふっと顔を上げると、相変わらず無表情の端正な顔がある。

「なら、その場所を教えてやる。あの人の機嫌がよければ、一泊くらいさせてもらえるかもしれない」

　願ってもない言葉に、私は光が差したかのようにぱぁっと顔を明るくする。

「薬師の方をご存じなのですか!?」

「あぁ、干からびそうなジイさんだ」

　淡々と口にされたひとことで、私の興奮が少し治まった。

　薬師の方を紹介してもらえるのはとてもありがたいけれど、そんなにお年を召した方に、私が泊まることで気を遣わせてしまったら悪いわよね。

「本当に私がお邪魔しても大丈夫でしょうか」

　気が引けてためらうも、閣下は大したことはないという様子だ。

「元気だけはあるから平気だろう。それとも野宿して襲われたいか？」

　しれっと聞き返され、私は慌ててぶんぶんと首を横に振る。

　それだけは嫌だ。なにより、すぐに薬を調合してもらえるかもしれないのだから、行かない手はない。

　決心して「お願いします」と軽く頭を下げると、セイディーレ閣下は早速、街とは反対方向の山のほうへと馬を向ける。私もすぐにメーラを走らせ、彼の隣に並んで声をかける。

「あの、閣下は大丈夫なのですか？　まだお仕事があるのでは……」

「今日はこのまま帰るつもりだったから平気だ」

　前を向いたまま、なんてことない調子で答える彼だけれど、ここまで付き合わせてしまって申し訳ない。

　やっぱりこの人、根は優しいんじゃないだろうか。心底冷酷な人だったら、私のことなんて、きっとあのまま放っておくに違いない。

　そんなふうに思うと心がほっこりして、私は口元を緩ませてお礼を口にする。

「本当にありがとうございます。このお礼は必ずしますから」

「礼などいらない。その代わり、早く用を済ませて自分の国へ帰れ」

　あっさり返され、上がっていた口角が引きつった。

　……優しいと思ったこと、撤回しようかしら。

　その後、閣下に連れられていったのは、馬車も通れず、この道を知っている人がいるのだろうかと思うような細い山道だった。暗いこともあり、ビクビクしながら十五分ほど走ると、今度は道から外れた林の中を進んでいく。

　木の根が至るところに盛り上がっていて足場が悪いそこを、メーラはなんとか歩いている。

　すると突然視界が開け、夜空と、下のほうに街の明かりが見え始めた。どうやら、山の中腹から景色を見渡せる場所に出たらしい。

「わぁ、綺麗な眺め……！　だけど、ちょっと怖いかも」

　少し先に進めば、もう足場がない崖になっている。落ちたらひとたまりもないな、と思いながら独り言を呟くと、「薬師の家はそこだ」というセイディーレ閣下の声が前方から聞こえてくる。

　彼が顎で示すほうを見やると、崖に面して一軒の小屋がぽつんと建っていた。蔦つたが絡まっているロッジのようなそこには、入り口にランタンが吊つるされており、中からも明かりが漏れている。

　こんなところに人が住んでいることに驚きつつ、閣下に倣って小さな庭のような場所にある木にメーラの綱を結びつけた。

　閣下が木製のドアをノックする。返事も待たずに開けると、コツンとなにかがドアに当たった。見下ろせば、お酒らしき空の瓶が転がっている。

「マジーさん、酒の瓶くらい片づけておけよ」

　閣下は、中にいるらしき人物に呆れた口調で声を投げかける。

　オレンジ色のランプがいくつか灯る、ほの暗い小屋の中に一歩入り、彼の背後から様子を窺う。

　ひとりで暮らすのにちょうどいいくらいの広さのそこには、一台の小さなテーブルと棚、ベッドがあり、床には瓶や本が散らかっている。綺麗とは言いがたいけれど、不快ではない散らかり具合だ。

　奥にもどうやら部屋が続いているようで、ドアがない入り口から細身で小柄なおじいさんが出てきた。身長は百五十六センチの私よりも低そうで、短い髪も、鼻の下に生えている髭も白い。

　ベージュ色のローブを纏っている彼は、セイディーレ閣下を見て小さな目を見開く。

「お？　なんだセイディーレ、久しぶりじゃねぇか！」

　なんともフレンドリーな感じで、嬉しそうにこちらに歩み寄ってきた彼は、控えめに顔を覗かせる私に気づいて、さらに目を丸くした。

「おぉ？　なんだい、この天使みてーなかわいい子は！」

　彼の顔や手はシワが多く、おそらく六十歳は過ぎているに違いないけれど、とっても元気そうだ。

「あ、こ、こんばんは」

　いろんな角度からまじまじと見てくるおじいさんに、私はぎこちない笑みを浮かべる。

「マジーさんに調合してもらいたい薬があるんだと」と軽く説明してくれたセイディーレ閣下が、今度はおじいさんを私に紹介してくれる。

「この酒臭いのが、クラマインで唯一の薬師のマジルヴァ」

「今日はまだ飲んどらんわ！」

　本名はマジルヴァさんというらしい彼は、しかめっ面をして突っ込んだ。

　なんだか賑やかで、おもしろい人だ。イメージとは違うものの、全然干からびたジイさんなんかじゃない。

　私はクスッと笑いをこぼし、きちんと挨拶をする。

「マジルヴァさん、初めまして。私はリルーナと申します」

　スカートを両手で摘んで軽く頭を下げると、マジルヴァさんはなぜか徐々に真顔になっていく。

「ん？　リルーナ……？」

　私の名前を聞いたことがあったのだろうか、なにかを考えるように首を傾げる彼。次にその瞳は、私の横に立つセイディーレ閣下へと向けられる。それに気づいた彼も、マジルヴァさんとチラリと視線を合わせた。

　なんだろう。なんの目配せ？　と、私もキョトンとしていると、腕を組むセイディーレ閣下が何事もなかったかのように補足する。

「ハーメイデンからお忍びでやってきた姫だ」

　一瞬感じた些さ細さいな引っかかりは、私の身分を明かされたことで、すぐにどこかへ消えていった。

　あっさり暴露されてしまったけれど、なんとなくマジルヴァさんなら大丈夫かしら？

　そんな私の少しの懸念を見抜いているらしいセイディーレ閣下は、「安心しろ。こう見えてこの人は口が堅いから、誰かにバラしたりはしない」と気遣ってくれた。

　彼がそう言うのだから、きっと本当に信頼できる人なのだろう。私も信じようと決めると、マジルヴァさんは納得したように頷く。

「ほぉ……あんたがハーメイデンの姫様なのか。でも、どうしてまた？」

「私の父……アドルク国王が、難病に侵されているんです。治すには、アルツ草を使った薬が必要だと聞いて」

　正直に打ち明けると、マジルヴァさんは気の毒そうな顔をする。

「あの厄介な病になっちまったのか。そりゃ大変だ。アルツ草はあるのかい？」

「さっき採ってきました。ここに」

　私が手渡した籠の中を確認した彼は、目を丸くして頷きながら、「か弱いおなごひとりで、よくここまでやったなぁ」と感心したように言った。そして、急にキリッとした表情になり、私の肩にポンと手を置く。

「この私に任せなさい。君のお父様は、私が助けてみせる」

「あんた誰だよ」

　二十歳くらい若返ったんじゃないかと思うようなダンディな声と口調で宣言したマジルヴァさんに、セイディーレ閣下がボソッと突っ込みを入れた。

　なにこのふたり、おもしろすぎる。

　堪えきれず、私はぷっと吹き出してしまった。

「おふたりは仲がいいんですね」

　クスクスと笑いながら言うと、セイディーレ閣下は無表情のまま、ふいっとそっぽを向く。

「別に……昔少し世話になっただけだ」

「わしはセイディーレのことを昔から知っとるからな。息子みてーなもんだよ」

　穏やかな笑みを浮かべるマジルヴァさんは、本当に閣下のお父様のようだ。閣下も、相変わらずツンとしているけれど、どことなく雰囲気が柔らかくなったように感じるし、マジルヴァさんには気を許しているのがわかる。きっと、深い繋がりがあるのだろう。

　ほっこりした気持ちでそんなことを考えていると、セイディーレ閣下が私のすぐ後ろにあるドアに向かって足を踏み出す。

「俺はこれで失礼する。マジーさん、この子をひと晩泊めてやってくれ」

　彼がそれだけ言い残し、取っ手に手をかけようとするのを見たマジルヴァさんは、片眉をピクッと上げた。「なにぃ？」と不満げな声を出しながらテーブルに籠を置き、ムッとした顔でセイディーレ閣下に詰め寄る。

「お前、この子をわしなんかとふたりっきりにして、良心は傷まんのか!?」

「あんたの〝そこ〟はもう使い物にならないだろ」

　腰に両手を当て説教するように声を荒らげるマジルヴァさんの下半身辺りを、セイディーレ閣下はなぜか冷たい瞳で見下ろしてひとこと漏らす。

「そーいうことじゃないわいボケ！　乙女の気持ちをもっと考えろってことだ！」

　くわっと怒りだすマジルヴァさんだが、閣下はまったく動じる様子はない。

　というか、『そこはもう使い物にならない』って、どういう意味？

　頭の中にハテナマークを渦巻かせていると、マジルヴァさんは気を落ち着かせるようにひとつ息を吐き出した。

「セイディーレと三人で飲み明かしたほうが楽しいだろう。なぁ、リルーナ姫？」

　私に目を向けてそう言う彼は、穏やかな表情に戻りつつある。

　マジルヴァさんには失礼かもしれないけれど、私も三人のほうがもっと楽しいかな。もう少し閣下と話してみたいし……。

　なぜそう思うのか、自分でもよくわからない。でも、すごく冷たい人ではあるけれど、その奥にあるものを覗いてみたいというか。もっと彼のことを知りたいのだ。

　好奇心が湧いてきて、私はセイディーレ閣下を遠慮がちに見上げる。

「閣下がご迷惑でなければ……」

「迷惑だ」

　すぐさま返された言葉が、グサリと胸に突き刺さった。

　予想はしていても、やはり傷つく。なんだか泣きたい気持ちになっていると、マジルヴァさんが私の背中に手を当て、慰めるように言う。

「こいつは照れとるだけなんだよ。ほら、さっさと座れ！」

　マジルヴァさんは閣下の腕をぐいっと引っ張り、窓際にあった椅子に強引に座らせてしまった。

　い、いいのかな、ものすごく不機嫌そうだけど……。

　それでもセイディーレ閣下は渋々残ることにしたらしく、気だるげに制帽を取った。

　さらりとした黒髪が露わになる。毛先は無造作に流れていて、前髪は目にかかるくらいの長さ。制帽がないとまた雰囲気が違うものの、とにかくカッコいいことに変わりはない。

　長い足を組む姿も絵になるな、と目を離せずにいる私に、マジルヴァさんはテーブルのほうの椅子に座るよう促してくれた。

「今、ちょうど飯にしようと思ってたところでな。一緒に食べよう。薬を調合するにはひと晩かかるから、ゆっくりしていくといい」

　彼はそう言うと、意気揚々と食事の準備を始める。

　そういえば、さっきからおいしそうな匂いがしている。この奥にあるのがキッチンなのだろうか。

　調理道具と、薬の調合に使いそうな器具がたくさん置かれているそちらの空間を、首を伸ばして観察していたとき、ぐうぅとお腹の虫が盛大に鳴いた。

　やだ、恥ずかしい。お昼からなにも食べていなかったから……。

　慌ててお腹を押さえると、こちらを見たセイディーレ閣下と目が合う。彼はぷっと吹き出し、整った顔が一瞬ほころんだ。

　無防備な笑みを垣間見た瞬間、なぜか胸がドキンと音を立てる。

「反応よすぎ」

　顎に手を当てる彼から、そんなひとことがぽつりとこぼれ、私はかぁっと熱くなる顔を俯うつむかせた。

　あぁ、穴があったら入りたい。でも、無愛想なこの人の笑ったところ、初めて見た。ちゃんと人間らしい表情もできるんだ……。

　恥ずかしいけれど、なんだか嬉しくもあり、私の心は少し弾んでいた。










冷酷さと優しさの狭間




　私たちが待っている間、マジルヴァさんは早速アルツ草の下処理を始め、同時に夕食の準備もしてくれていた。

　彼は料理が得意らしく、しばらくしてテーブルに並べられたシチューやザワークラウトはすべて手作りだそう。セイディーレ閣下も一緒に、小さなテーブルを囲んで食べ始めた。

　たくさんの野菜を煮込んだシチューは、コクがあってとてもおいしい。マジルヴァさんは、「城で暮らしてるあんたらには物足りんだろうが」と謙遜したけれど、まったくそんなことはない。

　三人だと少し窮屈なくらいの小さな木のテーブルで身を寄せ合って食べることは初めてだったが、不思議と落ち着くものだと思った。

　ライ麦のパンと一緒に、優しい味がする料理を味わう私の向かい側で、マジルヴァさんは自分のグラスにビールを注いでいる。

　本当にお酒が好きみたい。こうやって誰かと食事するのも久々らしく、とても楽しそうだ。

「リルーナ姫、あんたもわしのことはマジーと呼んでくれていいからな」

　気さくにそう言ってくれることが嬉しくて、私も笑みがこぼれる。

「わかりました。マジーさん」

「……俺も、〝閣下〟はやめろ」

　ふいに、私の斜め左の位置で黙々と食べていたセイディーレ閣下がそう口にしたため、私はパンをちぎる手を止めた。

　なんとなく、きちんとした敬称で呼んだほうがいいかと思ってそうしていたけれど、呼び捨てのほうがいいのだろうか。

　食べる姿に品がある彼を見つめていると、マジーさんがなぜかニヤニヤしだした。

「名前で呼んでほしいなら素直にそう言えばいいものを。かわいいやつめ」

「堅苦しいのが嫌なだけだ」

　とてもわずらわしそうな顔でマジーさんを睨んだ閣下は、食事を進めながらぶっきらぼうに返す。

「部下でも君主でもないお前がそう呼ぶのはなんだか気持ちが悪い」

「き、気持ち悪いって……」

　私自身のことを蔑まれたわけではなくても、少し不満げな声が出てしまった。

　マジーさんはクスクスと笑い、声に呆れを混じらせる。

「他国とはいえ、姫君にこんな口の利き方をするやつはセイディーレくらいだろうなぁ。だから、姫も気を遣うことはなにもない」

　確かに、私だけ畏まっているのも変かな、という気がしてくる。言われた通り、これからは敬称なしで呼ばせてもらおうか。

「じゃあ……セイ、ディーレ」

　ちょっぴり気恥ずかしくて、ぎこちなくなってしまった。

　しかし彼は一瞬私と目を合わせただけで、なにも気にしていないかのように淡々と食事を進めるのだった。




　話しているうちにだんだん慣れてきて、食事を終える頃には敬語もとれ、自然と名前を呼べるようになっていた。

　マジーさんはだいぶお酒が進み、顔も赤くなって上機嫌だ。セイディーレは相変わらず無愛想で、「酒臭いから風に当たってくる」と小屋を出ていく。

　なんとなく彼を追って窓の向こうに目をやると、彼の馬とメーラの顔を撫でる姿が見え、ちょっぴり微笑ましくなった。

　そうだ、今のうちにセイディーレのことを詳しく聞いてみようか。あの人、自分のことはあまり教えてくれないから。

　アルツ草の様子を確かめに行ったマジーさんが戻ってくるなり、私は質問する。

「あの、セイディーレは騎士の階級ではどの位なんですか？」

「なんだ、まだ聞いとらんかったのか」

　よっこらしょ、と椅子に腰かけたマジーさんは、テーブルに片肘をついて話しだす。

「セイディーレはな、クラマイン王国の中で最高位の指揮官なんだ」

「えっ、最高指揮官!?」

　そんなに高い位だったとは……。まさか〝騎士の中で〟ではなく、〝国の中で〟最高位だなんて思ってもみなかった。

　口元に手を当て、あからさまに驚く私を見て、マジーさんはおかしそうに笑いながら続ける。

「あいつは特殊でね。騎士として部下に指令を出したり、王族を守ったりするだけじゃなくて、自警団を纏める役割を国王直々に任命されている。つまり、罪人を捕まえて裁くこともできるし、魔物退治も行う、この国の治安を守るリーダーってとこかな」

　彼の話を、私はポカンと口を開けたまま聞いていた。

　ハーメイデンでは、事件や市民の間で揉もめ事が起こったときは、自警団と呼ばれる団体が罪人を捕まえたり、当事者を領主のもとへ連れていき、そこで裁いてもらうというシステムになっている。

　クラマインでも同じようなものだろうけれど、セイディーレはその全体を取り仕切る権限さえ持っているということだ。

「だから、あいつは公爵と同等の地位にあたるんだよ。二十五歳の若さでそこまでのし上がってるんだから、エリート中のエリートさ」

「すごい……！」

　王位を除いて、一番上になる階級が公爵。セイディーレは騎士でありながら、上級貴族と同等の存在らしい。

　そんな人、ハーメイデンにいるかしら。セアリエだって、そこまでの権限はないはず。

　驚きと感心とで目を丸くしていると、グラスに残っていた葡ぶ萄どう酒しゅをぐいっと飲み干したマジーさんが、トロンとした眠そうな顔で言う。

「歴代の指揮官の中でも、セイディーレほど有能な人間はおらんかったからな。巷ちまたじゃ〝黒の騎士〟なんて呼ばれて、皆恐がっとるわ」

「黒の騎士、ですか」

　そのネーミングはぴったりだな。着ている服も、相棒の馬も、雰囲気も、色に例えたら黒っていう感じがするもの。

　マジーさんは、彼が黒の騎士と呼ばれる所以ゆえんをさらに話してくれる。

「魔物を倒すことができるのはあいつくらいだし、罪人にも容赦しない。情状酌量なんていう言葉は、やつの辞書にはないんじゃないかってくらい、冷酷で無慈悲だ……と、世間からは思われとる」

　それを聞いて、なぜか胸がもやっとした。

　確かに彼はとても冷たいし、市民と接する様子は見たことがないけれど……。

「私には、そこまでひどい人だとは思えません」

　今日会ったばかりでも、彼の心の奥に潜んでいる優しさが垣間見える瞬間があると感じるから。

　テーブルの木目に視線を落として言うと、マジーさんの表情もふわりと柔らかくなる。

「あぁ、わしもだ」

　しっかりとした口調で返してくれて、私は少し嬉しくなって微笑んだ。

　……って、なんで嬉しくなっているのだろう。よくわからない。

　謎の心情に首を捻っていると、大きなあくびをしたマジーさんが、テーブルに突っ伏しながら独り言のように呟く。

「たとえ、悪魔の血を受け継いでたとしてもな……」

「え？」

　悪魔の、血？

　気になりすぎるひとことを耳にした瞬間、身体の奥でなにかがドクンと疼うずきだす感覚がした。それはおそらく、得体の知れない〝恐怖〟。

　ハーメイデンでも、昔から悪魔の存在が信じられてきた。人を惑わし、堕落させ、あらゆる害を与える悪しきものが、この世のどこかに身を潜めていると。

　実際、それに襲われたことがある人間が、他でもないこの私……らしい。なぜ他人事なのかというと、私にはその記憶がないから。

　八年前の十二歳のとき、城の外で何者かに襲われ、倒れているところを発見された。調査をしたところ悪魔の仕業だとわかったと、あとからお父様に聞かされたのだ。

　そのときの記憶はぽっかり抜け落ちていて、実際になにがあったのかまったく覚えていないのだけど、私は悪魔というものに漠然とした恐怖を抱くようになった。城の外へ出させてもらえなくなったのは、これが原因だ。

　それ以来、悪魔に襲われた人がいるという話は聞かなかったし、お姉様も外に出ているのだから大丈夫じゃないかと、もう恐怖心はなくなっていたのに……今、また悪魔という言葉を聞くことになるとは。しかも、セイディーレが悪魔の血を受け継いでいる？

「マジーさん、今の話――」

『本当ですか？』と聞こうとしたとき、ドアが開く音がして口をつぐんだ。振り返れば、涼しげな顔のセイディーレがいる。

「酔いつぶれたか」

　テーブルに突っ伏すマジーさんを見下ろす彼につられて私も眺めれば、すでに小さく寝息を立てている。

　……本当だ、私が考え事をしている間に寝てしまったみたい。

　気持ちよさそうな寝顔を見てクスッと笑いつつ、床に落ちていた上着を背中にかけてあげた。

「お前も寝ろ。この人いろんな場所で寝るから、意外とベッドは汚れてないと思うぞ」

　セイディーレは、窓際にあるベッド脇の棚の上に置いていた手袋を取りながら言う。

　マジーさんの背後に立つ私は、彼のそばに移動してベッドを観察してみる。確かに、毛布が乱れているだけで汚れている感じはない。

　今日はかなり疲れたし、横になりさえすればベッドじゃなくてもどこでも寝られそうだ。でも、彼はどうするのだろう。

「セイディーレは？」

「俺は帰る。明日も早いんだ。帰り道はわかるよな？」

　私はその問いかけに答えることもせず、手袋をはめ、制帽を被る彼を見つめながら考える。

　明日も忙しいのに、私のためにこんな時間まで付き合ってくれた。やはり思いやりの心もちゃんと持っている人なのだ。悪魔の血を受け継いでいるというのも、きっとなにかの間違い。マジーさんは酔っていたし、他のなにかと混同してしまったのかも。

　セイディーレと悪魔は、なんの関係もない。そう自分の中で結論づけ、私は彼にふわりと笑みを向ける。

「あなたは、やっぱり優しい人ね」

　セイディーレは怪訝そうな顔で私を見てくる。制帽を被ると威圧感が増すものの、今は怖くない。

「危ないところを助けてくれたし、ここまで連れてきて、一緒にいてくれた」

　穏やかな声で呟くと、彼は少しわずらわしそうにため息を漏らす。

「だから、俺は――」

「あなたにそんなつもりはなくても、私は救われたし感謝してるの」

　彼の言葉を遮り、力強く言い切った。

　きっとセイディーレは、私のためなんかじゃないと言いたいのだろう。でも、私にとってはありがたいことばかりで、こんなにスムーズに薬を手に入れられそうなのは、すべて彼のおかげだ。

「今日、セイディーレに会えてよかった。……また、会いたいわ」

　緩く弧を描いた唇から、自然と本音がこぼれた。

　私を見つめるエメラルドグリーンの瞳が、わずかに見開かれる。

　私は明日、国へ帰る。そうしたら、しばらくはまた城の中で過ごすことになるだろう。今度いつ会えるかなんて、まったくわからない。だからこそ、伝えておきたくなったのだと思う。あなたとの出会いを、今日だけで終わりにしたくないという気持ちを。

　しかし、言ったそばから羞恥心が湧いてきて、じわじわと顔が火ほ照てりだす。正直すぎたかしら、とほんの少し後悔して俯いた。

　そのとき、すぐそばに彼が近づいたかと思うと、両腕をぐっと掴まれ、後ろへと押された。

「きゃっ!?」

　ふわっと身体が傾き、背中からベッドに倒れる。痛くはないその衝撃で閉じた目を開けば、私に覆いかぶさるセイディーレの姿が飛び込んでくる。

　な、なに？　なんで私、押し倒されているの？

「……買いかぶりすぎだ」

　低い声が聞こえると同時に、頭の上で両手を縛るようにシーツに縫いつけられる。拘束され、身体ごと征服されるみたいな感覚に、ゾクリとした。

　ドクドクと心臓が暴れ始めるのを感じていると、目の前の唇から冷え切った声が紡がれる。

「リルーナ、今の俺はどう見える？　お前を喰おうとしてた、さっきの魔物と同じだろ」

　私はキュッと眉根を寄せる。

　どうして、そんなに自嘲的なことを言うの？　セイディーレと魔物なんて、比べものにならないというのに。

　これからどうなるのか、彼がなにを考えているのかわからなくて緊張が走る。でも、彼はきっと、私を傷つけるようなことはしないはずだ。

　キッと力強い瞳で彼を見つめ返し、ぷるぷると首を横に振る。

「同じなんかじゃないわ。だって――」

　だって、セイディーレは悪い人じゃないから。

　そう言おうとした瞬間、スカートが捲まくられるのがわかって、ギョッとした。

　セイディーレは片手で私の両手の自由を奪ったまま、もう片方の手で脚を撫でる。下から上へと滑らされる悩ましい感覚に驚き、びくりと身体が跳ねた。

「やっ……セイ、ディーレ……!?」

　戸惑いに満ちた声を漏らすものの、彼は太ももをなぞるのをやめない。

　このままじゃ、ショーツにまでたどり着いてしまう……！

　危機を感じて身をよじり、ギュッと目をつぶったとき、ぴたりと手の動きが止まった。恐る恐る目を開けると、彼は感情を読み取れない無表情で私を見下ろしている。

「怖いだろ」

　ひとこと呟き、すっと太ももから手が離される。しかし、私の両手は掴まれたまま。今度は顎に触れられ、まっすぐ彼のほうを向くように、くいっと動かされた。

　冷たく光る宝石のような瞳から、目が離せない。

「俺は今ここで、お前をめちゃくちゃにしてやることもできる。優しくもなんともない男なんだよ」

　私に言い聞かせるように吐き捨てると、ようやく両方の手を放した。

　解放されて少し気が緩むけれど、身体は強張ってしまっていて動けず、乱れたスカートを直すこともできない。

　ただ宙を見つめるだけの私と目を合わせることなく、セイディーレは俯きがちに制帽を被り直しながら、抑揚を抑えた声で言う。

「だから、また会いたいなんて願うのはやめろ」

　ズキン、と胸に痛みが走った。

　切なさが押し寄せる私に構わず、彼はすぐに小屋を出ていく。

　パタンと閉まるドアの音を聞いて、一気に身体から力が抜けていった。

　会いたいと願うことすら許されないの？　あなたはもう、私と会うつもりはないのね……。そのわりに、去り際に見えた彼の顔がほんの少し苦しげに歪んでいるように見えたのは気のせい？

　彼の表情や声が、頭にこびりついて離れない。掴まれていた手首も、触れられた脚も、身体中が熱い。

　どうして、あんなことをしてまで私を突き放すのだろう。なんだか無理に嫌われようとしているみたいだった。

「どうして……」

　ぽつりと呟いた声が、起きる気配のないマジーさんのいびきと重なる。

　ベッドに倒れたまましばらく考えてみても、セイディーレの気持ちがわかるはずもなく、深い闇に迷い込むように、いつの間にか私も目を閉じていた。










奪われた大切な思い出




　身体が暖かくて、目を閉じていても明るさを感じる。さらに、カチャカチャとなにか作業する音が耳に入ってきて、重い瞼まぶたを開いた。窓から差し込む日差しによって、わずかな埃ほこりが舞っているのが見える。

　そうか、昨日は私、あのまま……。いけない、マジーさんを気にせず眠ってしまっていた。

　ガバッと起き上がり小屋の中を見回してみても、誰もいない。マジーさんも、当然セイディーレの姿もない。

　昨日のことを思い出して、胸がちりっと痛むのを感じつつ、音が聞こえてくる続き部屋のほうに歩いていく。

　ドアのない入り口から顔を出して覗くと、作業台でたくさんの薬品らしきものを扱うマジーさんがいた。眼鏡をかけて作業する彼はとても真剣な表情をしていて、昨日の酔った姿とは別人のよう。

　興味津々で見守る私に彼も気づき、にこっと笑顔を見せてくれる。

「おぉ、起きたかい。昨日はいつの間にか寝ちまってたよ、すまんね」

「いえ！　私こそ、図々しくベッドをお借りしてしまいすみませんでした」

　軽く頭を下げると、マジーさんは手を振りながら、「最初から使ってもらうつもりだったからいいんだよ」と当然のように言った。そして、小さなガラスの入れ物に入った透明な液体を軽く揺すってみせる。

「薬ももうすぐできるぞ。アルツ草の成分は抽出し終わったから、あとは調合するだけだ」

「ありがとうございます！」

　私は思わず胸の前で手を組み、目を輝かせてお礼を伝えた。

　早くお父様に届けてあげたい……！

　すると、マジーさんは奥のキッチンからなにかを持ってこちらにやってくる。

「また長旅になるだろうから食べていきな」と差し出されたものは、昨日と同じライ麦パンと、野菜がたくさん入った温かいスープ。ここまで気遣ってくれることが本当にありがたくて、私は何度も感謝の言葉を述べた。

　昨日と同じくテーブルに座って食事をいただいていると、コーヒーを運んできたマジーさんが、真面目な様子で忠告する。

「ハーメイデンとの国境に近いクラマインの森では山賊がウロウロしてるから、十分気をつけるんだぞ」

　それは初耳で、私はスプーンでスープをすくったまま手を止め、目を丸くする。

「山賊がいるんですか？」

「あぁ。金品を狙って、通りすがりの者を襲う。セイディーレたちが討伐してはいるが、なかなか手に負えないようでな。あんたが昨日何事もなく来れたのは奇跡のようなもんさ」

　そうだったんだ……。ハーメイデンでは山賊の話は聞かないから、そんな危険は頭になかった。知ってしまうと、少し怖じ気づく。帰りも無事にたどり着けるだろうか。

　急激に不安が襲ってくる私に気づいてか、マジーさんは「もし、会っちまったときのために……」と言いながら席を立つ。

　奥の部屋でなにかを探していた彼は、二百ミリリットルほどの容量がありそうな茶色の瓶を持ってきた。中には粉のようなものが入っている。

「この粉末を持っていくといい。相手にかけると、一時的に涙が止まらないくらい目が痛くなる」

　したり顔で渡されたそれは、どうやら目つぶしの薬らしい。

　こういう危ない薬も作っているのね。でも、とても心強い。昨日からお世話になりっぱなしだ。

　ありがたく薬を受け取り、心から感謝する。

「なにからなにまで、本当にありがとうございます」

「礼には及びませんぞ、姫」

　うやうやしく言うマジーさんがおかしくて、私はふふっと笑いをこぼした。

　たったの二日間だけれど、とても素敵な出会いに恵まれた冒険だった。心残りがあることはひとつ。セイディーレと、なんとも後味が悪いお別れになってしまったことだけだ。

　それでも、思うことは変わらない。

「私、マジーさんと……セイディーレに、会えてよかったです」

　柔らかな表情で伝えると、マジーさんは一瞬真顔になった。そして、なにか思いを巡らせるように少し目を伏せ、ぽつりと呟く。

「きっとこれも、運命というやつだろうな……。アドルク陛下に、よろしく伝えておくれ」

　そのときの彼の微笑みはどこか哀愁が漂っているように見えて、少し違和感を覚えた。『運命』というのも、なんとなく深い意味があるような気がする。

　しかし、その引っかかりは漠然としすぎていて、なんと問いかけたらいいのかわからず、私は「はい」と頷くだけだった。

　食事を終えてしばらくしてから、できあがった薬をポーチに大事にしまい、小屋をあとにする。

　山腹から見える空は今日も晴れ渡っていて、庭ではメーラがひと晩おとなしく待っていてくれた。

「なにか困ったことがあったら、またいつでもおいで。気をつけてな」

「ありがとうございます。マジーさんもお元気で」

　優しく声をかけてくれたマジーさんにもう一度お礼を言った私は、彼に見送られながら、もと来た山道を引き返し始めた。




　夜とはだいぶ雰囲気が違うけれど、一本道のためなんとか迷わずに山を下りることができた。

　セイディーレと初めて会った森の入り口辺りまでやってきて、ふと立ち止まり、少し離れたところにそびえる城を見上げる。

　……今度クラマインに来るときは、私がこの国の王太子と結婚するときだろうか。

　そう考えると、少し憂鬱になる。黒い騎士の冷たくも美しい顔がずっと脳裏から消えることはなく、胸がスッキリしないまま城に背を向けた。

　気持ちとは裏腹に清々しい日差しを浴びながら、ハーメイデンへとメーラを走らせる。

　しばらくは順調に走っていた。しかし、もう少しで国境という辺りで、胸元に入ってしまったネックレスをなに気なく触ったら、その拍子にチェーンが切れて地面に落ちてしまった。

「あっ！　メーラ、ちょっと待って、止まって！」

　慌てて綱を引いて止めると、ネックレスを落としてしまった辺りに戻る。

　どうしよう、大切なものなのに。もう会えないお母様が身近にいるように感じられる唯一の宝物なのだ、失くすわけにいかない。

　私は焦りつつメーラから降り、地面を見ながらウロウロする。生い茂った草を掻き分けて夢中で探していると、キラリと光るものが目に入った。

　よかった、見つけた……！

　大きく息を吐き出し、胸を撫で下ろす。安堵で力が抜ける身体を屈めて、ネックレスに手を伸ばした、そのとき。

　私よりも先に、ごつごつとして汚れた大きな手がゴールドのそれを拾い上げた。

　驚いてバッと顔を上げると、そこにいたのは茶色いチュニックを太いベルトで締めた服装の、大柄な男。

「ほう……お高そうなネックレスじゃねぇか」

　腰に重そうな剣を挿している彼の、ドスが効いた声が響く。

　傷跡だらけの強こわ面もての顔を見た瞬間、マジーさんが言っていたことを思い出した。

『ハーメイデンとの国境に近いクラマインの森では山賊がウロウロしてるから、十分気をつけるんだぞ』

　まさか、この人は山賊……!?

　ギクリとして目を見張る私を見下ろし、男は卑しい笑みを浮かべる。

「こんなところでなにしてるんだい？　お嬢ちゃん」

　威圧感たっぷりの彼に身体を強張らせていると、木の陰からもうひとり、ふたりと、同じような格好をした男たちが現れた。

　目の前にいる彼よりも小柄だけれど、片方の目に眼帯をしていたり、服はボロボロだったり、異様な雰囲気を漂わせている。

　絶対に山賊だ。いけない、早く立ち去らなきゃ！

　恐怖と焦燥にかられながらも、大切なネックレスは取り返したくて、なんとか声を上げる。

「そのネックレス……返してください！」

「あぁ？　これはそんなに大事なモンなのか？」

　一番大柄な男が掲げてみせるネックレスを、他のふたりも興味深げに眺める。そして、私に視線を戻した男がニタリと笑ってみせた。

「だったら、なおさら返したくはないねぇ」

　嘘うそでしょう……このまま奪うつもり!?

　無慈悲な言葉に愕然としていると、じりじりと他のふたりが迫ってきて、息を呑む。

「こんなにかわいい子に会ったの久々だぜ」

「このお嬢ちゃんごともらっていくか」

　最悪の展開になりそうで、激しく危機を感じる私の背中に冷や汗が伝った。

　昨日のように助けてくれる人は現れそうもない。ここは自分でなんとかするしかない……。

　マジーさんからもらった薬のことを思い出し、男たちにバレないようにポーチに右手を入れる。しかし左腕をぐっと掴まれてしまい、「きゃっ！」と悲鳴を上げた。

　その瞬間、怒ったようにいなないたメーラが、私の腕を掴んだ男を前脚で突き飛ばした。

「メーラ!?」

「うわっ、なんだこの馬……っ！」

　尻もちをついた小柄な男が忌いま々いましそうに顔をしかめ、他のふたりも表情を険しくしてこちらを睨む。彼らは私よりもメーラに標的を移し、「邪魔しやがって！」と怒号を響かせて腰から短剣を引き抜いた。

　そうして斬りかかってこようとする男たちに、メーラは怯むことなく首と前脚を上げて立ちはだかる。再び後ろ脚で立つと大柄な男よりも大きくなり、その前脚から繰り広げられるキックは彼らをもうろたえさせる。

　その隙に私は瓶を取り出し、すぐさま蓋を開けると、男たちに向かってザッと粉を振りまいた。

　すると、彼らは「ぐわぁぁ！」と雄叫びを上げ、目を押さえてのた打ち回り始める。

　す、すごいわ、この薬……！

　見事な効き具合に、私は驚きと少しの恐怖から瓶を落としてしまった。

　でも、この様子ならきっとしばらくは動けないはず。

　三人が涙を流して痛がる姿を見てあたふたしながらも、私は急いでメーラに飛び乗り、全速力で逃げだす。

「くそっ、あの女ァー!!」

　悔しそうな彼らの叫び声は、あっという間に遠くなっていった。

　しばらく休むことなく走り、林を抜け、もう追ってこられないだろう開けた田園地帯まで離れてから、ようやくメーラを歩かせる。

　後ろを向いて誰も来ないことを確認すると、私は大きく息を吐き出した。

「はぁ、助かった……。ありがとうね、メーラ」

　頼もしい彼のたてがみを撫でると、嬉しそうに首を上げ、尻尾を高く振った。

　あのときメーラが攻撃してくれなければ、逃げられなかったかもしれない。この子に感謝だ。でも……ネックレスは取り返せなかった。お母様の大切な形見だったのに。

　寂しい首元に手を当てると、悔しさでじわりと涙が滲む。

　もっと大切に扱うべきだった。城に置いてきたほうがよかったかもしれない。

　後悔しても遅いけれど、自分の不ふ甲が斐いなさに気持ちは沈むばかり。

「ごめんなさい、お母様……」

　ぽつりと呟き、メーラの背に揺られながら目元を指で拭った。




　それからは何事もなく、ハーメイデンの街に戻ってきたのは、空が薄紫色に染まる頃だった。見慣れた街の景色に、心がホッとする。

　街灯が灯り始めた道を抜け、城の門を目前にしたとき、その脇に立っている白い制服を着た男性が見えた。同時に私に気づいたその人は、目をまん丸にする。

「姫様！」

　声を上げて駆け寄るのは、心配していたであろうことが見て取れるセアリエだ。

　彼に会えたら一気に安堵感が押し寄せ、笑顔でメーラから飛び降りる。

「セアリエ！　ただい――」

「あぁよかった、ご無事で……！」

　私が挨拶するのも構わず、心底ホッとした様子のセアリエはその大きな身体で私を包み込んだ。

　いくら心配していたからとはいえ、城の門前でこんな抱擁をするだなんて大胆すぎる！　門番の兵士も凝視しているじゃない。

「ちょ、ちょっと、セアリエ!?」

「無理やりにでもついていくべきだったと後悔していましたが……本当によかった、この手にあなたを抱くことができて」

　……耳元でそんな恥ずかしいことを囁ささやかないでほしい。

　真っ赤になっているに違いない顔で口をパクパクさせ硬直する私を、彼はぎゅうっと締めつけて離さない。

　逞たくましい腕の中でもがいていると、城のほうから呆れたような声が聞こえてきた。

「落ち着きなさい、セアリエ。リルーナを抱きしめたいのは私だって同じなのよ？」

　フルートの音色のような綺麗な声色に、私もセアリエもはっとする。

　急いで身体を離し正気に戻ったような彼は、「私としたことが、とんだご無礼を！」と慌てて謝った。

　私は気にしていないとばかりに笑って首を横に振り、こちらに近づいてくるひとりの女性に目を向けた。淡いスミレ色の品があるドレスを纏い、嬉しそうに微笑むその姿を見て、さらに笑顔の花を咲かせる私は、今度は自ら彼女の胸に飛び込む。

「お姉様！」

「お帰りなさい、リルーナ。どこも怪我したりしてない？　大丈夫？」

　私を両腕でしっかりと受け止め、優しく髪を撫でながら気遣ってくれるミネルお姉様に、コクコクと頷いた。

　セアリエの、男の人の匂いや腕の力にはどぎまぎしてしまったけれど、お姉様の匂いはすごく安心する。

　帰ってきたんだと実感しながら、私は締まりのなくなった顔を上げる。

「ちゃんと薬も手に入れたの。早くお父様のところに行きましょう」

「リルーナ……本当にありがとう。お父様もきっと助かるわ」

　私の手を両手で握って感謝を述べるお姉様と、私たちを微笑ましげに見守っていたセアリエ、そしてメーラと一緒に城の中へと向かった。




　眠ったままのお父様は、相変わらず顔色が悪く生気がないように感じる。薬は、看病をしてくれている使用人に渡しておいた。

　お義兄様にも無事帰ったことを報告して、皆で夕食を食べたあと、美しい花々と豪華なアンティークが置かれた、広々としたお姉様の部屋で話すことにした。

　ソルレが紅茶を淹れている小さなテーブルを挟んだ向かい側で、ゆったりとウイングチェアに腰かけているお姉様が改めて口を開く。

「よく無事に帰ってきてくれたわ。本当にありがとう、リルーナ」

　彼女に微笑み返すと、ソルレが私たちに紅茶を差し出しながら苦笑する。

「私たちは気が気じゃありませんでしたけどね」

「そうよ。セアリエなんて、ずっと門のところで待ってたんだから」

　カップを手に取りながらソルレに同意するお姉様の言葉を聞いて、私は目が点になった。

「え、ずっと？」

「えぇ、門番と交代してまでね。ひと晩ろくに寝てないんじゃないかしら」

　嘘、寝ずに待っていてくれたなんて。でも、戻ってきた私を見た途端あの熱い抱擁をしてきたことを思えば、そのくらい心配していても不思議ではない。

「……過保護すぎる」

　少々呆れ気味に呟くと、ソルレがクスクスと笑う。

「それほど姫様のことを大切に想っていらっしゃるのですよ。おそらく他の誰よりも」

　最後のひとことがやけに強調されているように感じつつ、私もカップに手を伸ばす。お姉様はなんだか意味深な笑みを浮かべて、小さく頷いていた。

　まぁ、私は王族の娘だし、人一倍大切に扱われるのも当然なのかもしれない。

　先ほどのセアリエの慌てぶりを思い返して含み笑いしながら、紅茶に口をつけた。

「じゃあ、魔物や山賊に襲われそうになっただなんて話、絶対にしちゃいけないわね」

　そう呟いた直後、お姉様がカチャン！　とカップを置いた音が響いた。ソルレも唖あ然ぜんとしている。

　あ、そうか。セアリエだけでなく、このふたりも驚かせてしまうわよね……と気づいたときには、お姉様がすごい形相でテーブルに身を乗り出していた。

「ちょっと、そんな危険な目に遭っていたの!?」

「あー、うん、実は……。あ、でも助けてくれた人がいたから！」

　しどろもどろになるも、お姉様を落ち着かせるように両方の手のひらを前に向けて、大丈夫だったのだとアピールする。

　そうして思い出すのは、やはり冷酷な彼のこと。エメラルドグリーンの瞳を脳裏に蘇よみがえらせると、胸がキュッと苦しくなるような不思議な感覚がした。

「危ないことも知らないこともたくさんあったけど、素敵な出会いもあった。いろいろと勉強になる旅だったわ」

　ゆるりと口角を上げていた私は、すぐに表情を暗くして、ひとつだけ起こってしまった、とても残念な出来事をぽつりと口にする。

「ただ、お母様のネックレスを落として、山賊に奪われてしまって……」

　ネックレス自体もだけれど、ロケットの中に入れていた四つ葉のクローバーも、私にとっては特別なものだった。おそらく城の周辺の庭で見つけたのだろうけど、いつ入れたのかは覚えていない。それほど前から大事にしていて、いつの間にかお守りみたいになっていたのだ。

　それが今、ここにないことが無念でならない。

「すごく大切なものだったのに……本当に悔しい」

　心許ない気持ちで、胸元でギュッと手を握り、下唇を噛かみしめた。

　お姉様は私の心中を察してくれたのか、すっと腰を上げると、俯く私のそばに来てそっと肩に手を置く。

「仕方ないわ、命には代えられないもの。リルーナが無事でよかった。お母様もそう思っているわよ、絶対」

　優しく慰めの声をかけてくれる彼女と、静かに微笑むソルレのおかげで、少しだけ気持ちが軽くなっていく気がした。それでも、心にぽっかりと穴を空けたような虚無感は、しばらく消えることはないだろう。
















第三章　逃とう奔ほん










叶わぬ想いを抱いて




　お父様がマジーさんの薬を飲み始めてから、約三週間。効果は抜群で、体調はみるみる回復し、あっという間に城の中を歩き回れるくらいまでになった。

　私は以前と変わらず、城の中で政治の勉強をしたり、本を読んだりと、平凡な日々を送っている。

　レースのような薄い雲が青空に浮かぶ今日は、お父様の部屋に飾ってあげようと思い、庭に咲いたカモミールやラベンダーを摘んでいた。

　小さな花束にしたそれを持って、お父様が休んでいる寝室のドアをノックする。返事が聞こえてから重厚なそれを開けると、ベッドに座ってさまざまな資料に目を通している姿があった。

「お父様、体調はいかが？」

「あぁ、もうだいぶいい。そろそろ政務も再開しないとな」

　花瓶がある窓際に向かう私を一度見て、淡々と答えた彼は、すぐにまた資料に目を落とす。

　すっかり国王の顔に戻ってしまっている。まだ本調子ではないのだから、こんなときくらい休んでいてほしいのに。

　少しの呆れと、体調がよくなってホッとした気持ちとが入り混じる。

「無理は禁物よ。よくなったように思えても、内臓が完全に回復するのには時間がかかるって聞いたわ」

「そうだな」

　マジーさんからの忠告を口にすると、お父様は髭の下の口角をわずかに上げて苦笑した。

　お父様も以前からマジーさんと面識があったようで、薬を作ってもらったことを話すと、『マジルヴァにも礼をしよう』と言っていた。

　彼は想像以上に偉大な薬師なのかも、と尊敬しながら花瓶に花を活けていると、「リルーナ」と呼ぶ声が耳に入る。

　ベッドのほうを振り向けば、若干険しい表情になっているお父様が口を開いた。

「もし今度またこういうことがあっても、二度と危険を冒すような真似はするでないぞ。ひとりで城を出るなんて、言語道断だ」

　またお説教だろうか。私がひとりでクラマインへ行ったことがバレたときにも怒られたけれど、あのときはまだ弱っていたから、本格的に今叱ることにしたのだろうか。

　でもそれは覚悟の上であり、自分の行動を後悔もしていないから、なにを言われようと構わない。しっかり顔を上げて、甘んじて受け入れよう。

「だが……ありがとう」

　予想に反し、期待していなかった感謝の言葉が聞こえてきて、私は目を丸くした。お父様が私に『ありがとう』と言うなんて、初めてに近いんじゃないだろうか。

　彼は資料を枕元に置き、髭と同じグレーのくせ毛を指で掻くと、少し気まずそうに目を伏せて心の内を吐露し始める。

「私のためにリルーナがそこまでするとは夢にも思わなかった。私はお前を、守るためとはいえ、城に閉じ込めていただけだったというのに」

　それを聞いて、もしかしたら私たちはお互いに誤解していたのかもしれない、とふと思った。

　私は、危険から守るというのは口実で、ただ地味な私を隠しておきたいために城から出さなかったのではないか、とお父様を疑っていた。逆にお父様は、自分のためになにかをしてもらうほど娘に好かれてはいない、と感じていたのかもしれない。本当は、お互いを大切に想い合っていたのに。

　そんな気がして、私もきちんと本心を伝えることにした。

「……そこまでするわよ。だって、たったひとりの父なんだから」

　ようやく私と目を合わせたお父様に微笑んでみせると、彼の表情もふっとほころぶ。

「お前のような娘を持って、私は幸せ者だ」

　めったに表さない優しい声色でしみじみとそんなことを呟くから、ふいに鼻の奥がツンとした。

　わかりづらいけれど、きっとお父様はちゃんと私のことも愛してくれているのだろう。

「じゃあ、私はそろそろ行くわね」

　わだかまりが解け、スッキリとした気分で部屋をあとにしようとベッドを通りすぎたとき、お父様が突然「これからは、もっと外へ出てみるか」と言いだした。

「えっ？」

　一瞬耳を疑い、再びお父様のほうを振り向いた私は声を裏返らせてしまった。

　するとお父様は平静な表情で、淡々とこんな提案をしてくる。

「来月、クラマインで会談がある。それまでに全快したら出席するつもりなんだが、お前も一緒にどうだ？」

　思わぬ言葉に、私はぱっと表情を明るくした。

　行けることならもちろん行きたい。クラマインの城や街のことを、もっと肌で感じたいもの。それに……もしかしたら、あの人がいるかもしれない。毅然として麗しい、黒の騎士が。彼は私に会いたくはないだろうけど、姿を見ることくらいは望んでもいいでしょう？

「私も行っていいの？」

　胸を躍らせて確認すると、お父様は口元を緩めて「あぁ」と頷いた。

「将来お前が暮らすことになる国だ、見ておいたほうがいいだろう」

　嬉々としていたものの、そのひとことで興奮が落ち着いていく。

　そうだ。私は近い将来、クラマインの王太子と結婚して、あの国の王太子妃になるのだ。

　フレイヴ王太子の病状は回復傾向にあるという。彼が完全に政務復帰して、お互いの国の情勢がベストな状態に整ったら、おそらくすぐに準備が進められるはず。鳥籠から出ることができても、私には自由などない。

　決められている未来を実感すると、心が重く沈み込んでいく気がした。

　そんな私の心境を知ってか知らずか、お父様は目を伏せて静かに言う。

「もうすぐお前も嫁に行くのか……。感慨深いな」

「そうね……」

　私はそれしか口にすることができず、暗くなる表情を見られないよう、そそくさと部屋をあとにした。




　夕方になり、私は城の敷地内にある剣の練習場に足を運んだ。

　騎士たちが日々剣術を磨いているその広場は、家が一軒悠々と建てられるくらいの広さで、防具を身につけて動き回る彼らが砂埃を立てている。今の時間はそれほど人数はおらず、剣を交えているのは二組だけだった。

　私は広場の一角に建てられた武器庫を囲む低い塀に軽く腰かけ、その様子をぼんやりと眺めていた。

　さっきからずっと心が晴れない。そんなときや、なにかに悩んだときは、いつもここへ来ている。リズミカルにキィンと響く音を聞いていると、不思議と気持ちが落ち着くから。

　ハーフアップの長い髪を涼しくなってきた風にそよそよとなびかせながら、機敏な動きで剣を振る騎士たちの様子を見ていると、しばらくして二組とも訓練を終えた。

　こちらに向かってくる彼らは、それぞれ私に挨拶をして武器庫の中へ入っていく。最後にやってきた短い金髪の騎士は、爽やかな汗を拭いながら私に笑みを向けてくる。

「姫様、またなにか考え事をしておられたのですか？」

　銀色のプレートアーマーを身につけ、盾を持つセアリエは、勇ましくてカッコいいなと単純に思う。

　もちろん剣の腕前も見事だった彼に、私も笑って「ちょっとね」と返した。セアリエは私がどういうときにここへ来るか、察しがついているらしい。

　それからセアリエが武器や防具を返してくるまで、私はそのまま待っていた。

　普段の制服姿に戻った彼は、私の隣にやってくる。夕食までの少しの間、こうやってふたりで話すことがたまにあり、お互いに息抜きの時間となっているのだ。

　私たち以外誰もいなくなった広場を見ながら、昼間お父様に言われたことをなんとなく報告する。

「お父様がね、来月のクラマインでの会談に私も連れていってくださるって」

「それはなによりです。姫様は外へ出たくて仕方ないでしょうから」

　いたずらっぽく細められた二重の瞳を向けられ、私は苦笑を漏らした。

　その通りだけど、ただ喜んでもいられないのよね……。

　城の建物に囲まれて狭く見える黄昏たそがれの空を見上げ、小さくため息を吐き出す。

「結婚が現実味を帯びてくると、正直憂鬱になるわ。セアリエは、私がお嫁に行くのは嬉しいことだろうけど」

　覇気のない笑みと本音をこぼすと、セアリエも同じようにゆっくり空へと視線を持ち上げた。

「えぇ、大変喜ばしいですね、騎士団長としてみれば」

　最後に付け加えられた言葉がなんとなく引っかかり、私は空から隣に視線を移した。

　セアリエは徐々に瞼を伏せ、重い声色で素直な胸の内を吐露し始める。

「ひとりの男として考えると、私も憂鬱です。……本心では、あなたを渡したくはない」

　独占的なその発言に驚き、私は目を見開いた。

『ひとりの男』『渡したくはない』……そんなセリフを並べられると、まるで愛する人への告白みたいに思えてしまう。まさか、ね？

　なにかを堪えるようにぐっと拳を握る彼に、私はぎこちない笑みを作って小首を傾げ、「セアリエ？」と声をかけた。

　彼もこちらを向き、真剣な光を湛たたえた青い瞳と視線が絡まる。そして骨張った手がこちらに伸ばされ、私の頬にそっとあてがわれた。

　いつもと違う様子に戸惑いつつ、鼓動が速まるのを感じていると、セアリエは憂いを帯びた微笑みを浮かべる。

「できることなら、あなたを一生そばでお守りしたいと、何度願ったことか。騎士としてではなく……」

　切なげな声で噛みしめるように言葉を紡がれ、ドクンと心臓が大きく揺れ動いた。

『騎士としてではなく』……その続きはためらうように口が閉ざされたため、なんと言おうとしたのか勝手に想像してしまい、動揺する。

　セアリエは、私のことをただの姫だと思って接していたわけではなかったのだろうか。決して叶かなうことのない想いを、抱き続けていた……？

　自うぬ惚ぼれかもしれないけれど、彼の表情や声がそれを物語っているような気がして、胸がギュッと掴まれたみたいに苦しくなった。もし私の考えが当たっているなら、とてもやりきれない。

　初めてセアリエの心の内側に触れ、驚きや戸惑いや、さまざまな感情が押し寄せてくる。

　しかし彼は私の頬から手を離すと同時に、いつも通りの騎士団長の顔に戻っていく。

「ご結婚されて城を出るまでは、私が必ずお守りいたします」

　精悍な顔つきになる彼は、なにかを振り切ったようにしっかりとした口調で続ける。

「ですが、姫様も十分お気をつけください。いつまた悪魔に狙われるかもわかりません。クラマインには、悪魔と深い関わりがある者もいると聞きますから」

「え……」

『悪魔と深い関わりがある者』と聞いて真っ先に思い浮かぶのは、やはり黒い姿にエメラルドグリーンの瞳の彼。セアリエのことでいっぱいだった脳内に、彼の姿が割り込んでくる。

　まさか、セイディーレのことじゃないわよね？

　再び疑惑が浮かび、考え込みそうになってしまっていると、塀から離れたセアリエが私をまっすぐ見つめて告げる。

「これだけは覚えていてください。どの国の姫になろうと、どんな身分であろうと、私はずっとあなたの味方です」

　悪魔の件はすぐに頭の隅に追いやられ、胸の奥がじんわりと温かくなる。

　その言葉の裏には、複雑な想いが隠れているのかもしれない。それなのに、こんなにも私を支えてくれることが本当に嬉しい。

「……ありがとう、セアリエ」

　気の利いたことはなにも言えなかったものの、心から感謝を述べると、彼は穏やかに微笑んでくれた。

　だいぶ日が暮れ、「そろそろ行きましょう」と歩きだすセアリエに続いて、私も練習場をあとにする。彼の逞しい背中を眺め、思いを巡らせた。

　叶わない想いを抱くつらさは、きっと経験しないほうがいいのだろう。心配しなくても、私には無縁のものだ。だって、王太子以外に誰かを愛することなど――。

　そこまで考えたとき、頭上の茜あかね色いろの空を、バサバサと翼を羽ばたかせてカラスが二羽飛んでいった。反射的に振り仰ぎ、あの人を思い起こさせる黒いそれを目で追いながらふと思う。

　もしも王太子が運命の相手ではなかったとしたら、誰かを愛する幸せや喜びを私に教えてくれる人はいったい誰なのだろうか、と。










願ってもないチャンスの到来




　月が替わり、城から遠くに見える畑が青々としてきた頃、ついにクラマインで開かれる二国間協議の日がやってきた。お父様の具合もだいぶよくなり、日帰りなら問題なく行けるだろうと判断されたため、ひと安心だ。

　年に一度行われているこの会談は、国王同士で行っている。政治や経済の話をするだけでなく、親睦を深めるという目的もあるらしいけれど、どんな話し合いがなされているか詳しくは知らない。

　今回は私も同行するということで、『せっかくだから皆さんでどうぞ』とクラマイン側から招待され、特別に一族揃そろって訪問することになった。

　馬車の窓から、流れていくハーメイデンの街並みを眺めていると、一緒に乗っているミネルお姉様が問いかけてくる。

「緊張してる？」

「んー、そうでもないかな。それより、お姉様や皆と国を出られることが嬉しくてワクワクする」

「もう、呑気なんだから」

　まったく緊張感のない私を見て、長い髪をスッキリとアップにした美麗なお姉様は、呆れたように笑った。

　今日の私は、フリルがあしらわれたサーモンピンクのドレスを纏い、髪は一本の編み込みにして花飾りをつけている。いつもに増して綺麗な格好をさせてもらえているだけでも、気分が上がる。

　一方、お姉様はわずかにため息を漏らす。

「でも残念ね、フレイヴ殿下に会えなくて」

　そう、今回は私もクラマインの王族の皆様と会食をする予定なのだけれど、肝心のフレイヴ王太子はまだ療養中のため、今日会うことはできないらしい。残念なような、ホッとしたような、複雑な心境だ。

　それを表さないように、私はいたずらっぽく笑って微妙に話を逸らす。

「会いたかったのはお姉様のほうでしょ」

「だって、妹をちゃんと大切にしてくれる人か、しっかり見極めたいもの」

　したり顔をして言い切るお姉様の、私のことを心配してくれるその気持ちは、本当に嬉しい。けれど、結婚に向けて着々と事が進められていくのだと思うと、やはり少し気が重くなった。




　馬車に揺られること、約六時間。見覚えのある林を抜け、クラマインの街に入った。以前は森の周辺しか通らなかったため、街並みを見るのは初めてだ。

　ハーメイデンと同じくらいの小国であるにもかかわらず発展しているクラマインは、道も広く整備され建物も密集しており、緑が多くのどかなハーメイデンとは違ってとても都会的な雰囲気だ。立ち並んでいる商店は外壁も屋根の色もそれぞれ違うのに、なぜか統一感があり、とてもオシャレに見える。

　すでに見えている城へ向かう間、私はひたすら窓の外を眺め、目を輝かせていた。

「素敵なお店がたくさん！　この通りを歩いてみたいわ」

「デートをするにはもってこいね」

　感嘆の声を上げる私に、お姉様はクスクスと笑って言った。

　デート、か……。確かに、この街を好きな人とふたりで歩いたら、さぞかし心が躍るに違いない。そのとき隣にいるのは、フレイヴ殿下なのだろうか。デートを楽しめるような関係になれたらいいな。

　ネガティブなことばかり考えていたらいけない。どうせなら明るい未来を期待しよう。

　そう思い直し、まだ見たこともない王太子様との幸せなデートを、しばらく妄想することにした。

　次第に商店がなくなって道は細くなり、跳ね橋を渡ると城門をくぐった。ハーメイデンの城は防備が薄く、どちらかというと軍事機能よりも居住性に優れている。高い城壁に囲まれたここは、戦争が起きる情勢ではないにしろ、何者にも攻め入られることはないような安心感を抱いた。

　手入れが行き届いている広い中庭で馬車を降りると、十数人の衛兵が出迎えてくれる。彼らに案内され、私たちハーメイデン一家は、護衛のセアリエたち騎士数人と一緒に城の中へ足を踏み入れた。

　要塞の名残があるといえ、内装は宮殿のようにとても美しい。床はピカピカに磨き上げられ、太い柱に支えられた高い天井にはダマスク柄のデザインが施されている。

　そこから下がる大きなシャンデリアが輝く豪華な広間を見回しながら、私はあの人のことを思い出していた。

　ここにセイディーレが住んでいるのね……。彼は今どこにいるのだろうか。

　むくむくと興味が湧いてくるのと同時に、胸が早鐘を打ち始める。彼が近くにいると思うと、なぜかドキドキしてしまうのだ。王族の方々と会うことのほうが緊張するはずなのに。

　でも、せっかくここまで来たんだもの、ひと目会いたい。どうしてこんなに彼を求めてしまうのか、自分でもわからないけれど。

　引き続き衛兵に案内され、二階にあるらしい会議室へ向かおうとするお父様に、私は思いきって申し入れる。

「ねぇお父様、私は会談に出なくていいんでしょう？　その間、城の中を見ていてもいい？」

　大理石の広い階段を上ろうとした彼は、足を止めて困ったように眉をひそめる。

「リルーナ、勝手に歩き回るようなことは――」

「構いませんよ、アドルク陛下」

　ふいに階段の上から穏やかな声が響き、お父様と共に見上げる。

　お父様はすぐさま、「ノルカーム陛下」と口にして、頭を下げた。

　護衛と共に、にこやかに階段を下りてくるのは、クラマインの国王であるノルカーム陛下だ。五十歳である彼は、肩にギリギリつかないくらいのグレーの髪が似合うダンディな方で、年相応の落ち着きと貫かん禄ろくがある。

　一同揃ってお辞儀をすると、陛下は微笑みを絶やさずに言う。

「皆さん、ようこそおいでくださいました。久しぶりにリルーナ姫にもお会いすることができて、とても嬉しいです」

「ご無沙汰しております、陛下」

　こちらに向き直って声をかけてくれる彼に、私も笑顔で挨拶をした。

　ノルカーム陛下に会うのは今日が初めてではない。以前、国王夫妻がハーメイデンに来訪されたときに、一度だけご挨拶したことがある。陛下は切れ者らしいけれど、とても優しく接してくれて、この人が父親だったらな……なんて少し思ったりもした。

　お父様ごめんなさい、と心の中で密かに謝っていると、上からさらに誰かが下りてくる。

　護衛を引き連れてやってくるのは、シックな紺色のドレスに身を包み、ダークブラウンの長い髪をアップで纏めた美しい女性。陛下の奥様である、アリーデル王妃だ。

　明るくて親切なアリーデル殿下もとても素敵な方で、お会いできて嬉しい。

　しかし喜びが湧き上がってきたのもつかの間、彼女の斜め後ろに控えている人物に、私の目は釘づけになってしまった。殿下が私たちにしてくれる挨拶も耳に入らない。

　なぜなら……会いたかった人がそこにいるから。

　黒い軍服と制帽に、裏地がワインレッドのサーコート、クールな印象を与えるシャープな顎に薄めの唇。そして、綺麗なエメラルドグリーンの瞳が私を捉えた。

　その瞬間、大きく心臓が飛び跳ねる。私だけ時間が止まったように、今日は近この衛え騎き士しを務めているらしい彼を、ただただ見開いた目で見つめ続ける。

　セイディーレに、会えた……！　姿を見られただけですごく嬉しい。

　予想以上に湧き上がってくる喜びとさらなる緊張で、苦しいくらいにドキドキして呼吸がままならない。そして情けないことに、いざ彼を前にするとどう振る舞えばいいかわからない。

　彼を凝視したまま固まっていると、私の視界に興奮気味なアリーデル殿下の笑顔が飛び込んできて、はっとした。

「まぁリルーナ姫、ますますお綺麗になられて！」

「あ、ありがとうございます……！」

　彼女はクールな美女のように見えて、実はテンションが高い。その迫力に驚きつつ笑みを浮かべる私の手を彼女が両手で握る様子を、皆が微笑ましげに見守っている。

　アリーデル殿下と一言二言会話を交わしながらも、私の意識はセイディーレのほうを向きっぱなし。しかし当然ながら、彼はなにも気にしていないように無表情だ。

　どうしても気を取られてしまっている最中、ノルカーム陛下がこう補足する。

「ジルスターは他国で視察中でして、会食には間に合うように帰国する予定ですので」

　ジルスター殿下は、フレイヴ殿下の弟であり、クラマイン王国の第二王子。お姉様たちはお会いしたことがあるようだが、私は今日初めて顔を合わせる。こちらもどんな方なのか、やはり気にはなる。

　再会の挨拶がひと段落したところで、陛下が「では、会議室へ参りましょうか」とお父様を促した。そして私に向き直ると、快い言葉を投げかけてくれる。

「リルーナ姫、城内はどうぞご自由にご覧ください。むしろ見ていただきたい。私たちはいずれ家族になるのですから」

〝家族〟。その温かい響きが、よくも悪くもじわじわと胸に染みていく。

　お父様は柔らかい表情で、「お気遣いいただき、ありがたく存じます」と軽く頭を下げた。

　陛下は本当に気のいい方だ。しかし、私が城内を見たかったのはセイディーレを探したかったからで、もうその目的は果たされてしまった。

　でも、会議中は暇を持て余してしまうし、ちょうどいいかもしれない。なんて気楽に考えていた、そのとき。

「案内をつけましょう。セイディーレ、こちらへ」

　予想もしなかった陛下の言葉で、私は思わず『えっ!?』と叫びそうになってしまう。

　これはセイディーレも想定外だったらしく、一瞬驚いたように目を丸くした。しかし、すぐに平静を取り戻し、言われた通りに前へ出てくる。

　少し距離が縮まっただけで、私の心臓はさらに暴れ始める。

　セイディーレは陛下の隣に並ぶと制帽を取り、気品を感じさせる美しい一礼をしてみせた。

　陛下は満足げに微笑み、私たちに紹介してくれる。

「彼はわが国の指揮官を担っています。愛想が悪いところは玉たまに瑕きずですが、かなりの腕利きなんですよ」

　そうそう、確かに無愛想よね。

　小さく頷きつつ皆と同じくクスッと笑いをこぼすと、少しだけ緊張が和らいだ。

　当の本人は涼しげな表情を崩さず、「ご紹介にあずかりました、セイディーレ・ランヌと申します」と皆に挨拶したあと、視線を私に移す。

「私がご案内いたします。なんなりとお申しつけを……リルーナ姫」

　初めて畏まった口調で話しかけられ、違和感を覚えつつも胸がときめいた。女性を敬う紳士のような彼は新鮮で、それもまたカッコいい。

　けれど、腰の低い態度はやっぱりよそよそしくて、少し滑稽にも思える。この前はあんなに横柄だったのに。

　さりげなく口元に手を当て、込み上げる笑いを噛み殺していると、冷たい瞳で見据える彼に気づいてはっとする。

　笑っていたことがバレたかしら、とギクリとしつつ、私はゆっくり目を逸らした。

　陛下はセイディーレの肩に手を置き、「それじゃあ、頼んだぞ」とひと声かけ、お父様と一緒に会議室へと向かう。お義兄様と一緒に会談に出席することになっているお姉様も、「失礼のないようにね」と私に笑みを向け、階段を上っていった。

「姫様」

　ふいに声をかけられて振り向けば、なぜか神妙な面持ちのセアリエがいる。どうしたんだろうと小首を傾げる私に、なにかを警戒するような様子で問いかける。

「私もお供いたしましょうか？」

「あ……閣下がいらっしゃるから大丈夫よ」

　城内を案内してもらうだけなのだから、それは無用よ、という意味を込めて笑って返すと、彼はチラリとセイディーレを見やり、わずかにためらいながらも「承知いたしました」と頷いた。

　セアリエったら、本当に過保護なんだから。

　若干呆れつつ、皆が階段を上りきったのを見届けると、「では、ご案内いたします」と言って、セイディーレが歩きだす。

　……あぁ、予期せぬふたりきりの時間がやってきてしまった。胸が苦しいのは、きっとコルセットをつけているせいじゃない。でも、話せる絶好のチャンスだ。

　ソワソワしながらセイディーレのあとに続き、とりあえず話しかけようと試みる。

「あ、あの――」

「こちらの奥は調理場になっております。ただいま会食の準備をしておりますので、中の様子はご覧いただけませんがご了承ください」

　部屋ひとつ分くらいはありそうな広い廊下の奥にある大きなドアを手で示し、淡々と説明する彼に、私は目をしばたたかせる。

　本当に案内だけするつもり？　私のこと覚えてる、わよね？

「あの……閣下？」

「右手のドアから先は、騎士が暮らす館となっております。そして、こちらは来客があったときの応接室のひとつで――」

「ちょっと、セイディーレ！」

　なおも続く説明に、近くのドアを開けてふたりで中に入った途端、私は堪えきれずに叫んでしまった。

　クラマインの紋章と同じような、羽が生えた馬が駆ける美しい絵画が壁一面に飾られた、その部屋のソファの辺りで足を止めた彼は、ゆっくりこちらを振り返る。

　相変わらず凄みのあるオーラに怯んでしまうけれど、負けじとキリリとした顔を作る。

「『久しぶり』とか、『元気だった？』とか、なにか言うことがありませんか？」

　なぜか敬語でぎこちないしゃべり方になってしまう私を、セイディーレは冷ややかな瞳で見つめてひとこと放つ。

「久しぶり、元気だった？」

　私が言ったことをそのまま復唱する彼に呆れ、ため息を漏らして脱力した。もっとも、いい言葉を期待していたわけではないのだけど……。

　案の定な反応にうなだれていると、「アドルク陛下、回復したようでよかったな」と、やっと〝彼自身の声〟が聞こえてきて、私は顔を上げた。

　相変わらず無愛想でも、以前のように話してくれるだけで嬉しい。ふっと口元を緩め、「えぇ、おかげさまで」と返す。

　しかし、それからどう会話を繋げようかと悩んでしまい、沈黙が訪れる。必死に言葉を探していると、セイディーレが先に口を開いた。

「こちらと同じような部屋が隣にもうひとつあり、二階には来客用の寝室なども――」

「せ、説明はもう大丈夫！　ありがとう」

　あぁ、また〝閣下〟に戻られてしまった！　せっかく他人行儀じゃなくなったと思ったのに。

　慌てて制止すると、セイディーレは訝しげに眉をひそめる。

「城の中を見学したかったんじゃないのか？」

「それは、セイディーレを探したかったからで」

　正直に白状すると、彼は気だるげにソファの背に軽く腰かけ、腕を組む。

「お前は相当頭が弱いんだな。あんなふうにされたというのに、まだ俺のことに構うなんて」

　遠慮なく私をけなす彼は、あの時と同じ。でも、今は不思議と苛立ちもショックも湧いてこない。

『あんなふうにされた』というのは、マジーさんの小屋での一件のことだろう。あのときはいくらかダメージを受けたけれど、今となってはなんてことない。

「あれで牽けん制せいしたつもり？　全然怖くなんてなかったわよ」

　私は腰に手を当て、平然とした顔を装って大口を叩たたく。するとセイディーレが意表を突かれたような顔をして私を見てきたので、「……ちょっとは驚いたけど」と付け加え、少し肩をすくめて笑ってみせた。

　どうして私を突き放そうとするのかはわからない。しかし、どれだけ冷たくしようと、おそらく私にはあまり効力がない。今日あなたに会いたいと思ったことが、なによりの証拠だ。

「自分でもわからないけど、セイディーレのことが気になって仕方ないの。だからこれからも、会いたいと願うことはやめないわ。あなたが、たとえ悪魔だったとしても」

　するすると本心が出てきたはいいものの、最後のひとことは余計だったことに気づき、はっとした。セイディーレも私を凝視している。

　いけない、ずっと前から頭の片隅に疑惑があったから、つい……！

　なんとか失言をごまかそうと、「例え話よ、例え話！」と強調するも、かなりわざとらしいのは否めない。

　動揺から無意識に動いていた私はセイディーレに歩み寄り、彼の隣に軽く腰かけた。ひとつ息を吐いて気持ちを落ち着かせると、しっかりとした口調で告げる。

「とにかく、私は私のやりたいようにさせていただきます。今は、あなたと一緒にいたい」

　こちらをじっと見つめる宝石のような瞳と視線を交じわらせ、にこりと笑顔を向けた。

　……ちょっと正直に言いすぎたかしら。また引かれてしまうかも。それ以前に、悪魔だなんて言ったことで気を悪くさせてしまっていたらどうしよう。

　今さらながら不安になり、前を向いて悩み始める。しかし、それは一瞬だった。

　隣からクスクスと笑う声が聞こえてきたことで、意識はすべて彼へと持っていかれる。

　再びセイディーレを見やると、珍しく瞳を細め柔らかく笑っていて、ドキンと軽やかに胸が鳴った。

「ここまでおめでたいやつは初めてだ。手に負えないな」

　意地悪な発言とは裏腹に、笑顔はなんだかとても温かい。文句のつけようがないくらい魅力的で、目も心も奪われる。初めて美しいものを見たときのような感動すら覚えた。

「……どうして、いつもそうやって笑わないの？　あなたの笑った顔、すごく素敵なのに」

　また正直に口にしてしまうと、彼は笑みを消してぴたりと固まる。

　もっと笑っているところを見たいんだけどな。

　むくむくと欲が湧いてきて、じっとセイディーレを見つめていると、彼はわずかに視線を泳がせて立ち上がる。

「……とりあえず、案内を再開しよう。ずっとここにいるわけにもいかないだろ」

　目を合わせずにそう言われ、それもそうだと頷く。

　もしかしたら城内を見て回っているうちに、また彼の笑顔を拝見できるかもしれない。

　私は「お願いします」と声をかけ、内心ワクワクしながらセイディーレのあとに続き、ドアに向かって歩きだした。










自分だけの秀麗なナイト




　クラマイン城は私たちが暮らす城よりも広く、豪ごう華か絢けん爛らんな内装は美しさの中に迫力がある。全体的にゴールドの装飾が施され、ステンドグラスや窓などの細部にまで趣向を凝らしており、感心するばかりだ。

　二階、三階へと上がり、さまざまな部屋を見せてもらいつつ、私は彼の表情にも注目していた。しかし、あれから一度も彼の口角は上がらない。

　いったいどうしたら笑顔にできるのだろうか。

　頭を悩ませながら次にやってきたのは、大広間。扉が開かれた途端、その美しさに思わずため息がこぼれた。

　数十本のロウソクが立った大きなシャンデリアが吊され、その明かりに照らされた大理石の床が輝いている。こちらもゴールドを主体としていて、目がチカチカするくらいきらびやかで豪華だ。

「素敵な広間……！　ここで舞踏会を行うのかしら」

「あぁ。盛期には上流階級の人間が頻繁に集まっている。ハーメイデンでも似たようなものだろう」

「えぇ、でもこんなに広くはないもの」

　ぐるりと辺りを見回しながら話し、広間の奥へとゆっくり進む。今日は着飾っているし、このまま舞踏会が始まっても参加できそうだな、なんて思ってしまう。

「皆ここでお見合いをするのね。私も出てみたかったわ」

　両側の壁に飾られた白馬に乗る王族の絵画を見つめながら、独り言のように呟いた。

　舞踏会は、独身の男女がダンスをしながら結婚相手を見つける場でもある。私にはその必要がなく、なにより皆の前に姿を現すことができなかったから、舞踏会というものにとても憧れを抱いていた。

　一応、教養としてダンスの勉強はしているため、踊れないことはない。確か、片方の手は向き合った男性と繋いで、もう片方は男性の腕に添えるのよね。両肘の位置は水平になるように。それで、ステップは右足から後ろに一歩下がって……。

　だいぶ前に教えてもらい、あまり実践することがなかったワルツをなんとなく踊ってみる。

　スローなステップとターンを何回か繰り返してみたとき、「ぷっ」と吹き出すのが聞こえた。足を止めてセイディーレのほうを振り向くと、腕を組み片手を口元に当てた彼が肩を震わせていた。

　もしかして、笑ってる？

　呆あっ気けにとられていると、口角を上げた彼は私を見て、「下手くそ」とひとこと放つ。

　ヘ、下手くそ……。そんなにひどかったかしら。

「習ってるときに言われなかったか？　お前の動き、ひいき目に見てもからくり人形だぞ」

　ショックで愕然とする私に、セイディーレはクスクスと笑いながら遠慮なく辛辣な言葉を続ける。

　そういえば、ダンスを教えてくれていた先生が『もうちょっと動きが柔らかくなるといいのですが……』と苦笑いしていたっけ。あれって、私がからくり人形みたいにぎくしゃくしていたから？

「あぁ、そんな……」

　自覚がなかったことも恥ずかしく、頭を抱えてうなだれると、コツコツと足音が響いてくる。見下ろした床に黒いブーツのつま先が見え、そこでぴたりと止まった。

　なぜか目の前に来たセイディーレを見上げた直後、無表情に戻っている彼が突然私の左手を取り、ダンスをするときのように組む。戸惑っているうちに右手も持ち上げられ、脇の下から肩甲骨の辺りにぐっと彼の手が添えられた。

　急激に密着して、心拍数が一気に上昇する。触れている部分に意識が集中して、身体が固まってしまう。

　ど、どうしたのかしら、急に。……もしかして、ワルツの実践をするつもり？

　彼の顔も見られずにどぎまぎしていると、「背筋を伸ばして、少し反れ」と指導が入る。

　とりあえず言われた通りに肩甲骨の辺りから背中を反らせると、嫌でもセイディーレの顔が目に入ってしまい、身体が熱くなるのがわかった。昔、練習しているときの相手は女性の先生だったから、こんなに緊張したことはなかった。

「右足を引いて、あとは俺の動きに合わせろ」

　そう言われて素直に頷くものの、カチコチの身体はまさにからくり人形状態でうまく踊れそうな気がしない。それでも、やらないと怒られそうなのでなんとか足を一歩引くと、彼はゆっくりリードして動き始めた。

　……すごく上手。ふわっと柔らかに流れるようなステップで、それに身を任せれば自然とついていける。

　徐々に慣れてきて踊るのが楽しくなり、気づけば笑顔になっていた。

　ふたりだけで、音楽もなにもないけれど、本当の舞踏会に出ているような気分。お相手のセイディーレも冷酷な指揮官ではなく、王子様みたい。

　すると、チラリと私に目線を向けた彼が少し微笑んでくれたように見えたから、さらに私の胸は高鳴る。

　どうしてこんなにドキドキするんだろう。初めて男の人と踊ったから？　セイディーレが笑ってくれたから？　そのどちらでもあって、どちらでもないような気がする。

　曖昧な答えしか見つけ出せずにいたとき、ふと動きが止まり、セイディーレの手が離れていった。

　言い知れぬ寂しさを感じつつ、気恥ずかしさで俯く私に、淡々とした声が投げかけられる。

「少しは舞踏会気分を味わえたか？」

　あ……もしかして『私も出てみたかった』と言ったから擬似体験をさせてくれたの？

　粋な計らいに胸を打たれ、ゆっくり目線を上げる。腕を組み、無表情だけれど柔らかな雰囲気を纏った彼は、「動きもさっきよりはマシだった」と一応褒めてくれた。しかし、すぐにふいっと顔を背け、口を手で隠して肩を震わせ始める。どうやら、私のひとりワルツの光景が蘇ってきてしまったらしい。

「思い出し笑いしないでよ」

　赤くなっているだろう顔でむくれる私。

　そんなにあとを引くほどひどくはなかったつもりなのに。……でも、少しでも踊ってくれて嬉しかった。ようやく笑顔を見ることもできたし、心は満たされている。

　ムッとしていた顔はすぐに緩み、彼と一緒になって笑ってしまった。




　それから私たちは、クラマインの街を一望できる三階のバルコニーに出た。遠くに海まで見える眺めがいいそこは、手入れされた綺麗な花壇や小さな菜園があり、とても癒される場所だった。

「いい眺め……！　お花もいっぱいだし野菜も生なっているし、素敵！」

　セイディーレはゆっくり菜園の間を通って外のほうへ進みながら言う。

「陛下の趣味のひとつは菜園だからな。城のあちこちにあるんだ」

　彼のあとに続く私は少し足を止め、すぐそばに実っている赤く熟れたミニトマトを眺めつつ、感心するように頷いた。

　色とりどりの花が咲く花壇も見回していると、幸せを呼ぶというあの葉をなんとなく探してしまう。

「四つ葉のクローバーはここにはないか。雑草だもんね」

「クローバー？」

　手すりに近づくセイディーレが、私の独り言に反応して振り返った。私は彼に微笑み返し、ミニトマトの向かいにある花壇の前にしゃがんで、ピンク色のアルストロメリアを観賞しながら言う。

「つい探しちゃうのよね。初めて会ったときにセイディーレが見てたネックレスがあったでしょう。あの中にも、お守り代わりにずっと入れてたの」

　するとセイディーレは、少し不思議そうに私の首元を見つめる。

「そのネックレス、今日はしてないのか？」

「あ、えぇ。この前、クラマインから帰るときに山賊に奪われちゃって……」

　あのときのことを思い返しつつ、苦笑を漏らした。

　今日つけているのは、ルビーがあしらわれた十字架のネックレス。これはこれでかわいいけれど、やはり寂しさはある。

　なんとなくその十字架を触っていると、セイディーレがいつの間にか食い入るように街のほうを見ていることに気づいた。

　急にあんなに真剣な目をして、どうしたのだろう。

「セイディーレ？」

「まさか……」

　私の呼びかけなど聞こえていないかのように、重い声色でぽつりと呟いた彼は、いきなりサーコートを翻してこちらに向かってくる。そして私の腕をぐっと掴み、立ち上がらせた。

「早く来い」

「えっ!?」

　突然どうしたというのか、セイディーレは私を引っ張って城の中に入る。そのまま長い廊下を抜け、中央辺りにある階段を下り始めた。

　私は転びそうになりながらも、片手でスカートを持ち上げ、必死についていく。

「ちょっと、いったいどうしたの!?」

　困惑する私などお構いなしで、セイディーレは足早にどこかへと向かう。

　そうして着いたのは、扉の前でセアリエたちが見張っている部屋……お父様たちがいる会議室だった。

　軽く息を切らせる私と、手を引くセイディーレの姿を見たセアリエは、ギョッとした顔で、中に入ろうとする彼を制する。

「何事だ？　まだ会談は終わってな――」

「緊急事態だ、失礼する」

　鋭い眼差しを向け、まったく引かないセイディーレにセアリエが怯んだ瞬間、重厚な扉が開け放たれた。

　長いテーブルを囲んでいる皆が、一様に目を丸くしてこちらに注目する。

　セイディーレは、一礼して歩みを進めながら話す。

「会談中、失礼いたします。至急、両陛下にお伝えしたいことがございます」

　物々しい雰囲気のセイディーレに、ノルカーム陛下もただ事ではないと感じ取ったらしく、表情を険しくする。

「なんだ？」

「城の周りに、山賊らしき輩が多数集まっている様子がバルコニーから見えました。彼らはよほどのことがない限り、城には近づきません。ですから、おそらくアドルク陛下御一行が、城から出てくるのを待ち構えているのではないかと」

　中央の席に座る陛下のそばで彼がした話を聞き、皆と同じく私も驚きを隠せなかった。

　山賊が私たちを待ち構えているって、どういうこと？

「なぜ我々を山賊が？」

　お父様の隣に座るお義兄様も眉根を寄せて問いかけた。まだ扉の近くにいる私の横に立つセアリエも、同じような顔をしている。

「推測ですが、彼らの狙いは……」

　言葉を濁すセイディーレは、次の瞬間、お義兄様から私へと視線を移した。

　エメラルドグリーンの瞳に捉えられ、彼が言いたいであろうことにはっと気づく。

　まさか……。

「わ、たし？」

　山賊は、私を狙っているの？

　信じられない思いで口にしたものの、それを肯定するようにセイディーレは目を伏せた。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていると、お姉様がガタンと椅子を揺らして立ち上がる。

「そんな……っ、狙いがリルーナとは、どういうことです？」

「クラマインの山賊は貧困層でもありますが、政府に不満を持っている人間が大多数を占めている。つまり反政府組織なのです。リルーナ姫を人質に取り、ハーメイデン国を意のままに操ってクラマインに対抗しようとしているとも考えられます」

　かなり動揺した様子で声を荒らげたお姉様に、セイディーレは冷静に説明した。

　難しい顔をして考えていた陛下は、小さく頷きながら「ありえるな」と同意する。

「山賊はどんどん規模を拡大している。最終目標は自分たちの国を作ることだといっても過言ではない。クラマインには王女がおらぬからな、人質に取りやすいリルーナ姫を狙っているのかもしれぬ」

　陛下の声には説得力があり、言い知れない恐怖を覚える。

　そんなことは予想だにしなかったけれど、山賊は本当に私を人質に取ろうとしているのかもしれない。

　激しくざわめく胸を抑えるようにぐっと手を握っていると、お父様が深刻そうな表情を浮かべた顔の前で手を組む。

「今日リルーナも同行するという情報をどこからか仕入れていたんだな。やはり外へ連れ出すべきではなかったか……」

　暗然とした声を吐き出すお父様に、私の心にも重い鉛が落とされたような感覚がした。

　私がずっと城に閉じ込められていたのは、悪魔だけでなく、こういう危機から守るためだったんだ。それが今、身に染みてわかった。

　やりきれない気持ちで視線を落とすと、セアリエが少しの焦燥を滲ませつつも、落ち着いた声で言う。

「とにかく、すぐに姫様をかくまうべきです。籠城することは可能ですよね？」

　それに対し、お姉様は立ったまま難しい顔で問題点を指摘する。

「でも、リルーナだけ置いていったことがわかったら、いずれ彼らはどうにかして拉致しに来るでしょう。居場所が知られている限り、安全とは言えないわ。この城の住人も危険にさらしてしまうかもしれないし……」

　お姉様の懸念通り、私が隠れただけで彼らが引き下がるとは思えない。それに、この城に住む人たちまで危ない目に遭わせてしまうのは耐えられない。しかし、それはハーメイデンに帰ったとしても同じだ。私のせいで皆に多大な迷惑がかかってしまう。いったいどうしたら……。

　いくら考えても堂々巡りで、困り果てていたそのとき。

「いったん姫君を逃亡させましょう。山賊が特定できない場所へ」

　凛とした声が、静かな会議室に響き渡った。

　沈黙を破ったセイディーレは、私はもちろん、皆の視線を一斉に浴びて話を続ける。

「港の近くに、私が所有している別荘があります。そこなら簡単には見つけられないはず。やつらが姫を探している間に、こちらが先に山賊の首領を取り押さえればいい」

　別荘というのは、上流階級の人々が田舎などに建てる豪勢な邸宅のことだろう。セイディーレがそんな土地と建物を持っているだなんて驚きだ。

　そこに逃げ込んで身を隠すということ？　それなら確かに、迷惑をかけるのも最小限に抑えられるかもしれない。

　皆は『その手があったか』というように頷く。私もひとつの希望を灯した瞳でセイディーレを見つめると、背筋を伸ばしたお父様が真剣な表情で確認する。

「そこは本当に安全なのかい？」

「えぇ。港には海軍がおりますので、もしものときは共戦するよう声をかけておきます。念のため、彼女が姫だということは誰にも明かさずに。幸い彼女の顔は知られておりませんから」

　セイディーレの確固たる受け答えに、お父様も小さく頷き、納得し始めたようだ。

　さらに私たちを安堵させるように、彼は勇ましい眼差しで力強く宣言する。

「ご安心ください、私がついております。リルーナ姫には指一本触れさせません」

　その瞬間、こんなときにもかかわらずドキンと胸が高鳴った。

　ずっと私を遠ざけようとしていた彼が、今は私を守ってくれようとしている。彼の様子を見ていれば、これは上辺だけの文句ではないことは明らかだ。

　不安と緊張で落ち着かない胸に無意識に手を当てていると、黙っていたセアリエがふいに問いかける。

「あなたが裏切らないという保証は？」

　彼は探るような、試すような視線をセイディーレに向けている。さっきから、セアリエはいつにも増して用心深い。

　セイディーレが裏切ることなんてない。私はそう信じているけれど……。

　反応が気になってセイディーレをチラリと見やると、彼はセアリエの発言をまったく意に介さず、わずかに口角を上げる。

「そのようなことがあれば、私の首を差し上げましょう」

　冷笑を浮かべ、さらりとそんなことを口にする姿が異様で、私は背筋がぞくりとした。裏切る可能性を否定してくれたのに、言い方が恐ろしくて。

　黒の騎士の威圧感もあってか、セアリエはひとまず納得した様子だ。

　私もきちんと自分の意志を伝えなくては。いつまでもこうしてはいられない。

　ギュッとスカートを握り、皆を見回して口を開く。

「私、閣下についてゆきます。それで、少しでも皆への危険が減るなら」

　皆、なんとも言えない顔をしているけれど、一番心配そうにしているのはお姉様だ。

「リルーナ……」

　眉を下げ、ぽつりとこぼす彼女をこれ以上不安にさせまいと、私はにこりと微笑む。

「私は大丈夫。最強の指揮官様がいてくれるんだもの」

　なるべく明るく言い、チラリとセイディーレを見やると、彼も私と目線を合わせた。彼の表情から『当然だ』という言葉が返ってくるように思えて、勇気が湧いてくる。

　私のそばに来たお姉様は、たまらず私に両腕を回した。いつも安らぎをくれるぬくもりを抱きしめ返したあと、私は少し身体を離して憂慮する。

「それより、お姉様たちも本当に気をつけて」

　城を出るときが一番危険なのだから、皆が帰るときのことが気にかかって仕方ない。

　しかし、お義兄様は落ち着いた笑みを見せて、私を安心させてくれた。

「心配はいらないさ。頼もしい護衛もいることだし」

「そうですよ。なんのために我々が日々訓練をしているとお思いです？」

　セアリエも得意げな顔で同調するから、さらに気持ちがラクになった。

　そうよね、ハーメイデンの騎士団もとっても有能だもの。山賊なんかに負けないわよね。セアリエたちを信じよう。

　そう気を強く持とうとしていると、お父様がスッと立ち上がった。セイディーレをまっすぐ見つめ、頭を下げる。

「セイディーレ閣下、娘をよろしく頼む」

　一国の王が頭を下げているこの状況を国民が目にしたら衝撃が走るかもしれない。お父様が心底私の身を案じていることの表れだと思うと、胸が締めつけられる。

　それをしっかりと感じ取っているであろうセイディーレも、「お任せください」と真摯に答えた。

　これからの逃亡劇でなにが起こるか見当もつかない。だけど、彼が一緒ならきっと大丈夫。信頼して、ついていこうと決意した。
















第四章　虚偽










甘く急転する主従関係




　皆に一時の別れを告げ、動きやすく地味なドレスに着替えさせてもらった私は、セイディーレと一緒に地下へ向かっていた。どうやら城門を通らずに外へと抜けられる隠し通路があるのだそう。

　窓がなく、物音もしない地下の狭い廊下を歩き、突き当たりまでやってくると、セイディーレはなにもないただの壁に手を当てる。

　すると、ギィィと軋きしむ音と共に壁がドアのように開いた。

「すごい、全然わからなかった」

「お前の城にもあるだろ」

「ハーメイデンは本棚の後ろに隠してあるから」

　とりとめのない話をして、なんとか緊張と不安を和らげようとする。そうしないと、この先の暗くてひんやりしている不気味な通路をひとりでは歩けそうもなかった。

　セイディーレは、扉の外に山賊がいないかを確かめて、外から開けてくれるらしい。

「通路は一本道だから迷うことはない。扉にたどり着くまでひたすら歩け」

　ランタンを受け取りながら、彼を見上げる。

「わかった。そこで待っていればいいのね？」

「あぁ。絶対に自分からは扉を開けるなよ」

　コクコクと頷き、隠し扉を閉めたら一メートル先も見えなさそうな暗闇に目を向けた。

　なにも出ることはないだろうけど、やっぱり怖い。私、幽霊とかオカルト系が苦手なのよね……。早くしなくちゃ、この厳しい指揮官様に怒られてしまうのに！

　なかなか一歩を踏み出せないでいると、突然ポンッと頭になにかがのせられた。

　そろそろと視線を上げると、こちらに手を伸ばすセイディーレの姿がある。

　冷酷な彼がまさか頭を撫でるという優しい行為をするとは思わず、ポカンとして固まってしまった。

「心配するな。ちゃんと連れ出してやる」

　いつもの冷たい口調ではなく、私を安心させてくれる穏やかな声。しかも、最後にほんの少し笑みを見せてくれた。

　じわじわと胸が温かくなって、恐怖が消えていく。彼の一挙一動が、私に強さをくれる。

「……うん。セイディーレも気をつけて」

　ようやく歩きだす勇気を持てた私は、彼が軽く頷くのを見届けて、一歩を踏み出した。

　歩き初めてしばらくは少しビクビクしつつも、とにかくどんどん進んでいった。




　足早に歩くことおそらく数分、石の階段を上ると扉が見えてホッと息をつく。あとはセイディーレが扉を開けてくれるのを待つだけだ。

　まだかまだかと待っていると、外からなにやら声が聞こえてくる。数人の男の、叫び声やうめき声のようだった。

　え……なにが起こっているの!?　セイディーレは無事よね？

　身を縮ませて、早く彼が来てくれることを祈っていたとき、扉が軋む音と共に明るい光が差し込んできた。

　そこから現れたのは、凛々しい表情をしたセイディーレだった。動きやすいようにするためか、サーコートが取り外された姿で立っている。

　よかった、来てくれた……！

「来い」と言って差し出された、白い手袋をはめた手を、すぐさますがりつくように握り返す。

「すぐに馬に乗るぞ」

「はい……っ!?」

　返事をして外へ出た瞬間、足元に人が倒れていることに気づき、驚きで息を呑んだ。

　ふたりの大柄な男が地べたに伸びていて、少し離れたところにも、同じような光景が広がっている。さっき聞こえてきた声は、この人たちのものだったようだ。

　セイディーレが皆打ちのめしたんだよね？　さすが黒の騎士、容赦ない……。

　山賊がこんなところにまで忍び込んでいたらしいことにも背筋がぞくりとしつつ、私は恐る恐る尋ねる。

「し、死んじゃったの？」

「気絶してるだけだ。今のうちに行こう」

　きびきびと答えるセイディーレは、待っていた相棒の黒い馬に颯爽と乗り、再び私に手を伸ばす。その手を取るとぐいっと引き上げられ、彼の後ろに跨がった。

「ティルクはふたり乗りでもそれなりにスピードが出せる馬だ。しっかり掴まってろ」

　ティルクっていう名前なのね、この子。これからよろしくね。

　心の中で呟き、「わかったわ」と了承した私は、セイディーレの身体に遠慮がちに腕を回す。見た目は細身だけれど、しっかり筋肉がついていて逞しいことがわかる。

　なんかドキドキしてしまう……と余念を抱いていたのもつかの間、すぐに脚を蹴り始めたティルクの振動が大きくて、遠慮なんてしている場合ではなくなった。

　ギュッとセイディーレにしがみつきながら、徐々に離れていくクラマインの城を振り返る。あそこに残してきた皆のことを思うと、いつまでも胸が苦しい。

「お父様たち、大丈夫かしら」

「やつらの狙いは、あくまでお前を拉致することだからな。お前がいないとわかれば、陛下たちには手を出さないはずだ」

　さっき通ってきた商店が並ぶ賑やかな通りではなく、住宅が並ぶ閑静な道を走りながら、セイディーレが断言する。

　それを聞けば少しホッとするも、やはり安心はできない。

「私、厄介者よね。皆に迷惑かけてばかり……」

『城から出すべきではなかった』というお父様の言葉を思い返しながら、力なく自嘲した。

　私が早く外へ出たいと願わなければ、こんなことにはならなかったかもしれない。今さら後悔しても遅いけれど、そう思わずにはいられない。

「……自分ではどうしようもできないこともある。だから自分を責める必要はない」

　前から落ち着いた声が聞こえてきて、それが胸に染み渡る。

　彼なりに私を慰めてくれているのだろう。その優しさにじんとして、「ありがとう」と呟き、温かな背中に頬を寄せた。




　それから一時間ほど走っただろうか、追っ手が来ることもなく街を抜け、前方には水平線が広がってきた。

　初めて見る雄大な景色に、思わず感嘆の声が漏れる。

「わぁ、海……！」

「別荘はすぐそこだ」

　セイディーレはそう言うと、馬車がすれ違えるくらいの幅がある橋の上でティルクを止め、私を下ろしてくれた。

　そこからは、ボートや船が泊まっている港と、沈む直前の朱い夕日が見渡せる。鼻をかすめる潮の香りや頬を打つ涼しい風がとても心地いい。

　興味津々で橋の手すりに近づくと、セイディーレも隣にやってきた。

「実際に見ると圧倒されるわね」

「海を見るのも初めてか？」

「えぇ。ハーメイデンにはないから」

　さっきまでの緊迫感はしばし忘れ、穏やかな気持ちで海を眺める。

　とろけそうな夕日が反射してキラキラと輝く広い水面が、こんなにも美しいものだったなんて。

「すごく綺麗……」

　感動しながらも、なぜか切なさを感じ、海を見つめたまま呟いた。

　外へ出なければ危険もないけれど、この景色も見ることはできない。そう思うと、複雑な気分だ。

　思いを巡らせていたとき、ふと隣から視線を感じた。振り向けば、私の目にはエメラルドグリーンの光が飛び込んでくる。こちらを見つめる彼の瞳に情熱のようなものを感じて、ドキリと胸が鳴る。

　どうしたのだろう？　いつも冷たい色を湛えている彼らしくない……。

　そう思った瞬間、ぐいっと手を引かれ、バランスを崩した私はそのままセイディーレの胸の中へ。そうして、力強く抱きすくめられた。

　えっ……なっ、なに？　どうして抱きしめられているの!?

　突然閉じ込められた腕の中で、私はパニック状態に陥る。

「っ、セイ、ディーレ……!?」

「よく聞け」

　激しく波打つ心臓のせいで声が上ずり、身を固くすることしかできないでいる私の耳元で、言い聞かせるように艶のある低い声が響く。

「今から、お前は俺の恋人だ。なにがあっても守ると誓う」

　……こい、びと？　私が、セイディーレの!?

　いったいなにを言い始めるのだろう。唐突すぎて、彼の意図をまったく理解できない。

　おそらく真っ赤になっているだろう顔でポカンと口を開き、抱きしめられたまま硬直していた、そのとき。

「セイディーレ閣下!?」

　少し高めの、驚いたような男の子の声が、私の斜め後ろのほうから響いた。

　腕の力が緩められた隙にバッと振り向くと、シャツの上にベストを身につけ、ブーツを履いた男の子が橋の向かい側にいた。

　おそらく十六、七歳だろう彼は、ふわっとした金髪と甘い顔立ちをしており、中性的な雰囲気だ。青い目をまん丸にして口をあんぐりと開けている。

　その後ろから、腰にエプロンを巻き、ロングスカートを穿いたショートカットの女の子がやってきた。年は私と同じくらいだろうか。食材が入っているらしき籠を腕にかけている彼女も、同じように目を見開いて男の子の腕に掴まる。

「えぇっ、セイディーレ様のラブシーン……!!」

　興奮気味の声を聞いて一気に恥ずかしくなった私は、ぼっと顔に火がついたように熱くなった。

　しっかり見られてしまったけれど、いいのかしら!?

　ひとりあたふたする私を、セイディーレは何事もなかったかのように解放した。それでも私の腰は抱いたまま、片方の手にはティルクの綱を持って、ふたりがいるほうへと歩きだす。

　彼が触れている密着感にどぎまぎしながらついていくと、男の子が私のことを気にしつつぎこちない笑顔で挨拶する。

「め、珍しいですね、閣下がこんな時間にやってくるなんて」

「緊急事態が発生してな」

　どうやら知り合いらしい男の子に、セイディーレがざっくり告げた。

　ボーイッシュでありながらも愛らしい顔立ちの女の子がそれに反応し、はっとしたように口元に手を当てる。

「まさか、かけおち、とか……？」

「想像に任せる」

　適当にかわしたセイディーレは、「これだけは他の男にも言っておきたいが」と前置きして、私の腰をぐっと強く抱き寄せる。そして、男の子に向かってさらりとこんなひとことを口にした。

「俺の女に手を出すなよ」

　ドキン！　と、大きく心臓が跳ね上がった。

　私、いつの間にセイディーレのものになったのよ……と突っ込みながらも、こんなふうに誰かに独占されたのは初めてで、胸が高鳴るのを抑えられない。

　うっすら頬を染めて呆気に取られるふたりをよそに、彼は別荘のほうに向かい始めた。

「ちょっと、どういうこと？」

　橋を渡り、庭園の向こうに綺麗なレンガ造りの邸宅が見えてきたところで、まだ寄り添っている彼に小声で問いかける。

　訝しげに見上げていると、彼は前を見たまましれっとこう答えた。

「恋人を装っていたほうが怪しまれないし、俺も守りやすい」

「あ……あぁ、なるほど」

　なんだ、そういうことか。それならそうと言ってくれればいいのに！　変な期待をしてしまったじゃない。

　彼の意図がわかって納得するも、なんだか心にモヤモヤが残る。

　……いや、ちょっと待って私。期待ってなに？　私、セイディーレの恋人になりたかったわけ？

　綱を手放され、庭を悠々と闊かっ歩ぽし始めるティルクを見る彼から目を逸らし、それは断じて違う！　と、頭を横に振った。

　そのとき、邸宅の前の道を歩いてくる若い男性ふたり組が、こちらを見ながらなにかを話していることに気づく。

　耳を澄ませてみれば、「あの小綺麗でかわいい子、見たことない顔だな」「閣下といるってことは、どこかの令嬢か？」などと、興味深げな声が聞こえてくる。

　私のことを噂うわさしてるの？　なんか嫌だな……。

　無意識に彼らから顔を背けていると、セイディーレも気づいたらしく、わずかに瞳を鋭くさせる。

「お前が俺のものだと周知させておけば、むやみに近づいてくる者もいないはずだ。ああいうやつらにも見せつけておくか」

「え？」

　どういう意味かを考える間もなく、背中に手を当てられ、また密着するくらいに身体を向き合わせられた。

　驚いて見上げると、彼はなぜか制帽を取り、それで私の顔を隠すように横に持ってくる。同時に、彼の端正な顔が近づいてきた。

　え、もしかして、キス……!?

　これでもかというくらい見開いた目には、伏し目がちな色っぽいセイディーレの表情が映る。

　……しかし、あとほんの数センチで唇が重なるというところで、ぴたりと動きが止まった。ピントが合わないくらい近くで、瞼を開けた彼の瞳と視線が絡まる。

　瞳孔も開いているんじゃないかという状態の私に、ふっと笑いをこぼした彼の吐息がかかる。

「本当にキスするときは目を閉じろよ」

　甘さを感じる声色でいたずらっぽく囁かれ、恥ずかしさやよくわからない熱が一気に込み上げた。

『見せつけておく』って、キスをしたように見せかけて牽制するってことだったの!?

　セイディーレはすっと顔を離し、平然と制帽を被り直す。その様子を、私はバクバクと脈打つ鼓動を感じながら、放心して目に映していた。

　私たちのやり取りを見ていた男たちは、ぽっと頬を赤く染めている。きっと、見えないように隠された制帽の裏では、さぞかし魅惑的なキスが交わされたと思ったことだろう。

　本当に唇を重ねたわけではないのに、すごい背徳感を覚える。

　セイディーレは、棒みたいに突っ立ったままの私の肩を抱き、邸宅のエントランスへと連れていく。

　……あぁ、先行き不安だ。これまで突き放されていたのに、突然真逆の態度になってしまわれたのだから。しかも、誰かと付き合った経験なんてもちろんない私に、この偽の関係をうまくやれるのだろうか。

「恋人らしくなんて、できるかしら……」

　ぽつりと呟くと、セイディーレは一瞬私を見下ろし、肩を抱く手にわずかに力を込める。

「お前はただ、俺に愛されていればそれでいい」

　毅然と口にされたひとことで、心臓を矢で射抜かれたような気がした。

　その愛は、偽りのもの。わかっているのに、彼の声は中毒性があるほど甘美に感じ、腰が砕けてしまいそうになった。










指揮官様の恋人として




　外観は小さなお城のような三階建ての邸宅は、きらびやかさは控えめでも、中はとても綺麗だった。入ってすぐのホールにはマントルピースの暖炉があり、座り心地のよさそうなソファが応接間のように置かれていて、落ち着いた雰囲気がシックで心惹かれる。

「すごく素敵な邸宅ね。これ、いつ建てたの？」

　どことなくハーメイデンの城を思い起こさせる内装を見回しながら、制帽や腰に挿していた剣を取り外す彼に尋ねた。

「三年前だ。城よりここのほうが居心地がいい」

　三年前というと、二十二歳のときだろう。若くしてこの豪邸を建てたことに驚く。

　でも、この広さはひとりで過ごすには少し贅ぜい沢たくすぎる気がする。普段は家族と一緒にここで過ごしているのだろうか。そもそも、セイディーレの家族構成はどうなっているのか、まだ聞いたことがない。

「そういえば、セイディーレのご両親はなにをしているの？　ご兄弟は？」

　ソファの辺りにいる彼のほうを振り向いて問いかけると、彼は一瞬ぴたりと静止したものの、すぐに口を開く。

「今は誰もいない。俺ひとりだ」

　平然と吐き出された言葉には、ずしりとした重みがあるように感じ、私は押し黙った。

『今は誰もいない』ということは、どこか遠い地に暮らしているのだろうか。それとも、もう皆亡くなってしまった……？

　どちらにしても、彼の表情に暗い影が落ちているように見える。聞いてはいけないことを聞いてしまったかな。

「あの……ごめんなさい」

　肩をすくめて謝ると、セイディーレはこちらを見て、「いや」と軽く首を振った。

　なにかを言いたそうにしているようにも見えたけれど、その直後に入り口のドアをギィッとゆっくり開く音が聞こえ、意識はそちらに逸れる。

「セイディーレ様、入ってもよろしいでしょうか……？」

　少し開いたドアの隙間から、顔だけ出して遠慮がちに覗き込むのは、先ほど会った男の子と女の子だった。

「あぁ、入れ」

　セイディーレが了承してから、ふたりはソワソワした様子で中に入ってくる。なんだかかわいいツーショットだ。

　男の子が、私に向かってにこりと微笑む。

「こんばんは。僕は閣下のもとで騎士見習いとして働いています、エトワルと申します」

　丁寧に挨拶をしてくれた彼、エトワルくんに続いて、女の子もぺこりとお辞儀をする。

「あたしはアンジェ。ここの使用人です」

　アンジェさんというらしい彼女は、エトワルくんと同じくらいの背丈で、くせ毛のショートカットがよく似合っていて活発そうな印象だ。年は私と同じくらいに見える。

　騎士見習いに使用人か……だからセイディーレとも面識があるのね。

　とても愛想がいいふたりにすぐに気を許した私も、にこやかに挨拶をする。

「初めまして。私はリル――」

　名乗ろうとした瞬間、わざとらしい咳せき払ばらいが聞こえ、思わず口をつぐんだ。

　キョトンとしてセイディーレを見やると、ほんの数秒考えを巡らせた彼は、代わりに私を紹介し始める。

「彼女は〝ルリ〟だ。今日から数日、俺とここに身を置かせてもらう」

　……あぁ、そうか。一応ここのふたりにも、私がリルーナ姫だということは内緒にしておくのね。

　すぐに理解した私は、新たな名前を間違えないようにしなくてはと留意して、「よろしく」と笑顔を向けた。

「閣下が恋人を連れてくるなんて初めてだから、なんかドキドキします」

「ねー！　でもルリ様すごく綺麗だし、セイディーレ様が見み初そめるのも納得」

　ワクワクした様子でエトワルくんが話し始めれば、アンジェさんが目を輝かせて頷く。すでにセイディーレの恋人だとしっかり認識されていることで、とっても複雑な気分になる私に彼女が向き直り、意気揚々と続ける。

「どういう事情があるのかわかりませんけど、ゆっくりしていってくださいね。とりあえず、すぐに夕飯を作りますから」

「このあと巡回に出るから、俺のことは気にしなくていいぞ」

　野菜が入った籠を持ち上げて張り切る彼女に、セイディーレは淡々と告げた。

　巡回って、もしかして山賊がいないかどうかを見回るつもりなのかな。身を隠していなければいけないとはいえ、私だけここでのんびりしてしまうのは、やっぱり申し訳ない。

　そんな私の心情を知る由もないアンジェさんは、無邪気に笑う。

「承知しました。では、ルリ様を精一杯おもてなししますね！」

「僕も手伝うよ」

　早速、キッチンがあるらしき奥の部屋へと向かうアンジェさんに、エトワルくんもついていった。なんだか姉弟みたいで微笑ましい。

「ふたりとも気のいいやつらだ。俺がいない間になにか困ることがあったら、遠慮なくあいつらを頼ってくれ」

　声をかけてくれたセイディーレに、私はほっこりした気分で「わかりました」と答える。

　とはいえ、セイディーレはしばらく外出してしまうのかと思うと、すごく心許ない。私は相当、彼のことを頼りにしているみたいだ。

　向き合って十人ほどが座れそうな長いテーブルがいくつか置かれたダイニングルームに移動し、私とセイディーレはアンジェさんが用意してくれた紅茶をいただくことにした。

　そうしてひと息ついたのもつかの間、私の向かいでカップを置いた彼は立ち上がり、すぐにまた剣を身につけ始める。

　窓の外はすでに夕闇が迫っている。

　これから、見知らぬ土地で過ごす夜が始まるんだ……。

　なんだか無性に寂しくて、不安で。あの軍服の裾を摘んで、引き留めたい気持ちになる。

「セイディーレ……！」

　私は無意識に腰を上げ、名前を呼んでいた。

　制帽を被ろうとしていた彼が、こちらを振り向く。

　憂いが顔に出ていることはわかっているけれど、なんとか笑みを浮かべる。

「……早く、帰ってきてね。気をつけて」

　これは恋人のフリなんかではなく、心からの言葉。

　ほんの一瞬目を丸くしたセイディーレはすぐに私から視線を逸らし、制帽を目深に被る。

「人のことより自分の心配をしてろ」

　ぶっきらぼうにボソッと呟くと、さっさとダイニングルームを出ていってしまった。

　ひとり残された私は、閉められたゴシックデザインのドアを見つめたまま、ため息を吐き出す。

「やっぱり冷たい……」

　人の目がないところだと、いつもの無愛想なセイディーレだ。さっきは発言も態度も、あんなに甘かったのに。

　なんとなく不満に思いながら、私は口を尖らせてもう一度腰を下ろした。




　時計の針が午後七時半を指す頃、ダイニングテーブルの上にはたくさんの料理が並べられていた。ポタージュやサラダ、豚のカツレツにパイ包み焼き。どれも非常においしそうだ。

「久しぶりのお客様だから、張り切っちゃいました。といっても、そんなに手の込んだものではないですが」

　ペロッと舌を出すチャーミングなアンジェさんに、私は目を輝かせながら首を大きく横に振る。

「そんなことないわ、どれもすごくおいしそう！」

「アンジェが作る料理は本当に絶品なんです。僕が保証しますよ」

　エトワルくんが得意げに太鼓判を押すと、アンジェさんは少し照れたようにはにかんだ。

　やっぱりかわいらしいふたりに、クスッと笑いがこぼれる。

「ねぇ、皆で一緒に食べましょう？　いろいろお話もしたいし」

　この料理を私だけで食べるのはもったいなくて提案すると、ふたりはキョトンとして目を合わせる。

　すぐに意見は合ったようで、「じゃあ、お言葉に甘えて」と嬉しそうな声が重なった。

　私の向かい側にふたりが並んで座り、シードルで乾杯して食事を始める。私は、ひとまずふたりが何歳なのかを聞いた。

　エトワルくんは予想通り十七歳で、アンジェさんは私と同じ二十歳だという。

「なんだ、同い年ならお互い気を遣わないでいいじゃない！　……あ、でも貴族の出身だったりします？」

　彼女はぱあっと表情を明るくしたものの、遠慮がちに問いかける。

　そういえば、私は身分を明かさないほうがいいのよね……。王族とは言えないけれど、一応貴族だということにしておこうか。

「あーうん、まぁ……。でも、そんなこと全然気にしないで！　名前もルリって呼んでくれていいから」

　私もアンジェと呼ぼう、と思いながらにっこり笑う。

　身分を気にしてほしくないのは本心だ。そういうのは抜きにして、ただ普通に友達になりたい。

　それは、彼女も同じようだ。

「ほんと？　じゃあルリ、よろしくね！」

　アンジェもくりくりした瞳を三日月みたいに細め、改めて挨拶をしてくれた。

　思えば、私には〝友達〟と呼べる人はいない。城の中に同年代の子がいても、使用人だからと、どうしても私と対等に接することはためらってしまうらしい。私はまったく気にしないけれど、仕方がないことなのだろう。

　アンジェとは、たわいないことも大事なことも、なんでも話せるような友達になれたらいいな。

　私がここにいられるのはきっと数日しかないとわかっていながらも、そう願わずにはいられなかった。

　サクサクのパイに包まれたサーモンに舌鼓を打ちながら、他にも気になることを聞いてみる。

「ここはふたりで管理してるの？」

「もともとはあたしと母さんとでやってたの。でも母さんが具合を悪くしちゃって、施療院に入ってからはあたしが」

　なんてことのないように話すアンジェだけれど、家族が入院しているだなんて、精神的にも体力的にもつらくないはずがない。だから彼女を労いたいのに、気の利いた言葉が思い浮かばない。

「そう、なんだ……。大変ね」

　私は眉を下げ、ぽつりとこぼす。陳腐なセリフしか出てこない自分に嫌気がさして、目を伏せた。

　しかしアンジェは「でも、エトワルが手伝ってくれるから」と明るく笑う。エトワルくんに目を向けると、彼もにこやかに頷いた。

「僕もここの掃除をしたり、裏の畑で農業を手伝ったりしてます。居い候そうろうもさせてもらってるし」

「そうなのね。さすがセイディーレの従騎士」

　ふたりで助け合って生活しているんだな、と感心していると、エトワルくんはフォークを置き、落ち着いた口調で話しだす。

「僕は農民の出身で、本当は騎士になれるような金銭的余裕なんてありませんでした。でもどうしても騎士になりたくて、ずっと剣の練習をしていたら、それを見た閣下が特別に見習いとしてつかせてくださったんです」

「セイディーレからの提案なの？」

「はい。閣下はずっと城のほうで忙しくしてるけど、時間があるときはこっちまで来て、僕に剣術や礼儀作法を教えてくださるんです」

　目を輝かせるエトワルくんの話を聞いて、胸の奥から温かいものが込み上げてくる。

　セイディーレは一見、人情味がないように思えるけれど、きっと逆なんだ。そうでなければ、見ず知らずの農民の男の子を自ら騎士として育てるなんてことはしないはず。

「やっぱり、本当は情に厚い人なのね……」

　なんだか私も嬉しくなり、口元を緩めて呟いた。

　不思議そうに小首を傾げるふたりに気づき、「あ、なんでもない」とごまかすと、エトワルくんが私を見つめて言う。

「ルリさんのことも、すごく気にかけてましたよ。『俺がいない間、ルリのことを頼む』っておっしゃっていましたから」

「愛されてるねぇ。あのセイディーレ様を夢中にさせることができる人なんていないと思ってた。ハイエナを手なずけるくらいすごいことよ、ルリ！」

　茶化すような例えを交えてアンジェも尊敬の眼差しを向けてくるけれど、私はぎこちなく笑うことしかできない。

　セイディーレが私のことを気にかけているのは、決して愛しているからじゃない。敵に狙われている姫だからだ。ふたりのことを騙だましているわけだし、やっぱり心苦しいな……。

　決まりが悪いからではなく、照れ隠しで目を合わせられないフリをして、私は俯きがちにポタージュに口をつけた。










慰めは優しい抱擁で




　それからもいろいろと詮索されたものの、どれも無難な答えを返したり話を逸らしたりして、なんとか切り抜けた。出身地は嘘をつかず、ハーメイデンから来たということにしてある。

　複雑な気持ちではあっても、ふたりと話すのは本当に楽しくて、終始笑い合いながら食事を終えた。

　その後、お風呂に入らせてもらい、着替えにゆったりしたネグリジェも借りて、今夜過ごす寝室に向かう。

　二階にある広々とした部屋に入ると、ゲストルームらしく、壁側に天蓋つきの大きなベッドや棚、その手前にソファと小さなテーブルがある。

　とても清潔に保たれているそこを興味津々で見回していると、戸口に立つアンジェが声をかける。

「あたしは一階の使用人の部屋にいるから、なにかあったらいつでも呼んでね。エトワルの部屋もあたしの隣だから」

「うん、ありがとう」

　お礼を言ったのもつかの間、私は彼女に腕を引っ張られてなぜか廊下に連れ出された。

　目をぱちくりさせる私の耳元に顔を寄せるアンジェは、コソコソとこんなことを口にする。

「セイディーレ様の部屋はここね。もちろん一緒に寝てもいいわよ」

　人差し指で示されたのは、廊下を挟んで向かい側にあるひとつのドア。

　ここが彼の部屋らしい。そうか、ここで一緒に寝ても……と納得しそうになって、おかしいことに気づいた。

「なに言ってるの!?」

　びっくりして思わず腕を掴む私に、頬をピンク色に染めた彼女は目を細めて笑いかける。

「かけおちするくらいの仲なんだから、本音は一緒の部屋がいいでしょ？　絶対邪魔しないから、安心して」

「ちょっと、アンジェ！」

　彼女は、『そんな気遣いはいらないのよ！』と心の中で叫ぶ私の肩をポンポンと叩いて歩きだし、軽やかな足取りで去っていってしまった。

　アンジェは私たちがかけおち中だって信じているのね。セイディーレと一緒の部屋で夜を過ごすだなんて、考えるだけで恥ずかしい……。

　私はいたたまれなくなり、ほんのり火照る頬を両手で覆ってうなだれた。




　ひとりになった部屋で、窓の外と時計を交互に見るという動作を何度繰り返しただろう。もうすぐ午後十一時になるというのに、セイディーレはまだ帰ってこない。

　どうしたんだろう、なにかあったのかな。城のほうは大丈夫なんだろうか。ハーメイデンの皆は、無事帰れた……？

　心配と不安は増すばかり。まったく眠くならない眼で、寝静まった夜の景色を眺めながらため息をついたときだった。

　馬が駆けてくるような音が微かに聞こえたかと思うと、庭園の向こうからティルクに乗ったセイディーレが現れた。

　よかった、帰ってきた……！

　一気に安堵して、肩の力が抜ける。どうしようもなく彼に会いたくなって、身体は無意識にドアのほうへと向かっていた。顔だけでも見ないと、眠れる気がしない。

　廊下に出て、ドアを背にしてしばらく待っていると、階段を上ってくる足音が聞こえてきた。そして制帽を手にした彼の姿が見えた瞬間、私は笑顔で口を開いた。

「お帰りなさい！」

　私がいるとは思わなかっただろうセイディーレは、一瞬驚いたように目を丸くした。しかし、すぐに無表情に戻って、ゆっくりこちらに近づいてくる。

「まだ起きてたのか」

「あ、えぇ、眠れなくて……」

　なんだかソワソワしながら、頭の中であとに続ける言葉を探していて、ふと気づいた。

　あれ、顔を見るだけでよかったはずなのに。実際にそうしてみたら、もっと話したくなってる。

　やっぱり私、心細かったんだ。……もう少し一緒にいたい。

　その気持ちに素直に従うことにした私は、どう伝えようかと考えながら、自分の部屋のドアの前に立つ彼を上目遣いで見上げる。

「こういうとき……恋人って、どうするの、かな」

　そんなひとことをたどたどしく口にしたそばから、セイディーレに凝視されてはっとした。恥ずかしいことを言ってしまったと思い、私はふいっと顔を背ける。

　なんで、こんな回りくどいことを……。昼間みたいに、普通に『一緒にいたい』と伝えればいいのに。しかもふたりきりの今、恋人なんて設定は関係ないし。

　自分の発言のおかしさに頭を抱えていると、数秒後にガチャリと音がした。目をやれば、セイディーレが自分の部屋のドアを開けて中へ入っていく。

　やっぱり呆れられちゃったかな、と少しシュンとして俯く私に、気だるげな声が投げられた。

「いつまでもそこで突っ立ってるなら自分の部屋に戻れ」

　顔を上げれば、セイディーレが若干うっとうしそうな表情で、口調も冷たいけれど、ドアを開けたまま押さえてくれている。

　もしかして、部屋に入ってもいいという意味？　私の気持ちを汲み取ってくれた？

　勝手にそう解釈した私は、「ごっ、ごめんなさい！」となぜか謝って、彼の部屋に滑り込んだ。

　入った瞬間、ジンジャーのようなお香のいい香りが鼻孔をくすぐる。部屋の広さも置かれている家具もゲストルームと大差なく、きちんと整理整頓されていてあまり生活感がない。普段ここで過ごしているわけではないから、それも頷ける。

　彼のプライベートな空間に初めて足を踏み入れたことで、心臓の動きが徐々に速くなっていく。

　一緒にいたいと願ったのは本心だけれど、部屋にふたりきりだと緊張する。大きなベッドが視界に入ると、『一緒に寝てもいいわよ』というアンジェの言葉を思い出してしまい、慌てて頭を振って邪念を消し去った。

　そんな私に、「なにやってんだ」と怪訝そうに突っ込むセイディーレは、あろうことかベルトを外し、軍服を脱ぎ始める。

　えっ、今着替えるの!?

　ためらいなくボタンも外していく姿に、思わず『ちょっと待って！』とストップをかけたくなるのを堪え、くるりと身体の向きを変えた。なんとか心を落ち着かせようと、外を眺めながら、とりあえず先ほどの食事について話すことにする。

「ア、アンジェとエトワルくん、本当にいい子たちね！　料理もすごくおいしかったし、気さくに話してくれるし、楽しかった」

「それはなにより」

　感情があまり込められていないような声を返すセイディーレをつい窓越しに見てしまったものの、すでに着替えていてホッとした。

　振り向けば、黒いパンツはそのままで、前開きの白いシャツを着た姿の彼がいる。はだけた胸元から鍛えられた素肌が覗いていて、あまりのセクシーさにキュンとしてしまった。

　……いや、ときめいている場合じゃないでしょう。今は逃亡中だというのに、なにを浮かれているんだろう。

　家族の安否もわからず、私を守るために山賊と戦っている騎士たちもいる中でのうのうと過ごしている自分に気づき、嫌気がさす。

　セイディーレだって、こんな時間まで巡回をしていたというのに。

「……ごめんなさい」

　突然謝る私を、動きを止めたセイディーレが見つめる。

「逃げている身なのに、楽しいだなんて言って。私だけなにもしないで守られているばかりで……ごめんなさい」

　自己嫌悪で心が押し潰されそうになり、幾何学模様が美しいカーペットに力なく視線を落とした。

　すると、小さく息を吐いたあとに、落ち着いた声が投げかけられる。

「自分を責めることはないと言っただろ」

　視線を上げれば、セイディーレは脱いだ服を片づけながら淡々と続ける。

「逃亡中で精神的にもつらいときに楽しいことがひとつもないんじゃ、気分が落ちていくばかりだ。それに、お前をぞんざいに扱えば、俺がアドルク陛下に恨まれる」

　言い方は素っ気ないけれど、私を否定せずに〝それでいい〟と諭してくれているのは明らかで、心が少しラクになっていく。

　なんだかんだと、彼はいつも味方をしてくれる。

「ありがとう」

　感謝をして口元を緩ませると、セイディーレはおもむろにベッドに腰かけた。

「陛下たちは無事に帰ったそうだぞ」

　突然告げられた朗報を聞いた瞬間、私は目を見開いて彼のもとに駆け寄る。

「本当に!?」

「さっき確認してきたから間違いない。山賊は城にもお前がいないことを知って、いったん自分たちの本拠地に引き返したらしい。まあ、お前が狙われていることに変わりはないがな」

　それを聞いて、一気に身体から力が抜けていく。彼の前に立ったまま、震える両手を無意識に口元に当てる。

「あぁ、よかった……ほんと、よかった……」

　皆の無事がわかって、安堵の声が漏れた。同時に、張り詰めていた糸が切れたみたいに涙が溢れてくる。

　私を見上げるセイディーレに「リルーナ」と穏やかな声で呼ばれ、少しドキリとしつつ濡ぬれた頬を拭う。

「なんか、安心したら泣けてきちゃった」

　あは、と渇いた笑いをこぼして、くるりと彼に背を向けた。

　早く泣きやみたいのに、緩んだ涙腺はなかなか元に戻らない。鼻をすすったり、上を向いて瞬きをしてみたり。なんとか涙を散らしていた、そのとき。

　背中からふわりとぬくもりに包まれた。身体に回された腕の力と、頬に自分のものではない柔らかな髪が触れるのを感じて、息が止まる。

「セ、セイディーレ、なにして……!?」

「こういうとき、恋人はどうするのかって聞いただろ」

　動揺する私の耳元で、甘さを含んだ声が囁いた。「俺ならこうする」と。

　背中にぴたりと密着したセイディーレの身体は、逞しくて熱い。薄手のシャツ越しにそれがよく伝わってきて、心臓が破裂しそうなほどドキドキする。

　この熱に惑わされて、錯覚しちゃいけない。これはただの慰め。私たちの間には、愛なんてないのだから。

　でも、私を守ると誓ってくれてから、明らかに態度が変わってきている。初めて会ったあのときの冷たさが嘘のようだ。彼の中で、なにかしらの変化があったように思えて仕方ない。

「……ねぇ、なんで急に優しくなったの？」

　腕の中でじっとしたまま、ストレートに問いかけてみた。反応を窺っていると、彼は腕の力を緩めることなく、ボソッとひとこと返す。

「なってない」

「えぇ」

　あっさりと否定されて、思わず不満げな声を出してしまった。

　こんなに宝物を扱うみたいに優しく抱きしめておいて否定するなんて……。この人の頭の中を解析することは、やっぱり私には難しいみたい。

　なんだかおかしくなってきてクスクス笑うと、ようやく手が離された。少し照れつつ後ろを向けば、いつもの涼しげな表情の彼がいる。

「これで寝られそうか？」

「うん、ありがとう」

　いつの間にか涙も止まっていて、だいぶ気持ちが軽くなったことを実感しながら、私は微笑んで頷いた。そして確信する。

　きっとセイディーレは、私を安心させるために、わざわざ皆の無事を確認してきてくれたのだろう。あなたのそういう隠れた思いやりが、私はどうしようもなく愛しい。

　……え？　愛しい？

「……どうかしたか」

「あ、ううん、なんでもない！　おやすみなさい」

　一瞬考え込みそうになってしまった私は、彼の声ではっと我に返り笑顔を向けた。自然と湧き上がってきた感情に戸惑いつつ、そそくさと部屋を出る。

　パタンと閉めたドアを背にして、深く息を吐き出した。鼓動のスピードはまだ速くて、ざわめいたまま。抱きしめられていた感覚も、しっかり残っている。

　今日はいろいろなことがあって、とても長くて色濃い一日だった。そして何事もなく安堵したのもつかの間、新たな問題が浮上してしまうとは想像もしていなかった。

　家族に対するものとは違う、〝愛しい〟というこの感情の正体は、まさか……。

　私は無意識に口元に手を当て、生まれてしまった初めての気持ちに胸をざわめかせていた。
















第五章　激情










禁断の恋に落ちた姫君




　翌朝、自然と瞼が開いたのは午前七時半だった。窓から柔らかな光が差し込んでいて、今日も天気がいいことがわかる。

　……あまり眠れた感じがしない。皆の無事がわかって、心配事はひとつなくなったというのに。

「おはようございます」

　ネグリジェのまま部屋を出て、小さなあくびと共に挨拶をしながら居間に入った。居間はダイニングよりもこぢんまりとしていて、四人がけのテーブルやソファが置かれている。

「ルリさん、おはようございます」

「おはよう。朝食できてるよー」

　朝食を準備しているエトワルくんとアンジェが、朝日みたいに明るい笑顔を向けてくれる。

「わぁ、ありがとう！」

　スクランブルエッグやサラダが並べられたテーブルに目を輝かせるも、すでに軍服に着替えて席についている彼を認識しただけで、心臓が騒ぎだす。

　セイディーレは涼しげな表情で、私と目も合わさずに新聞を読んでいた。

　昨夜の一連の出来事を、嫌でも思い返してしまう。優しく抱きしめられた感覚と、降って湧いた自分の感情が、胸を落ち着かなくさせる。

　寝る前にいろいろと考えたものの、結局あの感情の正体をまだ確信してはいない。……というより、『確信したくない』と言ったほうが正しいかもしれない。

　とりあえず彼の向かい側に腰を下ろし、「おはよう」とボソッと声をかけると、彼はチラリと私を一いち瞥べつし、同じく「おはよう」と返した。

　なんとなくいたたまれない気分で静かに座っていると、パンを運んできたアンジェが私の耳元でコソッと囁く。

「ルリ、なんか疲れてない？　やっぱり昨日は一緒に――」

「違います！」

　思わず大声を上げてしまった私を、エトワルくんは目をぱちくりさせ、セイディーレはさも迷惑そうに見てくる。

　含み笑いで席につくアンジェを軽く睨みつつ、皆が揃ったところで朝食をいただき始めた。

「今日、エトワルは騎馬試合だったな。俺は行けないが、しっかり見学してこいよ」

　背筋を伸ばして品よく食事を進めるセイディーレが、隣のエトワルくんに話しかける。

「はい、もちろんです！　今日はトーナメントですからね。楽しみだなぁ」

　ウキウキした様子のエトワルくんに対し、私の左側に座っているアンジェは、「あたしはあんまり好きじゃないけどねー」なんて軽口を叩く。

　騎馬試合は、馬に乗った騎士たちが剣や槍やりを使って戦い、技量を競う競技会だ。騎士たちにとっては実戦と同じくらいの意味を持つものらしく、だからこそ危なっかしくてハラハラしてしまうのかもしれない。

　エトワルくんはまだ試合に出場することはなくても、今後のために見ておくのだろう。

　セイディーレはまた山賊の首領捜しに出るのだろうし、今日はアンジェとふたりで過ごすことになりそうだ。女子ふたりだけなら、いろんな話ができるかも。

　そんなふうに思いながらスープをすくっていると、セイディーレが私たちに念を押す。

「なるべく早めに戻るつもりだが、俺がいない間は用心してろよ」

「大丈夫ですよ、セイディーレ様」

　そう答えるアンジェは、三日月型に目を細めて笑っている。

　きっとまた、〝愛ゆえの過保護〟だと思っているんだろうな……。あぁ、本当のことを打ち明けてしまいたい。

　早々と朝食を終えたセイディーレは、ひとり席を立って身支度を始めた。私の後ろにある皮張りのソファに置いていた制帽や手袋を身につけた彼は、さっさとドアのほうへ向かおうとする。

「セイディーレ様、大事なことを忘れていますよ」

　ふいにアンジェが呼び止め、セイディーレは不思議そうに振り返る。

「大事なこと？」

「昔から言われているじゃありませんか。恋人には〝愛の口づけをもって互いに挨拶をしなさい〟って。セイディーレ様も、愛しの彼女に『行ってきます』の挨拶をしないと」

　当然のように促す彼女に、セイディーレも私も石のように固まった。

　そうよ、忘れていたわ。確かにハーメイデンでも、恋人はキスで挨拶をするという習わしがあるじゃない。でも、さすがに私たちは……！

「わ、私たち、そういうのはあまり……」

　口の端を引きつらせて曖昧に濁すも、アンジェはまったく意に介さない。

「恥ずかしがらなくていいじゃない、挨拶なんだから」

　いたずらっぽく笑うアンジェと、その向かい側で興味津々といった感じで様子を窺うエトワルくん。ふたりの視線に困り果てているのは私だけじゃないはず。そう、思っていたのに……。

　ふと、私の右側にあるドアのほうから気配を感じて、アンジェのほうを向いていた顔を逆に向けると、セイディーレがすぐそばに迫ってきていた。

　え、なに……!?

　どぎまぎしているうちに片手で後頭部を支えられ、身を屈めた彼の整った顔が近づいてくる。反射的にギュッと目を閉じれば、額に唇が触れる感覚がした。

「……行ってくる」

　無愛想なのになぜか色気を感じる声でぽつりと囁かれ、すぐに手が離れていく。

　そしてセイディーレは顔色ひとつ変えず涼しげなまま、制帽を被り直して踵きびすを返した。

　ダイニングを出ていく彼を、私はポカンとしたまま、ぽうっと頬を染めたふたりと一緒に見送る。

「素敵～！　映画のワンシーンみたい」

「やっぱりルリさんの前では閣下も甘くなるんですね」

　うっとりするアンジェと、感心するようなエトワルくんに背を向け、私は両手で頬を覆った。

　び、びっくりした……。おでことはいえ、まさか本当にキスをするとは。あまりに拒否すると不自然だからしておいたのかな。それにしても、まったく動揺せずに恋人の演技を続けられる彼を尊敬する。こちらはドキドキが止まらないというのに。

　こんなに心を揺さぶられているのは自分だけなのかと思うと、悔しいような悲しいような、なんとも言えない気持ちになった。




　その後、私たちも朝食を終え、エトワルくんは出かける準備をする。腰に剣を挿すと勇ましさが増して、彼もこれから立派な騎士になるんだろうなと思いながら、アンジェと一緒にホールで見送る。

「じゃあ、行ってくるね」

「うん。気をつけて」

　アンジェが声をかけると、ドアの取っ手に手をかけようとしたエトワルくんは、ふいにこちらを振り向いた。そして私の隣に立つアンジェを見つめ、口を開く。

「……僕たちもしておく？　キス」

　あっけらかんと放たれたひとことに、私もアンジェも目を見開いた。

　エ、エトワルくん、それはジョークのつもり？　それともけっこう本気なの!?

　ケロッとしている彼の真意を探ろうとする私の隣で、顔を火照らせたアンジェが口をパクパクさせている。

「なっ……ば、バカなこと言ってないでさっさと行きなさい!!」

　怒ったような口調で叫ぶ彼女に、エトワルくんはクスクス笑いながら、「冗談だよ。行ってきまーす」と言ってドアを開けた。

　天使のような彼が、一瞬小悪魔みたいに見えた。素知らぬ顔でこんな発言もする子だったのね……。

　赤面したままのアンジェと並び、ポカンとして彼を見送っていると、ドアが閉まる直前、邸宅の前の道にひとりの女の子がいることに気づく。

「あ、エトワル！　朝から会えるなんてラッキー♪」

　彼女の嬉しそうな高い声が聞こえてきたところで、バタンとドアが閉まった。

　今の感じからすると、エトワルくんに好意を持っている子だろうか。容姿も整っていて性格もいい彼だもの、好きになる女子は当然いるわよね。

　ひとり納得する私は、大きく伸びをしながらアンジェに声をかける。

「さて、私もそろそろ着替えようかな……アンジェ？」

　ホールをあとにしようとしたものの、アンジェはドアの前から動かない。首を傾げてもう一度呼びかけると、彼女ははっとしてこちらを振り向く。

「あ、ごめん！　えーと、着替えるんだよね。こっち来て」

　アンジェはそそくさと動きだし、階段のほうへと向かう。

　どうしたんだろう、となにか引っかかるものを感じつつも、彼女のあとに続いた。

　二階に上がり、ゲストルームと同じくらいの広さの更衣室に入ると、アンジェは木製の大きなチェストの蓋を開ける。

「この中にあるの、どれでも着ていいって。どれにしよっか」

「すごい！　素敵ね」

　中には、カラフルでセンスのいいドレスが数種類収納されていた。

　ふたりで取り出して広げてみながら、ふと思う。このドレスは、いったい誰のものなのだろうか、と。

　私のために用意されたものではないことは明らかだ。となると、ここで誰かが生活していた……とか？

　セイディーレと一緒に暮らしていた女性がいたかもしれない。そう考えると、肺に空気がなくなっていくみたいに苦しくなり、無意識にギュッとドレスを握りしめていた。

「アンジェ、このドレスって……」

「あぁ、セイディーレ様のお母様が若い頃に着ていらしたものらしいの。まだ他にもあるのよ」

　ドレスの持ち主について問いかけようとしたらそんな答えが返ってきて、私は拍子抜けしてしまう。

　なんだ、お母様のものだったのね。よかった……。

　あからさまにホッとして肩の力を抜くと、なにかに気づいたらしいアンジェがいたずらっぽく口角を上げる。

「安心して。他の女性のものじゃないから」

　そう言われて、初めて理解した。セイディーレと他の女性が一緒にいることを想像した瞬間に感じた、胸の苦しさの原因を。

　今、私は嫉妬したんだ。これが、恋……？

　自覚し始めると同時に、先ほどアンジェに感じた引っかかりも自分とリンクする。もしかして、アンジェもあの女の子に嫉妬していたんじゃないだろうか。

「ねぇ、突然変なことを聞いて悪いんだけど……アンジェって、エトワルくんのことが好きなの？」

　ストレートな質問を投げてみると、バサッとドレスを床に落とした彼女は次の瞬間、一気に顔が真っ赤になった。

「ななななに言ってんの！　ぜ、全然ぜんっぜん、すすす好きなんかじゃ……」

「アンジェもけっこうわかりやすいわね」

　あたふたする姿がキュートで、私はクスッと笑いをこぼした。

　やっぱり好きだったのね。でもこの様子だと、まだ気持ちを伝えたりはしていないんだろうな。セイディーレの別荘とはいえ、ひとつ屋根の下で男女が一緒に生活していたら、仲は進展しやすい気もするのに……。

　ドキドキしつつ、他に誰もいないというのに声を潜めて問いかける。

「普段エトワルくんとふたりで暮らしてて、なにもないの？」

「あったらいいけど、あるわけないじゃん！」

　正直なアンジェがおかしくて、私はドレスそっちのけで笑い声を上げた。

　そんな調子で、恋愛話を交えつつようやく私が選んだのは、シンプルでボリュームが控えられた淡い水色のドレス。

　ネグリジェから着替え、背中の編み上げ紐ひもを結んでくれるアンジェが、ぽつりぽつりと話しだす。

「初めてエトワルに会ったとき、冗談抜きで〝天使みたい〟って思ったの。一緒に生活を始めたら、明るくて優しくて、正義感も強くて。中身も天使みたいで。それは好きになるよ」

　黙って頷きながら聞いていると、彼女は少し声のトーンを下げる。

「あたし年上だし、冴さえない使用人だし、エトワルの周りにはかわいい女の子もいっぱいいるし。恋愛対象にはなってないってわかってるけどね」

　覇気のない笑い声が、とても切なく感じた。しかし、アンジェはすぐにいつもの口調に戻ってさっぱりと続ける。

「あの子のダメなところはひとつだけよ」

「ひとつ？」

「あたしのよさに気づいてないところ」

　キュッと紐を縛りながら口にされたひとことに、私はちょっぴり吹き出してしまった。

　卑下したかと思ったら自信家みたいなことを言うんだもの。それがアンジェらしいけれど。

　でも、私はお世辞でも慰めでもなく、そんなことはないと思う。

「きっと、エトワルくんはちゃんと気づいてるわよ」

「どうだかー」

　軽く受け流す彼女にくるりと向き直り、まっすぐ見つめて力強く伝える。

「だって、昨日会ったばかりの私でも、アンジェはすごく素敵な子だってはっきり断言できるもの。ずっと一緒にいるエトワルくんがわかってないはずはないでしょ」

　明るく微笑むと、キョトンとしていたアンジェは表情を緩める。

「……セイディーレ様がどうしてルリを好きになったのか、わかる気がする」

「へ？」

　急に話の方向が変わり、私は間抜けな声を漏らした。

　アンジェは自分のことはさておき、今度は興味津々で私に詰め寄ってくる。

「ねぇ、ルリはセイディーレ様のどこが好きなの？」

「え、な、なによ突然」

「黒の騎士なんて呼んで一線を引いてるような人がほとんどだから、ルリはどこに惹かれたのかなって」

　そう聞かれて、私はその場に立ったまま顎に軽く手を当てて思案する。

　セイディーレの好きなところ、か。恋心は抜きにしても、人として素敵だと思う部分はいくつもある。

　出会ったときの記憶を掘り起こしながら、素直な気持ちを話してみることにした。

「……最初は私も、なんて冷たい人だろうって思った。遠慮なくけなしてくるし、笑顔も見せないし。でも、優しさとか思いやりもちゃんと持ってて、ただ隠してるだけなんだって、すぐに気づいたの」

　容姿や戦う姿ももちろんカッコいいけれど、やはり一番惹かれるのはそこなのだ。皆が恐れているとしても、私には特別で、彼だけが輝いて見える。

「あんな人は初めてだった。無条件で勝手に気持ちが走りだしちゃうくらい、〝会いたい〟って思う人は」

　目を伏せて、ぽつりぽつりと話す。

　アルツ草を手に入れてハーメイデンに戻ってから、セイディーレにひと目会いたいと願った理由も、一緒にいるとどうしてドキドキしたりモヤモヤしたりするのかも、今ならはっきりわかる。

　その答えを口に出そうとしたとき、アンジェが穏やかに微笑んで言う。

「本当に好きなんだね。ルリを見てれば一目瞭然だけどさ」

　彼女がしたり顔をするから、私は恥ずかしくて肩をすくめて身を縮めた。

　そう、私はセイディーレのことが好きなのだ。きっと、出会ったときからずっと。

　もう自分をごまかすことはできなくて、認めてしまえば、好きという感情が清々しいほどストンと心に収まった。同時に、今まで感じたことがないような胸の苦しさを覚える。なぜなら、この恋は決して叶わないと、すでにはっきりしているのだから。

　それでも抑えられないこの気持ちが、本気の想いなのだ。自分でも気づかないうちに恋心はここまで大きくなっていたことを、今初めて思い知った。

　セイディーレへの恋心を自覚し、これまで以上に複雑な気持ちで更衣室をあとにする。

　今日はこれから敷地内にある菜園で野菜を収穫する予定だというので、私も手伝うと申し出ると、アンジェはとても驚いた様子で目を丸くした。

「本当にやるの？　ドレスが汚れちゃうからいいのに」

「汚れたら自分で洗うわ。なにもしないで待っているだけなんて嫌だもの」

　ただお世話になりっぱなしではいたくない。菜園はこの邸宅の裏側にあるため人目につきにくく、敷地内だから誰も入ってはこられないし、問題ないだろう。

　アンジェは「じゃあこき使っちゃうよー」と冗談っぽく言いながら、菜園に案内してくれた。

　菜園は一ヘクタールほどあり、数種類の野菜が等間隔で育てられている。アンジェに教えてもらい、葉が倒れている玉ねぎを引き抜く作業を手伝うことにした。案外簡単に抜けるもので、形のいい玉ねぎが採れると嬉しくなる。

　初めての作業を楽しみつつやっていると、しばらくして低い塀の向こうの道を歩く男性がこちらを見ていることに気づいた。

　帽子を被り、ゆったりしたシャツにベストを身につけたその人は、おそらく三十代だろう。彫が深い顔は一見怖そうだれど、私たちに向かってにこりと微笑んだ。

「今日は女の子ふたりで畑仕事か。精が出るね」

　気さくに話しかけてくる彼に、アンジェが「どうもー」と明るく答えたので、私も笑顔で会釈した。

　あの感じだと山賊ではないわよね……。さすがにこんなにすぐ居場所がバレることはないだろうけど、やっぱり神経質になってしまう。

　念のため確認しておこうと思い、すでに去っていった男性のほうからアンジェへと視線を移す。

「今の人、知り合い？」

「んー顔見知りかな。たまに会うから、この辺に住んでるんだと思うよ」

「そっか」

　それなら安心、とホッとして、再び収穫に取りかかる。

　アンジェはある程度玉ねぎを抜くと、一度立ち上がって大きく伸びをした。私もいったん手を休めて、なんとなく周りを見回す。

「エトワルくんが手伝ってくれるとしても、この広さの菜園を管理するのは大変よね」

　私は慣れないから余計なのだろうけど、少し動いただけでもけっこう疲れる。毎日この作業をしているアンジェたちは本当にすごい。

　尊敬の眼差しを向けると、アンジェは首を回しながら苦笑した。

「まぁね。でも、ここで育てた野菜をたくさん売って稼ぐことで、セイディーレ様に恩返しができるから」

「恩返し？」

　どういうことか気になって復唱する私に、アンジェは「ちょっと休憩しよっか」と、菜園の脇に置かれたベンチへと歩いていく。

　おいでおいでと手招きされ、私も隣に座ると、彼女はおもむろに話し始めた。

「うち、もともとすごく貧乏でね。父さんはあたしが小さい頃に亡くなって、母さんも身体が弱かったから、ほぼホームレスみたいな生活してたの。で、もう身を売るしかないかなーと思って――」

「えっ!?」

　身を売るだなんて話が飛び出したので、ギョッとした。

　おかしな顔をしているだろう私を見て、アンジェはおかしそうにケラケラと笑う。

「実際には売ってないよ。売ってないけど、勇気を出して誘惑しようとした相手が、まさかのセイディーレ様だったわけ。そのときは指揮官だなんて知らなかったから。そうしたら彼、なんて言ったと思う？」

　意外な事実に驚きつつ小首を傾げると、彼女はひとつ咳払いをして腕を組み、声を低くして続けた。

「『そんな貧相な身体を売り物にしても、大した稼ぎにならない。俺の家で働いたほうがマシだぞ』って」

　セイディーレの口調を真似たセリフを聞いて、私は微妙な笑みを浮かべた。

　確かに彼が言いそうなことだけど……。

「ひどすぎる」

「でしょ？　確かに胸もくびれもそんなにないけどさー」

　アンジェは不満げに口を尖らせたものの、すぐに表情を柔らかくする。

「でも、彼なりにあたしたちを助けようとしてくれたんだって、あとでわかった。こんな豪邸に住まわせてもらって、食べ物にも困らなくて、あたしたちの生活は格段によくなったから。母さんをいち早く施療院に入れてくれたのもセイディーレ様だしね」

　私も彼女と同じように微笑みながらその話を聞き、頷いていた。

　知れば知るほど、彼の温かさに触れられる。そのたびに、彼のことを好きになる。

「あたしもエトワルも、セイディーレ様が恩人なのよ。だから、ここで精一杯働くの」

　大変だとかきついとか、泣き言ひとつ言わずにはつらつとしているアンジェが、なによりも美しく見えた。

　セイディーレに助けられた人は、きっと私たち以外にもたくさんいるのだろう。そのことを、とても嬉しく思った。










危険な罠に甘く溺れて




　畑仕事を終えてから昼食を取り、軽く部屋の掃除をしたあとは夕食の準備。その作業を手伝っている間、主にアンジェの恋愛話を聞いて盛り上がっていた。

　こんなふうに友達とおしゃべりするのは初めてで、とても楽しい。逃亡中の身だということをまた忘れてしまいそうで、ちょくちょく自分を叱しっ咤たしつつ過ごしていた。

　午後五時を過ぎ、そろそろ皆帰ってくるかなと思いながらキッチンでお皿を用意していたとき、訪問者が来たことを知らせるベルが鳴り響いた。

　アンジェが応対をしに向かったものの、なかなか戻ってこない。不思議に思ってホールに向かうと、閉じたドアを見つめたまま呆然としている彼女がいる。

「アンジェ？　どうかした？」

「今、使いの人が来て……母さんが……」

　さっきと違い、血色があまりよくなさそうに見える唇から、消え入りそうな声がぽつりとこぼれた。

　ただ事ではないと直感し、彼女に駆け寄る。

「お母さんがどうしたの!?」

「急に具合が悪くなったって。どうしよう、もし危ない状態だったら……」

「早く会いに行って！」

　声も手も震わせ、沈痛な面持ちになるアンジェに、私は思わず叫んでいた。

「でも、ルリ……」

「私は大丈夫だから！　留守番くらいできるわ」

　そっと彼女の肩に触れ、声を落ち着かせてしっかりと諭す。

「私も父が病気になったとき、いてもたってもいられなかった。アンジェの気持ち、よくわかるから。お母さんについててあげて」

　数カ月前の自分と重なり、もし彼女が私のことを気にして尻込みしているのだったら、そんなこと構わないでくれていいのだと伝えたかった。

　アンジェは今にも涙が溢れそうな瞳で私を見つめ、迷いを振り切るように頷く。

「……ごめん、ありがとう！」

　私の手をギュッと握った彼女は、すぐに支度を始める。その最中、何度も謝罪とお礼の言葉を口にして、邸宅から飛び出していった。

　アンジェのお母さんがどうか無事でいてくれますように……。彼女をひとりにしないで。

　私には強く願うことしかできない。無力さを感じながら、夕飯はもうほとんどできているものの、片づけが残っていたためキッチンへ戻る。

　洗い物をし始めて少し経った頃、再び先ほどと同じベルが鳴り、手を止めた。

　どうしよう、人が来てしまった。私ひとりだから出ないほうがいいかしら。

　アンジェがいないことは想定していなかったから、対応に困ってしまう。

　悩みながらもとりあえずホールへ向かい、窓から少し外を窺ってみる。そこから見えたのは、昼間に会った、アンジェが顔見知りだと言っていた男性だった。

　あの人か……彼なら大丈夫かな。用件だけでも聞いておこうか。

　出ることに決めた私は、少し扉を開けて顔だけ覗かせる。身長百七十センチくらいで中肉中背の彼は、私に笑みを向けて会釈した。

「こんばんは。あの、どちら様でしょうか」

「ビフロンス・ラシュテと申します。セイディーレ閣下はいらっしゃいますか？」

　ラシュテさんはセイディーレに用があるらしい。もうそろそろ帰ってくるとは思うけれど……。

「すみません、外出中なんです。ご用件は……」

「あー、大した用ではないんです。これを差し上げようと思いまして」

　そう言いながら彼が腰につけていた袋から取り出したのは、飲み物が入っているらしき小さな茶色の瓶だった。

「これは？」

「うちの畑で採れた野菜で作ったジュースです。ときどき使用人の子に会うとあげているんですが、好評なんですよ」

「そうなんですか！」

　アンジェからそんな話はひとことも出なかったため少し驚いていると、ニコニコしているラシュテさんは、私に瓶を差し出してくる。

「あなたも今、味見してみませんか」

　え、今ここで飲めと？　庶民からすると、こういうのは当たり前のことなのかしら。

　なんだかお行儀が悪い気がして、ぎこちなく笑いながらやんわりと遠慮する。

「あ、いえ、今は……」

「どうぞ。今なら感想が聞けますし」

　彼が蓋を開けてもう一度差し出してきたので、私は思わず押し黙った。

　けっこう強引な人ね……。

　若干引きつつも、ここまでされると断れない。「では」と受け取り、ためらい気味に口をつけた。

　しかし、ひと口飲んでみたものの、正直想像していたほどのおいしさは感じず、微妙な顔になってしまう。

　こ、これが好評なの？　青臭いし、なんか不思議な風味がするわよ。

　笑顔で感想を待っている彼に申し訳ない気分になってくる。

　苦手なのは私だけなのだろうか。

　なんと言えばいいかわからなくて、とりあえずもうひと口我慢して飲んでみたとき、ラシュテさんがこんなことを話しだす。

「噂を耳にしました。あなたが閣下の恋人なんですよね。聞いていた通り、とても美しい」

　寄せた眉根を見られないよう俯いていた私の耳に届く穏やかな声色は、次の瞬間に一変した。

「だが……少々頭が弱いようだ。こんな簡単な手に引っかかるなんて」

　急に冷たくなった言葉にギクリとして、顔を上げる。途端に、なぜかめまいのような感覚に襲われ、くらっとした。

　……なに？　今の。それに、『簡単な手に引っかかる』ってどういうこと？

　片手を軽く額に当ててラシュテさんを見やれば、さっきまでの笑顔は冷笑に変わっている。

　そこではっとした。この飲み物はジュースなんかではなく、危ない〝なにか〟なのではないか、と。

　自分に危機が迫っていることに気づいた瞬間、ぐっと腕を掴まれ外へ引っ張り出された。その衝撃で手から瓶が落ち、割れた音が響く。頭がくらくらし始め、思うように抵抗できない。

「っ、なにするの!?」

「一緒に来るんだ。あんたが他の男に汚されたと知ったら、閣下もさぞ屈辱だろう」

　ニタリと口の端を上げる彼を見て、背筋に悪寒が走った。

　まさか、私を手て籠ごめにしようとしているわけ？　冗談じゃない！　それでセイディーレに屈辱を味わわせようとしているみたいだけど、なぜそんなことを？

「どうして……っ、セイディーレになにか恨みでもあるの!?」

「恨みしかない。俺を牢ろう屋やにぶち込んだ張本人だからな」

　力が入らなくなっていく足で、引きずられるようにして歩きながら叫ぶと、ラシュテさんはそう吐き捨てた。

　この人、悪さをしてセイディーレに裁かれた人だったんだ。

「あいつは悪魔だ。俺が強盗に入ったのは家族のためだったのに、その事情なんてお構いなしに重罪にされた」

　またしても耳にすることになった『悪魔』という単語。憎々しそうに口にされた話を聞いて、ほんの一瞬、恐怖や危機感が薄れた。

　引っ張られる腕を逆にぐいっと引き、反射的に足を止めて振り返った彼に落ち着いた声で尋ねる。

「あなたの家は、お金がなかったの？」

「あぁ。あんたらには想像がつかないくらい惨めなもんだったよ」

　ラシュテさんは冷たい嘲笑を漏らして言った。

　お金に困って、仕方なく家族のために犯罪を犯したのだろうか。でも、同情するような事情があるなら、セイディーレは血も涙もないような判決は下さないはず。きっとなにか理由があって、きちんと考えた上での結論を出したに違いない。本当の彼は、そんなに無情な人ではないのだから。

「セイディーレはきっと最良の判断をしたはずよ。あなたの気持ちも汲んだ上で――」

　なんとか宥めるため説得しようとしたものの、正面からものすごい力で両腕を掴まれ、息が詰まった。

　彼の目が血走っている。身体も熱くなってきて動どう悸きがしてくるし、今私の身に起こっていることすべてが怖い。

「偉そうな口利くんじゃねぇよ。今すぐ黙らせてやる」

　我を忘れたような彼の顔が近づいてきて、ギュッと目をつぶる。

　嫌よ！　セイディーレ、助けて……!!

　顔を背け、心の中で必死に叫んだ、そのときだった。

「貴様、なにをしている!?」

　恋しかった声が耳に飛び込んできたと同時に、ラシュテさんが私から引き剥がされる。

　解放されてふらつき転びそうになった身体が、片腕で抱きかかえられた。開いた目の先には、指揮官様の珍しく焦った表情が映る。

「セイディーレ……！」

「大丈夫か!?」

　心底心配しているのが見て取れる彼に抱きしめられながら、コクコクと頷いた。

　来てくれてよかった……。

　一気に安堵して力が抜け、崩れ落ちるようにへたり込んだ。

　私の肩を抱いていたセイディーレは、逃げ出したラシュテさんに目を向けると、一目散に追いかけていく。

　捕まりそうになった彼は、悔しげに顔を歪ませて短剣を引き抜いた。それを迷わずセイディーレに向け、幾度も攻撃をしかけてくる。

　しかし、セイディーレはその動きをすべて予測できているかのように、スッと身を引いたり、左右に身体を避けたりして、斬りつけてくる刃を軽やかにかわす。

　諦めずにラシュテさんが突きを繰りだした直後、セイディーレはその伸ばされた腕をすばやく掴んで捻り上げた。痛さで呻うめき声を上げた彼の手から、短剣が滑り落ちる。

　セイディーレはすかさず足をかけて彼の身体を倒し、あっという間に地面に押さえつけた。

　一連の華麗なアクションを、私は座り込んだまま呆然と見つめていた。

「彼女になにをした。答えろ！」

　馬乗りになったセイディーレは、ラシュテさんのシャツの襟を引っ張り、声を荒らげる。

「ククッ……そんなにムキになって、黒の騎士殿が滑稽ですねぇ」

　捕らえられたにもかかわらず、ラシュテさんは挑発するように笑った。

　険しい表情のままシャツを握るセイディーレの手は、怒りで震えているように見える。

「お前を牢屋に放り込んだ俺へのあてつけか。くだらないことを」

「彼女が具合悪そうにしてたんで、病院に連れていってあげようとしただけですよ」

　ラシュテさんは薄ら笑いを浮かべて平然と嘘をつく。

「俺が悪さをしているところを見たわけじゃないでしょう。それなのに暴力を振るうんですか？　それとも、あのときみたいにまた牢屋に――」

　彼が挑発を続けていた最中、グサッ！　という恐ろしい音が響いて、私は息を呑んだ。

　それはラシュテさんも同じだっただろう。自分の喉のすぐ横の地面に、セイディーレの剣の切っ先が突き刺さっているのだから。

　目を見開いて硬直するラシュテさんを、セイディーレは凍りついた瞳で見下ろし、「いいや」と低い声で呟く。

「極刑にしてやるよ。次になにかしたときはな」

　なんの感情もないような表情になって警告する彼を、初めて心の底から『怖い』と感じた。彼の内面を知らない人がこんな姿を見たら、悪魔のようだと思っても仕方ないかもしれない。

　セイディーレは、軽口を叩く余裕もなくなったらしくおとなしくなったラシュテさんから離れる。未遂だったこともあり、今回は見逃すつもりなのだろう。

　こちらに戻ってくると、私の肩を抱いて立ち上がらせてくれた。そして、まだ仰向けになったままの彼に釘を刺す。

「二度とここに、この娘に近づくな。俺に復ふく讐しゅうしたいなら、死ぬ覚悟を決めてから直接狙いに来い」

　凄みのある声で恐ろしいことを言うセイディーレは、私を支えて歩きだそうとしたものの、「あぁ、それと」と続け、もう一度ラシュテさんのほうを振り返った。

「酒だのギャンブルだのでお前がつらい思いをさせていた、大事な大事な〝家族〟のことだが」

　少々嫌味っぽく口にされた言葉で、やっと上体を起こしたラシュテさんはピクリと反応を示す。

　今の発言からすると、お金がなくて困っていたのは、ラシュテさん自身の金遣いの荒さが原因だったってこと？　それなら有罪にされたって文句言えないじゃない。

　裁判のときにも、罪を軽くするために家族を利用していたのだろうか。もしもそうだとしたら、本当にどうしようもない人だ。

　真実が明らかになって呆れていると、セイディーレは口元にだけ冷笑を浮かべて告げる。

「今はお前の知らない土地で、皆幸せに暮らしている。喜べ」

　それを聞いて、ラシュテさんはチッと舌打ちをしてのっそりと立ち上がると、うなだれながらどこかへと去っていく。

　彼の事情は詳しくはわからないけれど、セイディーレに八つ当たりしていたのは確かだろう。そんなのはお門違いだし、もう二度としないでほしい。

　セイディーレのように人を裁く立場であると、こういった恨みを買ってしまうこともあるのだろう。だから、悪魔だという噂が流れてしまっているのかもしれない。

　少し同情しながらも、セイディーレに促されて今度こそ邸宅に向かって歩きだす。

　彼はぴたりと身体を密着させ、私の背中と腕を包み込むようにしっかりと腕を回している。支えてくれるだけじゃなく、何物からも守ってくれるように。

　その温かく頼もしい腕の中はとても安心できて、緊張していた身体と心が次第にほぐれていくのを感じた。

　ところが、庭園をゆっくり歩いている間、セイディーレの手が触れている部分が特に熱く、なんだかとても敏感になっているような気がしていた。

　私の身体はどうしたんだろう、と不安になっていると、心配した様子に戻ったセイディーレが問いかける。

「いったいなにがあったんだ、あいつを入れたのか？」

「ううん、玄関先で少し話を……。昼間あの人を見かけて、アンジェが顔見知りだって言ってたから油断して……ごめんなさい」

　私は次第に声を弱くして俯いた。

　おそらくラシュテさんは、昼間に私を見てセイディーレの恋人だと悟ったのだろう。それでこんな復讐を企てたに違いない。もっと用心するべきだった……と後悔しても遅い。

「アンジェはどうした？」

　視線を落としていた私は、アンジェのことを聞かれてはっとし、ぱっと顔を上げた。事情を説明しておかなければ、彼女の責任だと思われてしまうかもしれない。

「お母さんの具合が悪くなったっていう連絡を受けて、私が『行って』ってお願いしたの。だから、アンジェを責めたりしないで」

　真摯に頼むと、セイディーレは難しい顔をしているものの軽く頷き、「そうか……わかった」と答えてくれた。

　そうしてドアの手前まで来たとき、地面に散らばっている割れた瓶とこぼれた液体を見て、セイディーレが眉根を寄せる。

「なんだ、これは……。まさか、これを飲んだんじゃないだろうな？」

　肩を抱く手に力を込められ、なぜかビクッと過剰に反応してしまった。怒られそうで怖いからとかではなく、本当に無意識に。

　おかしな反応を見せる身体に戸惑いつつ、「少しだけ」と正直に答えた。

　険しい表情でしゃがんだ彼は、液体がついた瓶の欠片かけらを拾い上げて匂いを嗅ぐと、心底忌々しそうな顔をする。

「これはおそらく媚び薬やくだ。お前の理性をなくさせようとしたんだろう」

「媚薬!?」

　そんなものだとは思わず驚いたけれど、身体の異常と照らし合わせれば納得できた。内から湧いてくる熱さともどかしさ、少し触れられただけで敏感になってしまうのも、媚薬の効果なのだ。

　こうやって私をその気にさせ、弄ぼうとしていたのだと考えると身震いがする。

「どうしよう……どうすれば治る？」

「心配するな、時間が経てば自然とよくなる。とりあえず部屋に行こう」

　セイディーレは私を安心させるように優しく言い、中へと促した。

　静かなホールを抜けて階段の手前まで来ると、セイディーレは「掴まれ」とひと声かけて、私の背中と膝の裏に手を回す。軽々と丁寧に私を抱きかかえて、静かに階段を上ってくれる。

　その対応にすら異常にドキドキしてしまって、冗談ではなく不整脈を起こしそうだ。まるで、こうして触れ合えていることに身体が悦んでいるみたい。

　この高ぶりをどうにか抑えたくて、彼の服をギュッと掴んでいると、昨日と同じゲストルームに運ばれ、そっとベッドに下ろされた。

　寝かされると、天蓋の下でセイディーレが心配そうに私を覗き込む。

「気持ち悪かったりしないか？」

「それは大丈夫。でも、なんか自分の身体じゃないみたいで……もう、やだ」

　どうにもできない歯がゆさと、自分がとてもふしだらな女になったような気がして、ふいに涙が込み上げる。まるで熱に浮かされたように火照る顔を右手の甲で隠した。

　隣から、大きくため息を吐き出すのが聞こえてくる。

　また迷惑をかけてしまった。マイナスのことしかできない自分が情けなくて、悔やんでも悔やみきれない。

「怒ってる、よね……。本当にごめんなさい」

　顔を隠したまま謝ると、髪にそっと触れられる感覚がした。

　少し手を退けてみれば、ベッドのすぐ脇で椅子に座り、眉を下げた彼が切なげな瞳で私を見つめている。

「怒ってるのはお前に対してじゃない。お前を危険な目に遭わせた自分に対してだ。山賊を追いに出るより、そばについているべきだった」

「そんな、セイディーレのせいなんかじゃないわ。アンジェがいなかったのもたまたまだし、こうなったのは自業自得なんだから」

　私は小さく首を横に振り、自分が悪いのだと訴えた。

　肩を落としている彼の姿を見るのは初めてだ。普段からは想像がつかないくらい弱々しく感じ、こちらの胸が苦しくなる。

　セイディーレはなにも悪くない。むしろ助けてくれたのに。私のことでそんな顔をしてほしくない。今すぐ抱きしめてあげたいし……抱きしめてほしい。そうすれば、お互いのやるせなさが少しでも和らぐだろうか。

　そう思った瞬間、勝手に身体が動き、上体を起こした私はセイディーレの首に両腕を回していた。

「っ……リルーナ？」

　驚きと戸惑いが混ざったような声を出す彼を、黙ったままただ抱きしめる。

　やめろと言われるかと思ったものの、意外にも彼はじっとしていた。しばらくするとそっと背中に手が回される。そうして、言葉がなくても気持ちが伝わっているかのように、お互いにしっかりと抱きしめ合った。

　……あぁ、どうしよう。どんどん愛しさが膨れ上がって、身体の奥が疼く。身も心も、セイディーレのものにされたい。そんなふうに思うのは恥ずかしいのに、真剣に願ってしまう。

　媚薬のせいもあるのだろうけれど、それよりもっと大事な、〝この人が好き〟という気持ちが私を淫らにさせているような気がした。もともと持っていた恋心に拍車がかかって、もう抑えきれない。

「……好き」

　抱きついたまま、堪えきれずにぽつりとこぼすと、柔らかな黒髪が動いて頬をくすぐる。

「え？」

「私、セイディーレが好きなの」

　思いきって告白した瞬間、彼はぴたりと静止した。しかし、すぐに私の腕を掴んでゆっくり身体を離す。

「お前……」

　呟いた彼は、驚いたような信じられないというような顔をしている。

「一時の気の迷いじゃない、本気よ。あなたにもっと触れたいし、触れてほしい」

　羞恥心はどこかに飛んでいってしまったかのように、正直すぎる発言をしていた。こんなことを言っても引かれるだけだと、百も承知なのに。

　案の定、セイディーレは困りきった顔をして私を宥める。

「それは媚薬のせいだ。少し我慢すれば治まる」

「違う。それもあるだろうけど、誰にでもその気になるわけじゃない。あの人には嫌悪しか感じなかったもの」

　相手を愛する気持ちが根本になければ、媚薬なんて意味がないのだ。実際に、今の私がそうなのだから。

「セイディーレだからよ。私がこんな気持ちになるのは」

　潤んだ瞳でまっすぐ見つめ、必死に訴えた。

　だけど彼は珍しく動揺を露わにして、私から顔を逸らす。

「それ以上言うな」

　いつもの冷静さを少し欠いたような声で制された。

　そうよね、伝えたところでどうにもならない。私が結ばれるべき相手はすでに決まっていて、この恋が実ることなどないんだもの。

　現実を実感すると、悲しさで再び涙が込み上げる。それでも、言わずにはいられない。初めての本気の恋を、自分の中だけに留めておくことができるほど大人じゃないし、きっと伝えるチャンスは今しかない。彼と一緒にいられるこの時間が、いつ終わるかわからないのだから。

　彼の制止を聞かず、私は口を開く。

「出会ったときから、あなたは私にとって特別だった」

「……やめろ」

　セイディーレはわずかに顔をこちらに向け、鋭い瞳で睨みつける。でも、止められない。

「好きなの。あなたにこの想いを持ってはいけないとわかってても、どうしても――」

　溢れてくるもので声を詰まらせながら、想いを吐き出していた、そのとき。

　唇に柔らかく温かいものが押し当てられた。伏せた長いまつ毛、肌で感じる息遣い。初めての甘い感覚に意識が飛びそうになる。

　……私、セイディーレと……キ、ス、してる？

　まさか口づけで唇を塞がれるとは思わず、ただただ放心状態に陥る。一瞬で涙も引っ込んでしまった。

　唇が離され、まだ前髪が絡み合うくらい近くでセイディーレが呟く。

「頼むから黙ってくれ」

　懇願するような声に普段の威圧感はなく、セクシーな困り顔で独り言のように続ける。

「抑えられなくなるだろうが……これまで、ずっと押し殺してきたのに」

　押し殺してきた？　ということはまさか、彼も同じ気持ちだったということ？

　そんなふうに安易に考えてしまうのは、私の自惚れだろうか。

　目をこれでもかと見開き、口から出そうなほど暴れる心臓を抑えながら彼を見つめる。

「セイディーレ……もしかして――」

「黙れ」

　彼の気持ちを確認しようとしたものの、少々横暴なひとこととは裏腹な甘い口封じを再びお見舞いされてしまった。

「んっ……ふ、ぅ……！」

　今度のキスは長く、酸素を求めて少しだけ開いた口の隙間から舌を差し込まれ、どうしたらいいかわからなくなる。絡ませられる舌に必死に応えているうちに、力が抜けた身体はベッドに沈んだ。

　唇が離れていき、閉じていた目をゆっくり開けると、覆いかぶさるセイディーレが黒髪の隙間から獣のような瞳で私を見つめている。

　身体がじりじりと焼けるように熱い。彼の視線だけで溶かされてしまいそうだ。

「その疼いた身体、俺が鎮めてやる」

　色気が溢れる声でそう言われた瞬間、不快ではないゾクリとした感覚が走り、大きく心臓が跳ねる。近づいてくる綺麗な瞳を見つめ、これからの行為を想像して覚悟を決めた。

　セイディーレの気持ちはわからないし、もし私と同じだったとしても、この恋が許されるはずがない。それでも、不謹慎かもしれないけれど、許されないからこそ彼と触れ合っていられる今のこの瞬間を幸せに思う。

　何度も重ねられる唇は、小鳥のようについばんだり、かと思えば食べられてしまうくらいに荒々しかったり、私を翻弄してやまない。彼の手が腰から上へと身体のラインをなぞるだけで声が漏れ、胸の膨らみに到達すると思わず小さな悲鳴を上げてしまった。

　ドレスの上からでもこんなに反応してしまう。これ以上のことをされたら、自分がどうなってしまうかわからない。

　なにをされても構わないと思っていたくせに、一抹の不安がよぎる。

　片手で口を押さえて強く目を閉じていると、首筋に唇を這わせていたセイディーレが顔を上げ、私の頬にそっと手を当てる。

「キスだけにしてやるから、安心して眠れ」

　私の不安を察知したのか、真綿のような優しい声とわずかな微笑みで、全身を温かく包み込んでくれた。

　また私を思いやってくれる。いっそ乱暴にして、嫌いにさせてくれたらいいのに。……なんて、なにをされても嫌いにはなれないだろうけど。

　うまく回転しない頭でそんなふうに考えていると、セイディーレは私の隣に添い寝して、片手で抱き寄せた。

　彼の体温と匂いに安堵して、過敏だった身体も落ち着きを取り戻していく。髪を撫でられ、労わるようなキスを繰り返されて、次第にぼうっとしてきた。トロンとしていた目は、瞼を開けていられなくなる。

「セイディ、レ……」

　もう一度好きだと伝えたかったけれど、そこまでが限界だった。子供みたいに彼の腕に包まれ寝かしつけられて、意識は深いところへどんどん落ちていく。

「大丈夫、俺がそばについている」

　優しく囁かれたひとことに、なぜか懐かしさのようなものを感じながら、私は意識を手放した。










疑惑の悪魔と愛を結ぶ




　ふわふわと意識が浮上してきて、重い瞼をゆっくり開いた。横を向いた状態で伸ばした手は、真っ白なシーツの上にある。

　寝返りを打とうとしたが、腰は窮屈でスカートは重く、とても動きづらい。

　あぁそうか、私、着替えもせずに寝てしまったんだっけ。セイディーレに頭を撫でられて、抱きしめられて、キスされて……って!!

　昨夜の密事をすべて思い出し、勢いよく上体を起こした。少しだけめまいがするけれど、他はなんともなさそうだ。

　それから誰もいない部屋とぬくもりが消えている隣を見て、サーッと血の気が引き、両手で頭を抱えた。

「わ、たし……なんてハレンチなことを……！」

　いくら媚薬を飲んだからとはいえ、告白した上に彼を誘うような言動をするなんて。冷静になってみれば大失態だ。

　でも、セイディーレが私にキスをするとは思わなかった。あんな、とろけるような甘くて優しいキスを、何度も……。

　口づけの感覚を思い返すと、青ざめた顔に熱が戻ってきて、薬の効き目はとっくに切れているはずなのにまたドキドキしてくる。

　ど、どうしよう。顔を合わせるのがすごく気まずい……。

　ベッドの上に座ったまま眉根を寄せて悩んでいると、コンコンとドアがノックされてドキリとする。セイディーレだったらどうしようと思いながら、乱れた髪を慌てて整え、「はい！」と返事をした。

　ガチャリとドアが開かれる。そこから顔を覗かせたのは、神妙な表情のアンジェだった。

「ルリ、起きた？」

「アンジェ！」

　ホッとして笑顔を見せる私だけれど、すぐに彼女のお母さんのことを思い出す。

　今ここにいるということは大丈夫だったのだろうか。そうであってほしいと願いつつ、少し遠慮がちに口を開く。

「お母さんどうだっ――」

「ごめんね、ルリー!!」

「へ？」

　私の言葉を遮るように叫んだアンジェは、キョトンとする私に悲痛な表情を浮かべて駆け寄ってくる。

「セイディーレ様から聞いた。昨日、あの男が変なもの持ってきたんだって!?　あたしがひとりにさせちゃったからだよね……本当にごめん!!」

　ひと息に言って彼女が深々と頭を下げるので、私はぶんぶんと首を横に振る。

「ううん、全然アンジェのせいじゃないから！」

「セイディーレ様もそう言ってくださったけど、やっぱり申し訳なくて……」

　俯くアンジェは眉を八の字にしていたものの、ぱっと顔を上げると今度は怒りだす。

「だって、腐った野菜ジュースを持ってきたんでしょう!?　ほんと最低！　飲む前にセイディーレ様が来てくれてよかったよ」

「……あ、そういうことになってるんだ」

　彼女の言葉に拍子抜けして、私は苦笑を漏らした。

　なるほど、セイディーレはあの中身が媚薬で、私がそれを飲んでしまったということは内緒にしておいてくれているのか。確かに、アンジェに本当のことを言えば、必要以上に心配をかけるだろうし、責任を感じてしまうかもしれないものね。

　納得して、アンジェに笑顔を向ける。

「私のことは本当に気にしないで。それより、アンジェのお母さんは？」

　真剣な顔に戻ってもう一度尋ねると、彼女は少し眉を下げて笑う。

「風邪をこじらせちゃったみたい。でも、もう山は越えたからひとまず大丈夫だろうって」

「そっか……よかった」

　大事に至らなかったことがわかり、私は安堵のため息を漏らした。彼女のたったひとりの家族だもの、どうか長生きしてほしい。

「ありがとう。ルリが行けって言ってくれなかったら、たぶん後悔してたと思う」

　改まって感謝を口にするアンジェに、私は微笑んで小さく首を振った。

　そうして少し話をしたあと、「朝食できてるから、いつでもどうぞ」と声をかけて部屋を出ていこうとするアンジェを呼び止める。

「ねぇ、あの……セイディーレは？」

　彼がいるとすれば、顔を合わせる前に心の準備が必要だから、一応聞いておきたい。

「居間にいるよ。今日は巡回には出ないって」

「そ、そう」

　あぁ、やっぱりいらっしゃるのね……。どんな顔をして会えばいいのかわからない。

　再び頭を抱えて唸る私を、アンジェは怪訝そうに見ていた。




　いつまでも部屋から出ないわけにもいかないので居間に向かい、そーっとドアを開けて中を覗くと、昨日と同じように新聞を読んでいるセイディーレがいた。

　その姿を見た途端、心拍数が急上昇する。胸を押さえてドアに掴まっている私に気づいたアンジェに、「なにやってるの？」と指摘され、ようやく中へ足を踏み入れた。

　そろりそろりと昨日と同じ席に近づき、なんとか平静を心がけて挨拶をする。

「お、おはよう」

「あぁ」

　彼は新聞から目線を移すことなく、短く返した。

　この反応は、〝昨日のことはなかったことにしておきたい〟という意思の表れ？　そうよね……そうするしかないと思うけれど、目も合わせてもらえないのは少々切ない。

　とりあえず今は何事もなかったかのように接しよう、と心に決めると、料理を持ってやってきたエトワルくんが気の毒そうに声をかけてきた。

「ルリさん、昨日は大変でしたね。すみません、僕がもっと早く帰っていれば……」

「あぁ、いいのいいの！　そんなこと気にしないで。それより、エトワルくんも試合はどうだったの？」

　お願いだからもうぶり返さないでください、と心の中で念じ、そのあとは騎馬試合についての話へと方向転換させた。

　刺激を受けてきたらしいエトワルくんが興奮気味に話すのを聞きながら、和やかな朝食が始まる。私は終始セイディーレのことを意識してしまっていたものの、一度も目が合うことはなかった。




　彼は今なにを思っているのだろう。ずっと気まずいままなのは嫌だけれど、どうしたらいいのかわからない。

　悶もん々もんと考えを巡らせながら、朝食を終えたあとに湯浴みをさせてもらい、ボルドー色の上品なドレスに着替えた。

　今日もアンジェとエトワルくんは菜園で作業をしていて、その間セイディーレは武器の手入れを、私は部屋の掃除を手伝っていた。

　いまだに悩みながらホールのテーブルを拭いていたとき、キンコンと玄関のベルが鳴った。

　昨日のことを思い出し、一瞬身体が強張る。しかし、すぐにやってきたセイディーレが「俺が出る」と向かってくれた。

　誰だろう？　と少し緊張しつつ、彼がドアを開ける様子を窺う。

「あなたは……」

　外の光が入ってきた直後、若干驚いたようなセイディーレの声が聞こえてきた。

「突然の訪問をお許しください。ハーメイデン国の騎士団長を務めております、セアリエ・バークリーと申します」

　馴な染じみがある声と白い制服、そして金色の短髪が見えた瞬間、私は目を丸くして動きだしていた。

　嘘、まさかここで会えるなんて！

「セアリエ!?」

　振り返るセイディーレの向こうに立つセアリエは、駆け寄る私を見てぱっと表情を明るくする。

「姫様！　お元気そうでひと安心いたしました」

「私もよ」

　私たちは手を取り合い、お互いとハーメイデンにいる皆の無事を確認して喜んだ。

　まだほんの数日なのに、ずいぶん顔を見ていなかったような気がする。やっぱりセアリエに会えるとホッとするし、一気に故郷が恋しくなる。

　でも、なぜ彼はここにやってきたのだろう。

「どうしてここに？」

「姫様とセイディーレ閣下にいくつかご報告がございまして……少しお時間をいただけますか？」

　そう言われて、私とセイディーレは思わず目を見合わせる。

　今日初めて視線が合いドキリとするも、「どうぞ」と中へ促す彼の声で、いったん昨夜のことは頭の隅に置いておくことにした。

　セアリエと共に応接間へ入ると、小さめのテーブルを囲んでそれぞれ椅子に腰かける。アンジェがいないため、私がお茶を用意しようかと思ったけれど、セアリエが「姫様にそんなことさせられません！」と断固拒否するので、渋々やめておいた。

「まず、山賊の首領だと目星をつけていた人物を、クラマインの騎士団と共に昨夜捕らえました」

　私とセイディーレに向かい合うようにして座ったセアリエが単刀直入に言った。

「えっ、本当に!?」

　喜ばしい報告に私は身を乗り出して声を上げるものの、セアリエの表情は思いのほか浮かない。

「しかし、閣下がおっしゃっていた姫様のネックレスは所持しておりませんでした」

　思わぬ言葉が飛び出し、私は目をしばたたかせる。

　私のネックレスって、山賊に奪われてしまったお母様の形見のことよね？　あれがなにか関係するのだろうか。

「それ……どういうこと？」

「ネックレスを所持している人物を探せと、閣下からのご指示がありまして」

　セアリエからセイディーレに目を向けると、長い足を組む彼は表情を変えずに淡々と説明する。

「ネックレスを奪った山賊が、唯一姫の顔を見ている。そいつを捕らえない限り、安全とは言えない」

「その通りです。昨夜捕らえた者が首領であることは間違いありませんが、ネックレスを奪った人物が個人的に動いている可能性も十分にあります」

　ふたりの会話を聞いて、はっとした。

　確かに、私はあのとき顔を見られている。王家の紋章を見れば私が姫だと気づくだろうし、彼らは記憶を頼りに捜しているかもしれない。

　そんなことまで見抜いていたセイディーレについ感心していると、セアリエが難しい顔をして続ける。

「首領をカモフラージュにして、我々がそちらに気を取られている間にこの場所を突き止め、密かに攻めてくるかもしれません。今、ここへ来るまでは怪しい動きは感じられませんでしたが、お気をつけください」

　どうやら、まだまだ安心はできないらしい。一瞬だけ見えた光が消えてしまい、私は肩を落とした。

「本当なら、すぐにでも姫様を連れて帰りたいですが。……私はいまだに、姫様が閣下といること自体危険だという懸念を捨てきれておりませんので」

　挑戦的な目つきで続けるセアリエを、セイディーレは静かに見つめ返す。

　どうしたのだろう。私を守ってくれている相手に対して、そんな無礼なことを言うなんて。

「セアリエ、今の発言は失礼よ。会談のときもそうだったでしょう。どうしてあなたはセイディーレ……閣下のことを、そんなに目の敵にするの？」

　私は眉根を寄せ、毅然とした声で物申した。

　しかしセアリエは私の問いには答えず、セイディーレを見つめたまま再び口を開く。

「八年前に姫様を襲った悪魔の正体は、あなたではないのですか？」

　あまりに衝撃的なひとことで、私は一瞬声を失い、愕然とする。

　私を襲った悪魔がセイディーレ？　そんなこと、あるわけないじゃない。いったいどうしてそんな憶測をするの？

「なに、言ってるの……？」

「以前、耳にしたことがあるのです。八年前のあの日、黒髪にエメラルドグリーンの瞳の男を城の辺りで見たという噂を」

　淀よどみのないセアリエの声を聞き、心臓が大きく揺れた。初めて知った事実に衝撃を受けるも、彼は話を続ける。

「もちろん、それだけで悪魔だと断定することはできません。ですが、あなたは冷酷非情で悪魔のような人間だと有名らしいですね。そんな方が、いくら親交のあるハーメイデン国のためとはいえ、なんの縁もない姫様をここまで護衛するというのは、いささか不自然な気がするのです」

　猜さい疑ぎ心しんに満ちた視線を向けられるセイディーレは無表情のままで、こんなときでもまったく動揺していない。まるで、こんな疑いをかけられることも予期していたかのように。

　一方の私は、信じたくないという思いから憤りを抑えることができず、思わず立ち上がって声を荒らげる。

「そんな……それはセアリエの憶測でしょう!?　城で見たというのも、きっと見間違いよ。だって、もし彼が悪魔だとしたら、私はとっくに危害を加えられているはずじゃない！」

「そうできなくなってしまった理由があるのかもしれません。例えば……」

　落ち着いた様子のセアリエは、私から再びセイディーレに視線を向け、あろうことかこんなひとことを放つ。

「姫様に恋をしてしまった、とか」

　ドクン、と胸の奥で重い鐘のような音が響いた。

　ふいを突かれたように押し黙る私も、セイディーレに目をやる。だけど、伏し目がちな彼がなにを考えているのかはまったく読み取れない。

　張り詰めた空気の中、しばし沈黙が流れる。

「……諸々を否定しないということは、私が言ったことをすべてお認めになるのですか？」

　なにも言葉を発さないセイディーレに痺しびれを切らしたのか、少し苛立ったような口調でセアリエが詰め寄った。

　そこでようやく、セイディーレが口を開く。

「私が否定したところで、あなたは信じてくださらないでしょうから、お見苦しいだけかと思いましてね」

　わずかな微笑と嫌味を交えてかわした彼に、セアリエはあからさまにムッとしている。

「私はクラマイン王国とノルカーム陛下に忠義を尽くす身。国にとっても大切な姫をお守りするのは当然のことです」

　毅然と答えるセイディーレは「それに」と続け、まっすぐセアリエの目を見据えた。

「私自身も、リルーナ姫をなによりも大切に思っていると、断言しておきます」

　……そのひとことで、強張っていた心が柔らかくほぐれていく。

　真実がどこにあるのかはわからないし、今の彼の発言もその場しのぎのものかもしれない。それでも、はっきりしていることがひとつだけあると気づいた。

「セアリエ」

　私の呼びかけに反応してこちらに顔を向けた彼に、穏やかな笑みを見せる。

「心配してくれてありがとう。でも、誰になにを言われても、私は閣下を心から信頼しているわ」

　そう、これだけは確かだ。セイディーレのことが好きで、彼を信じたいという自分の気持ちだけは。

「八年前、本当に彼が私を襲おうとしていたのだとしても。私は、今一緒にいる閣下のことを信じたいの」

　ぐっと手を握り、迷いなく言い切った。

　セイディーレは、綺麗な瞳で私を見つめる。そのエメラルドグリーンがなぜか切ない色に見えるのは、彼の凛々しい眉尻がわずかに下がっているからだろうか。

　セアリエの険しかった表情も次第に戻り、私から目を逸らすとため息を吐き出した。

「……姫様もアドルク陛下も閣下を信頼している以上、私にはどうすることもできませんね。先ほど姫様がおっしゃった通り、私が申し上げたことはただの臆測にしかすぎませんし」

　刺々しかった口調も平静になってきて、セアリエは真剣な眼差しをセイディーレに向ける。

「ただ、どうしても確かめたかったのです。あなたが姫様の護衛にふさわしいかどうかを」

　そう言うと彼は腰を上げ、「今さらですが、数々の無礼な発言をお許しください」と頭を下げた。




　セアリエはほんの十数分で、この別荘を出ていった。

　帰りがけにセイディーレに呼び止められ、ふたりが玄関先でなにかを話していたのが気になるけれど、ホールに再びふたりきりになると微妙な緊張感に包まれ、いたたまれなくなる。

　セイディーレが私を襲おうとしていた悪魔だなんて話は信じてはいない。でも、あの日セイディーレに似た人物を見た人がいるというのは、いったいどうしてなのだろう。

　あのセアリエが嘘をついているようにも思えないし……と、ホールに立ったままぐるぐると考えを巡らせていたときだった。

「……怖くないのか」

　ふいに声が投げかけられ、ぱっと振り向くと、セイディーレが玄関のドアのほうからこちらへゆっくり近づいてくる。

「あんな話を聞いたら、多少なりとも警戒するものだろう」

　そう言って目の前で足を止めた彼を見上げ、私はふっと笑みをこぼした。

「怖くなんてないわ。今さらでしょう」

　出会ったときから、彼は危険そうで冷たい雰囲気を漂わせていたけれど、怖いとは思わなかったもの。もちろん、今も。

　セイディーレは、理解しがたいとでも言いたげに少し眉根を寄せる。

「俺が本当に安全だという確証もないのに、どうしてそこまで信じられる？」

　確かに、セイディーレはきちんと否定したわけではないし、真実はどうなのかわからない。でも……。

　少し思案して浮かんだ答えは、たったひとつ。

「そんなの……好きだから、っていう理由以外ないわ」

　この想いだけは揺らがないと開き直れば、あっけらかんと答えることができた。

　セイディーレは一瞬視線を泳がせ、目を伏せる。

「どうして、俺なんかを……」

　ぽつりと呟き、私と目を合わさずにさらに続ける。

「お前は王太子と結婚する身だろ。不毛な想いなど、持っていても無意味だ」

　そう吐き出す彼の手は、なにかを堪えるように拳を握っている。

　……不毛な想いは持っていても無意味？　確かに、この恋に未来なんてないだろう。でも、私はそんなに悲観してはいない。

「そうかしら」

　笑みを浮かべて異論を唱えようとする私を、迷いが表れているような瞳が捉える。

「誰かを本気で愛することができた。それだけで、私にとっては十分意味のあることよ」

　セイディーレに出会わなかったら、愛することの喜びを知らないまま結婚していたに違いない。たとえ偽りでも、恋人気分を味わわせてくれたことも、今となってはいい思い出だし、感謝している。欲を言えば、本当に愛されてみたかったけれど。

「愛する人に愛してもらえたら、どれだけ幸せなんでしょうね……」

　こんなことを願うのは贅沢だとわかっている。微笑みに切なさを滲ませて、私はゆっくり視線を落とした。

　その数秒後、ぐっと腕を掴まれたかと思うと、突然セイディーレがどこかに向かって歩きだす。

　同時に、玄関のドアが開き、菜園から戻ってきたアンジェとエトワルくんが姿を現した。しかし、私たちを見てキョトンとするふたりには目もくれず、セイディーレは私を引っ張っていく。

「セイディーレ!?」

　呼びかけてもなにも応えない彼は、階段を上って廊下を進み、ある一室のドアを開ける。セイディーレの部屋だ。

　そこへ引き込まれ、ドアが閉まった瞬間、驚く間もなく唇を塞がれた。

「っ、んん……！」

　片手で後頭部を支えられ、何度も角度を変えて交わされる激しいキス。その荒々しさと甘さにクラクラして、私はなにも考えられずに彼の胸の辺りの服を掴むことしかできない。

　唇が離されると、はぁはぁと呼吸を乱して涙目で彼を見上げる。エメラルドグリーンの瞳は熱く、憂いを帯びた色に輝いていた。

　さらりと髪を撫でたあと、セイディーレの大きな手が私の頬をそっと包み込んだ。その仕草は優しく、温かくて、あの冷徹な彼はどこにもいない。

「……お前はいつもそうだ。素直で純粋で、恐れることもなく俺の中に一直線に飛び込んでくる。汚れを知らない、真っ白な天使のようだ」

　向き合った身体をぴたりと密着させたまま紡がれる、これまでにないほどの甘い声は、私の心臓を突き動かす。

「こんなに、愛おしくてたまらなくさせられるなんて……」

　ほんの一瞬、綺麗な顔が切なげに歪んだ。

　嘘……まさか本当に、セイディーレも私を愛してくれているの？

　信じられない気持ちになったのもつかの間、再びキスの雨が降り注ぐ。喜びと高揚感でいっぱいで、胸が張り裂けそうになる。

　必死でキスに応え、酸欠状態でぼうっとしてくる私を、セイディーレは軽々と抱きかかえてベッドに向かった。私を座らせると、寄り添うように彼も腰を下ろして苦笑を浮かべる。

「偽の恋人なんて演じるものじゃないな。そんなことをすれば、お前が欲しくなるだけだったのに」

「セイディーレ……」

　さっきから夢を見ているみたいだ。彼がこんな言葉をくれるなんてありえないと思っていた。

　感極まってなにも言えずにいると、抱きしめるように背中に手が回され、シュルッという音が聞こえた。

　……ドレスの編み上げ紐が外されている？

　そう理解して、反射的に胸元に手を当ててドレスを押さえる。さらに心拍数が上がる私の耳元で、セイディーレは手を動かしながら囁く。

「リルーナが狙われているとわかったときから使命感に駆られた。お前を守りたい、俺の一番そばに置いておきたいと、強く思った。それまで突き放していたのは、俺のほうが恐れていたからだ。お前に溺れてしまいそうで、怖かった」

　真面目な声で吐露された彼の心の内側を初めて覗けたとき、ドレスの紐は完全に外されていた。胸元に当てた手を離せば、あっさりと落ちるだろう。

　私たちは、抑えても足あ掻がいても無駄な、恋という深い海に落ちてしまったのだ。ならば、もうそこで身を任せるしかない。

　私はドレスを押さえていた手をセイディーレの頬へと伸ばし、そっと触れる。

「……今だけ、溺れて」

　そして私に、愛される幸せを味わわせてほしい。

　そのひとことが引き金になったように、頬に当てた手が取られると、彼の熱っぽい表情が急速に近づき、激しく唇を奪われた。

　ドレスを脱がされ、ベッドに優しく押し倒されて……それからはもう、与えられる初めての感覚に翻弄されるだけだった。

　唇で、手で、素肌をなぞられるたびに全身が甘く痺れる。自分でも触ったことがないような場所をじっくりと弄られて、羞恥心と恍こう惚こつ感かんで何度も意識が飛びそうになった。

「あ……ん、はぁ……っ」

　逞しく美しい彫刻のようなセイディーレの身体に組み敷かれ、抑えることができない声を漏らす。

　自分の声じゃないみたい。頭の中もおかしくなりそうだけど、媚薬の効果のような不快感はまったくない。

　お腹の奥が疼くような不思議な感覚を覚えていると、セイディーレは一度上体を起こした。

　余裕がなさそうな表情で濡れた唇を拭い私を見下ろす艶めかしい彼を、ぼんやり見つめる。

「……身体、溶けそう」

　吐息と一緒にぽつりとこぼすと、彼はふっと哀愁が漂う笑みを浮かべる。

「溶けて、混ざり合って、ひとつになれたら本望だ」

　そのセリフに激しく同調したとき、彼の手が私の脚を開かせた。

　言葉の通り、ひとつに繋がることができるのだと予感して、胸の高鳴りは最高潮に達する。

「あぁっ！」

　裂けるような痛みでひときわ大きな声を上げてしまうと、セイディーレが少し心配そうな顔を見せる。

「痛いか」

「ん……っ、そのほうが、いい」

　この愛しい痛みを、ずっと忘れたくないから。愛し合ったという記憶を、身体に刻み込んでほしい。

　セイディーレは熱い眼差しで私を見つめ、強く指を絡ませる。

　浅い呼吸をしながら、ゆっくりと自分の奥深くに彼が入ってくるのを感じていると、甘く掠かすれた声が鼓膜を揺する。

「愛してる、リルーナ」

　欲しかった言葉と共に抱きしめられた瞬間、熱いものが込み上げ、こめかみにひと粒の涙が伝った。

　身体を重ねることは、こんなにも愛情と快感が得られることなのだと、初めて実感した。想いが重なることのこの上ない幸福感と、それに比例して押し寄せる切なさも、すべてセイディーレが教えてくれた。

　これ以上愛せる人などいないと思うくらい、私の思考も身体も、あなたに支配されていると言ってもおかしくはない。

　隙間なくくっつき、抱きしめてくれる彼の首にしっかりと腕を回し、「私も」と囁いた。

　どれくらいの時間、そうしていたかわからない。求め合うままに吐息を混じらせ、シーツを乱して、私たちは密やかに愛し合った。










記憶の断片は別れと共に




　うっすら目を開けると、ぼんやりした視界に大好きな人の立ち姿が映った。

　……あぁ、私寝てしまったんだ。

　いつの間にか闇が広がった外を窓から眺めている彼はすでに軍服に身を包んでおり、私だけ裸のままベッドの中にいることが、なんだかいたたまれない。

　先ほどの情事を思い返すとまた身体が火照ってきて、大きなブランケットを頭まで被って悶もだえる。

　セイディーレとあんなことになるなんて思わなかった。最高に幸せだったけれど、同じくらいとても恥ずかしかった……。

「リルーナ」

「ひゃっ！」

　窓のところにいると思っていたセイディーレが、突然ブランケットの上から肩に触れて呼びかけてきたものだから、私は変な声を上げて顔だけ出した。

　彼は一瞬驚いたように目を丸くしたものの、ぷっと吹き出す。その顔がとても無防備で、胸がキュンと鳴った。

「ちょうど起こそうかと思っていた。身体は大丈夫か？」

「あ、え、えぇ」

　セイディーレはベッドに腰かけ、縮こまる私の髪を撫でる。そして、床に散らばった私の下着を拾って手渡してくれた。おずおずとそれを受け取ると、セイディーレはおもむろにドレスを手にしてこんなことを言う。

「着させてやる。こっちに来い」

「へっ!?」

　そんなことまでしてくれるとは思わず、声が裏返る。

　ちょっと待って。ということは、下着姿で彼の前に立たなければいけないわけで……それはさすがに恥ずかしい。

　まごついてしまうものの、姿見の前でじっとこちらを見て待つ彼からは、『早くしろ』という言葉が聞こえてきそうで断れない。とりあえずささっと下着を身につけ、ドキドキしながら彼のもとへ向かった。

　セイディーレが手にしていたのは、私がここへ来たときと同じ、動きやすく地味なドレス。どうしてこれを選んだのかな、となんとなく不思議に思ったけれど、特に気にせずそれを着させてもらう。

　私と、後ろで背中についているファスナーを上げようとしてくれている彼が、姿見に映る。こんなことをしてくれるなんて、出会った頃からは想像がつかない。

「……なんか、別人みたい。優しくて」

　ぽつりと素直なひとことがこぼれると、セイディーレは鏡越しに私を一瞥し、ふっと笑みを浮かべる。

「お前の前でだけだ」

　その瞬間、きゅうっと胸が締めつけられた。私の前でだけという言葉に、優越感のような嬉しさが湧いてくる。

　口元を緩めていると、ファスナーを上げきる前に、髪を掻き分けた肩に柔らかいものが押し当てられる感覚がした。それが彼の唇だとわかり、肩から首にかけてキスをされると、思わず甘い声を漏らしてしまった。

　目の前の鏡には、快感を堪えて顔を紅潮させる私と、舌を這わせながらそれを見つめる官能的なセイディーレが映る。

「その顔、すごくそそられる。何度抱いても足りない」

　彼は意地悪っぽく口角を上げ、そんなことを口にした。

　かぁっと顔に熱が集まる。きっと私を困らせるためにわざと言っているに違いない。

　赤くなりっぱなしの頬を膨らませて少し後ろを向くと、すぐに抱きしめられ、今度は唇にキスが降ってきた。

　……どうしよう、好きすぎて苦しい。このまま時間が止まってしまえばいいのに。

　甘い口づけに酔いしれながら願ったものの、唇が離れていくと、それは叶わない想いなのだと思い知る。

「ずっとこうしていたいが、ここまでだな」

　切なげに顔を歪めたセイディーレにそう言われ、名残惜しく思いつつも、コクリと頷いた。

　夢の時間はもう終わり。早く現実に戻らなければ。

　自分に言い聞かせ、彼に手を引かれて部屋を出た。

　そのままダイニングに行くのだろうと思っていたけれど、セイディーレに連れられてきたのは、一階の廊下の奥にあるひとつのドアの前。

「ここは？」

「裏口だ。人通りの少ない裏道に出られる」

「え、どうして……」

　なぜ裏口に？　と疑問が湧き、すでに普段の閣下の顔に戻っている彼を見上げる。次の瞬間、軽く手を引かれて、ふわりと抱きすくめられた。

　……なんだろう。なんとなく胸がざわつく。

「リルーナ、忘れてくれて構わない。ただ、最後に言わせてくれ」

　真剣な声で紡がれた『最後』という単語に、ドクンと心臓が波打つ。

「俺が生涯で愛する女は、お前ひとりだ」

　耳元で囁かれた、極上の愛の言葉。それなのに、彼の考えていることをすぐに理解した私の身体からは、どんどん血の気が引いていく。

　身体を離したセイディーレは、憂いを帯びた表情で私の肩を優しく掴んだまま、聞きたくはないひとことを放った。

「お別れだ」

　心の中でなにかが散り散りになるような感覚がして、目の前の愛しい人の姿が霞かすんでいく。

「セイ、ディーレ……」

「ここを出れば、セアリエ騎士団長が待っている。国へ帰るんだ」

　諭すように告げた彼は、涙を浮かべて呆然とする私に柔らかな笑みを向ける。

「そして、幸せになれ」

　そう言われた瞬間、瞳からポロポロと雫しずくがこぼれ落ちた。

　どうして……私たち、想いが通じ合ったばかりなのに。一緒にいられる時間が少ないことはわかっていた。だけど、あまりにも急すぎる。

　ただ涙を溢れさせる私から目を伏せて踵を返したセイディーレは、こちらを振り返ることなく足早に去っていく。

「嫌だ……セイディーレ！」

　わがままな子供みたいについていくも、彼は迷いなくホールを抜け、外に出ていってしまった。

　それでも「待って！」と叫び、追いかけようとする私を、ホールにいたエトワルくんが腕を掴んで引き留める。

「ルリさん、ダメです！　……いや、リルーナ姫」

　エトワルくんの口から本当の名前が出るとは思わず、私はぴたりと動きを止め、彼のほうを振り返った。

「どうして……」

「さっき閣下から聞きました。本当のことを」

　神妙な面持ちで説明する彼の後ろから、アンジェも同じような顔をしてこちらにやってくる。

　セイディーレ、私が眠っている間に話したのね。でも、なぜ？

「山賊が近づいているそうです。閣下が引きつけている間に姫様は逃げてください」

「っ、嘘……！」

　エトワルくんに言われて、私は口元に手を当てた。

　山賊が近くにいるだなんて……もうこの場所が見つかってしまったの!?

　危機感に襲われるけれど、これで納得できた。セイディーレが突然私を逃がそうとしているわけが。

　さっき、彼が部屋の窓から外を見ていたことを思い出す。もしかして、あのときに山賊がいることに気づいたのだろうか。

「ルリ」

　落ち着いた声で呼ばれ、はっとして顔を向けると、アンジェが少し眉を下げて微笑んでいる。

「じゃなくて、リルーナ。本当に気をつけて」

「アンジェ……」

　彼女を見た途端、騙していたことの罪悪感が急激に湧いてきて、また涙腺が緩んでしまう。

「ふたりとも、本当にごめんなさい。私、ずっとあなたたちに嘘を……」

　徐々に俯き、揺れる視界には白い床が映った。

　目の前にやってきたアンジェが、うなだれる私の肩に優しく手を置く。

「そんなこと気にしなくていいから。あたしは、リルーナと友達になれて嬉しかったよ」

　いつもの明るい声でそんなふうに言ってもらえ、私は頬を濡らしたまま視線を上げた。

　彼女はにこりと笑い、少し茶化したような口調になる。

「だから、これからも『姫』なんて呼ばないからね」

「……うん。ありがとう、アンジェ」

　これまでと変わらずに接してくれることがありがたくて、私は泣きながらお礼を言った。

　よしよし、と頭を撫でてくれるアンジェと、私たちのやり取りを温かい目で見守ってくれるエトワルくん。

　ふたりにも会えてよかった。ふたりとも、かけがえのない友達だ。

「いつかまた、絶対に会いに来るから」と約束し、私は後ろ髪を引かれる思いで裏口へと向かう。

　セイディーレのことも心配だけど、彼ならきっと大丈夫だと信じよう。

　……今度会うときは、私はクラマインの姫になっているのだろうか。そして彼は、私たちの護衛をするのかもしれない。お互いの想いを隠したまま、それぞれが別のパートナーと生きていくのを見守ることになるのだ。

　それで、本当に幸せになれるのだろうか。

『幸せになれ』

　セイディーレの声が頭の中に巡り続ける中、アンジェたちにもう一度お礼を言い、ふたりに見送られながら裏口のドアに手をかける。慎重にゆっくり開けると、セイディーレが言った通り、焦げ茶色の馬を連れたセアリエが待っていてくれた。

　私に気づいた彼は「姫様！」と小声で呼び、すぐさま駆け寄ってくる。

「私の馬に早くお乗りください」

「セアリエ、どうしてここに？」

　馬に跨がるセアリエに尋ねると、私の手を引っ張りながら答えてくれる。

「昼間、去り際に閣下から言われたのです。どこかで待機し、敵に見つかりにくい夜になったら姫様を迎えに来るようにと」

　それを聞いて、セアリエが邸宅を出ていく直前に、ふたりがなにかを話していたのを思い出す。

「閣下は、『山賊にはエサをまいてある。姫が見つかるのは時間の問題でしょうが、やつらをおびき寄せ、私が一網打尽にしてやります』とおっしゃっていました」

　セアリエは私が乗ったのを確認すると、早速馬を走らせ始めた。

『エサをまいてある』というのはひょっとして、セイディーレに恋人がいるという噂を流しておいた、ということだろうか？　その恋人が私だとわざと山賊に気づかせ、ここに来るように仕向けたのかもしれない。

「姫様も危険な目に遭うかもしれないからすぐに連れて帰ると抗議しましたが、『山賊がどこかに潜んでいる昼間より、私が彼らの気を引いている夜のほうがいい』と言って聞かなくて……。なんとも無骨な真似をする」

　怒ったような呆れたような口調で言うセアリエの腰にしがみつきながら、私は離れていく別荘のほうを振り返る。

　すると、ここに来た日に夕日を見た橋の上で、山賊らしき十数人と戦う騎士たちの中に、軍服姿の彼がいるのが見えた。

　四方八方から襲いかかってくる山賊にも、彼はまったく引けを取らない。前方からの攻撃を剣で弾き返し、横から向かってくる相手は蹴り飛ばす。後方から剣を振りかざされるも、それより早く、振り向きざまに容赦なく斬りつけた。

「セイディーレ……」

　華麗に剣を振るう彼の姿に、胸の奥からじわじわと熱いものが込み上げる。

　無骨なんかじゃない。彼は危険をすべて承知したうえで、私の盾になってくれたのだから。

　わずかな隙も見逃さない先鋭な瞳、守るもののために矢面に立つ頼もしい背中。彼を見ていると、なぜか不思議な感覚に陥る。

　あれ……あの光景、以前にも見た気がする。いつどこで見たんだろう。魔物に襲われそうになったとき？　いや、たぶんそれよりもずっと前に……。

　ふいにそんなことを思った瞬間、ズキン！　と頭に鈍い痛みが走った。

「痛……っ」

「姫様？　どうされました!?」

「大丈夫よ。ただちょっと、頭が……」

　心配するセアリエにはなんてことないように答えたけれど、鈍痛がする頭の中では、急激な早さで記憶が逆戻りしていく。そうして、どうしてか幼い頃の記憶にたどり着いた。

　ハーメイデンの城の外、色とりどりの花が咲き乱れる広場で、私は四つ葉のクローバーを探している。一緒にいる誰かが、それを見つけて私に差し出してくれた。

　幸せな気分でネックレスのロケットに大事にしまった直後だ、私が悪魔と言われるなにかに襲われたのは。

　これまでまったく思い出せなかったあのときのことが蘇ってきたものの、再びやってきた頭痛で霞んでしまう。でも、なんとか思い出したい。

　痛みを堪えて必死に記憶をたどると、ひとりの男の人が私の前に立ちはだかって、剣を振りかざす映像が見えた。そしてその人は、怯える私を守るように抱きしめて声をかけてくれたのだ。

『大丈夫、俺がそばについている』……と。

　倒されていく山賊の叫びや騎士たちの声も、馬が駆ける音も聞こえなくなる。頭の奥で響くのは、つい昨日眠りに落ちる直前に聞いたものと同じ、頼もしいセリフだけ。

　懐かしさを感じたのは、八年前にも聞いていたからだ。まだ少年のような瑞みず々みずしさが残る、セイディーレの声を――。

「う、そ……」

　断片的にだけれど記憶を取り戻し、気がついたら涙がぼろぼろとこぼれていた。あのとき、まさか本当にセイディーレがあの場所にいたなんて。

　なぜ彼が私と一緒にいたのかはわからない。けれど、これだけは確かだ。

「悪魔なんかじゃ、なかった……。彼は、私を助けて……」

「姫様？」

　涙声で独り言を呟く私を、セアリエは気にしながらも馬を走らせ続ける。

　どんどん遠くなっていく彼と、離れたくない気持ちでいっぱいになる。

　セイディーレはいつも私を守ってくれていた。それなのにどうして、悪魔だなんて言われるの？　どうして私は、こんなに大事なことを忘れてしまっていたの？

　理不尽さを感じると共に、自分が不甲斐なくて、涙で塩辛くなった唇を噛みしめた。

　セイディーレがすべてを語ろうとしなかったということは、なにか話せない事情があるのかもしれない。

　しかし、彼がくれた愛は儚はかない夢のようでありながら、実はもっと奥深いものだったのではないかと思えて、私の恋情も色濃くなるばかりだった――。
















第六章　真実










幻の王太子




　もうすぐ、婚約式が始まる。

　ぼんやりと窓の外に向けていた目をティーカップに戻し、かけがえのない宝物が詰まった箱を閉じるように、思い出していた約一年前の記憶に蓋をした。

　唯一、セイディーレのことを打ち明けていたのは世話係のソルレだけ。お姉様にも、婚約者以外の人を愛してしまっただなんてことは言えなかった。

　婚約式直前になってもなお想いを捨てきれていない私に、きっとソルレは呆れたことだろう。それでも彼女は、この部屋を出ていく前、『フレイヴ殿下が、姫様の想いを塗り変えてくださることを祈っております』と、切なげに微笑んで励ましてくれた。

　そうなれたらどんなにいいことか、と私も思う。

　セイディーレと別れてから、私はまた城の中から出られない生活に戻った。あれだけの騒ぎになってしまったのだ、そうなって当然だろう。

　山賊はセイディーレたちによって無事捕らえられたと、お父様から聞いている。以前より山賊の規模も小さくなり、ほぼ権力は持たなくなったらしい。

　でも、またいつ狙われるかわからない。もう皆に迷惑はかけたくなくて、自分でも外に出たいとは思わなくなっていた。

　それでも、セイディーレへの想いはまったく色褪せることがない。フレイヴ王太子を彼よりも愛せる自信など、まるでないのだ。

　九年前のことをお父様に問いただしてみようかと思ったものの、予想外にもすぐに結婚に向けて話が進められ始めてしまい、タイミングを逃してしまった。

　真実を知ったところで、私が結婚するという運命は変えられない。そう実感すると、セイディーレとのことはもう胸の中に閉じ込めておいたほうがいいような気がして、結局当時のことは曖昧なままだ。

　彼との愛は、夢。そう自分に言い聞かせ、私はソファから立ち上がった。

　ほぼ同時にコンコンとドアがノックされ、今日も綺麗なお姉様が顔を覗かせる。

「リルーナ、そろそろ行くわよ」

「えぇ」

　ついに王太子様のお目にかかるときがやってきたか、と気を引きしめて返事をし、部屋をあとにした。

　顔合わせを行う広間に向かう最中、お姉様はなぜか浮かない顔をしていて口数も少なく、様子がおかしいことに私はすぐ気づいた。

　どうしたんだろう。今憂鬱になるのは私のほうのはずなのに。

「お姉様、なんだか元気がないように見えるけど大丈夫？」

　広い廊下を歩きながらお姉様の顔を覗き込んで声をかければ、彼女は重そうな口を開き、「リルーナ……あのね……」と歯切れの悪い声が返ってくる。

　首を傾げると、お姉様は足を止めて突然こちらに向き直った。そして、正面から私の両肩に手を置き、真剣な表情で言う。

「いい？　これからなにを聞かされても、しっかり受け止めるのよ。私はあなたの味方だからね」

「え……？」

　どういうことなのかまったくわからず困惑する私に構うことなく、お姉様は再び歩き始める。

「ねぇ、なんのこと？」

　早足で追いかけながら、問いかけずにはいられない。

「私も昨日聞いたばかりで、すごく戸惑ってるの。詳しくはあとでお父様が話してくれるわ」

　お父様からいったいなにを聞いたというのだろう。お姉様の表情が固いから、あまりいい話ではなさそうな気がする。

　頭の中をハテナマークで埋めつつ、階段を下りて二階の広間へ向かうと、お父様やお義兄様がすでに待っていた。

　スッキリしない気分でお父様の隣に立つ私に、彼も神妙な顔で告げる。

「リルーナ、あとで大事な話がある」

「……わかったわ」

　なんのことなのかまったく予想がつかないけれど、とりあえず頷いておいた。

　しばらくして廊下のほうがざわつき始め、クラマインを統治する王族たちが到着したらしいことがわかった。

「ご無沙汰しております。本日はお招きいただきまして、ありがとう存じます」

「皆様、ご壮健でなによりですわ」

　まずノルカーム陛下とアリーデル殿下が広間に入り、私たちに丁寧に挨拶をする。そして彼らの後ろから、見たことのない人物が姿を現す。

　ダークブラウンの髪は少し長めだけれど、整った顔立ちがどことなく愛しい人に似ているような気がして、ドキリとした。しかし、深い青色の瞳はセイディーレよりも丸みを帯びており、えくぼができる頬もよく見ると違う。

　もしかして、この方がフレイヴ王太子……？

　いよいよご対面か、と緊張しながら見つめていると、彼は私に向かってにこりと微笑み、頭を下げた。

「お初にお目にかかります。クラマイン王国の第二王子、ジルスター・クラマインと申します」

「あ……王女のリルーナ・ハーメイデンでございます」

　彼が弟のジルスター殿下だったのね。昨年の会談のときは、彼が帰ってくる前に私が逃亡してしまったから、結局会えずじまいだった。

　若干肩透かしを食らいつつ挨拶をする私に、ジルスター殿下はぐっと距離を縮め、ナチュラルに手を握ってくる。

「聞いていた通りのお美しい姫君ですね。お会いできて光栄です。今宵のパーティーではぜひ私とダンスに興じていただけませんか」

　えぇ、なんだか馴れ馴れし……いや、とてもフレンドリーなんだけど……。

　ニコニコしていて愛嬌があるものの、積極的な彼にどぎまぎしていた、そのとき。

「ジル」

　聞き覚えのある声が殿下を親しげに呼び、さらに落ち着いた調子で続ける。

「彼女は私の婚約者だ。気安く触れないでくれ」

　同時にそちらを見やった私は、その姿を目にした瞬間、呼吸が止まるかと思った。

　意識のすべてが、一瞬で彼に支配される。雷に打たれたかのような大きな衝撃が走り、心も身体も震えてくる。

「セ……セイ、ディー、レ……!?」

　声にならない声が、私の口からこぼれた。

　幻でも見ているかのように尋常じゃなく驚いているのは、今の彼はあの黒い軍服姿ではないから。サーコートの下には金の刺繍が施された紺色の胴衣を纏い、肩から王家の紋章が入ったサッシュをかけている。どう見ても王族の姿だった。

　それに今、『彼女は私の婚約者だ』と言った、わよね？　いったいどういうことなの!?

「わかってるよ。兄さんが並々ならない覚悟で愛しているお姫様だもんな」

　ふふっと嫌味のない笑みをこぼしたジルスター殿下は、『ちょっと冗談を言っただけ』といった調子で私の手を離した。

　しかし放心状態の私は、手を握られていたままの状態から動けない。

　ジルスター殿下が『兄さん』と呼んでいるということは、まさか……！

「第一王子、フレイヴ・クラマインと申します」

　私の前に進み出た彼は、綺麗な一礼をしてそう名乗った。やはり彼が第一王子であり、私の婚約者のフレイヴ殿下らしい。

　あなたは、セイディーレじゃないの？

　心臓は破裂しそうなほどバクバクしているし、頭の中はパニック状態で、きっと相当おかしな顔になっていることだろう。そんな私を、フレイヴ殿下はエメラルドグリーンの瞳でじっと見つめる。

　その視線をしかと受け止めていると、どんどん過去の彼と重なってくる。

　名前も服装も違うけれど、この静かな熱を湛えた宝石のような瞳と、憂いを帯びた美しい表情はそっくりだ。約一年前、私に『愛している』と囁いたあの人と……。

「……ずっと、お会いしたかった」

　ふいに開いた形のいい唇から、切なげな声が紡がれた瞬間、はっきりとわかった。

　間違いない、この人はセイディーレだ。恋い焦がれていた彼が、今目の前にいる。

　確信した途端、たちまち熱いものが瞳に込み上げ、視界がぼやけていく。喜びや感激だけでなく、すべての感情が溢れてしまいそうなくらい、身体の奥から燃えるようななにかが湧き上がってくる。

「セイディ、レ……どうして？　私だって、会いたかっ……」

　支離滅裂な言葉と共に、必死に堪えたのも虚しく、ひと粒の涙がこぼれ落ちた。

　今の状況はまったく理解できない。けれど、愛する彼がここにいる。それだけは事実だ。

　皆の目も気にせず頬を濡らしていると、誰かにそっと肩を抱かれた。隣を見やれば、眉を下げて微笑むお父様が私を見下ろしている。

「リルーナ、長いこと黙っていて悪かった。すべてを話すから、こちらへ来なさい」

　いったいなにがどうなっているのか、納得しないと喜べない。セイディーレがクライマンの王太子で私の婚約者だなんて、そんな夢みたいなことを簡単に信じられるわけがないもの。すべてを明らかにして、大好きな彼と幸せになりたい。

　広間に置かれた長いテーブルのほうへと促され、私は涙を拭ってコクリと頷いた。










大切なものを守るための代償




　俺がフレイヴという名を捨てたのは、リルーナが襲われた約九年前――俺が十七歳のときだ。

　いずれハーメイデン国の王女と結婚するということは半ば決まっており、ミネル姫が王配を迎えることにもなっていたため、俺の結婚相手は必然的にリルーナだということになる。だから、彼女の物心がついた頃から数カ月に一度のペースで会い、親交を深めていた。

　リルーナは昔から変わらない。とにかく純粋でまっすぐで、思ったことはすぐ口にするし、好意も隠そうとしない。

　将来、俺と結婚することになると誰かから聞いてきたときも、『あたし、フレイヴのお嫁さんになっていいの!?　やったー！』と飛び跳ねて無邪気に喜んでいた彼女は、本当に天使のように愛らしくて。あのときが、女の子を抱きしめたい衝動に駆られた、初めての瞬間だった。

　まん丸のアンバーの瞳も、シナモン色の緩くうねった長い髪も、いつも笑顔を絶やさない厚めの唇も。すべてが魅力的だと、今も思っている。

　とにかく俺は、子供の頃からリルーナのことが好きだったのだ。彼女と一緒になれるなら、政略結婚でも構わない。

　……そんなふうに思っていられたのは、王太子として彼女に会うのは最後となった、九年前のあの日までだった。




　――数カ月ぶりにハーメイデンにやってきたある日、リルーナが「四つ葉のクローバーを探したい」と言い、それに付き合うことになった。あまり外へ出させてもらえなかった彼女は、城の外でないと生息していないそれを、ずっと見つけたがっていたから。

　彼女は抜け道があることを知っていて、外の庭にふたりだけで出たのだが……安易に出てはいけなかったと、後悔することになる。

　緑の絨毯が敷かれたような庭では、四つ葉のクローバーを見つけるのはそれほど難しくはなかった。しかし、俺が見つけた、幸せになれると言われるそれをプレゼントすると、なぜか突き返されてしまった。

「これはフレイヴが持っていて。フレイヴにも幸せになってもらいたいから」

　リルーナは真面目な顔で、そんなふうに言う。

　自分が欲しくて探しに出たというのに、結局俺に譲るのか。

　自分よりも人のことを気にかけることができる彼女に感心しつつ、俺は小さく笑みをこぼした。

「俺はいいよ。たぶん、なくても幸せになれるから」

　君さえ、そばにいれば。

　そのひとことを呟いたのは、心の中でだけ。口にするのは、やはり照れくさかったから。

　しかし、いつかちゃんと伝えたい、という決意が生まれた。

　少々不服そうにしていたリルーナだったが、クローバーを受け取るとすぐに嬉しそうな表情になり、彼女が肌身離さずつけていたネックレスのロケットに大事にしまっていた。

　そのときだ。なにか悪巧みしているような雰囲気を漂わせる男ふたりが、すぐ近くに迫ってきていることに気づいたのは。

　直感的に危険を察知した俺は、リルーナを背後に隠すように立つ。長身の男たちの目は、戸惑う彼女に釘づけになっている。

「奇遇だな。こんなところに〝悪の力〟を持つ姫がいるなんて」

　わずかに右の口角を上げるひとりの男の言葉を聞いた瞬間、ギクリとした。なぜなら、リルーナが生まれつき危ない力を持っていることを、俺も知っていたから。

　その力というのは、自分に危険が迫ったとき、自らの意思に関係なく相手を傷つけてしまう、というもの。ハーメイデンの家系には、実は昔からその魔力を持つ者がたびたび現れていたのだという。リルーナも、数少ないそのうちのひとりなのだ。

　リルーナの力が目覚めてしまったのは、まだ三歳の頃。遊び回っていた彼女が城内の馬小屋に入ってしまい、機嫌が悪かった馬が暴れたときのことだ。前脚がリルーナに当たりそうになった瞬間、その馬は悲鳴を上げ、脚から血を流して倒れた。

　一部始終を目撃していた騎士によると、リルーナは本当になにもせず、突然馬が怪我をしただけだったらしい。ただ、彼女の目は赤く光っていたように見えたという。

　その一件から、リルーナは注意深く扱われるようになり、俺も『くれぐれも気をつけるように』と言われていた。必要以上に外に出されなかったのも、これが原因だ。

　しかし、普段はまったく普通の女の子で、そんな危険な魔力を秘めているということなど忘れてしまう。だから、迂う闊かつだったのだ。リルーナのことをどこかから知り、力を悪用しようとする人間がいたら、彼女を拉致しに来るかもしれないというのに。

　目の前にいる男たちは、まさにそういう目的で近づいてきたのではないかと疑った通り、卑しい笑みを浮かべてこう言った。

「お姫様、ちょっと俺らと一緒に来てくれないか？　いいものをやるからさ」

「そこのお坊ちゃん、ケガしたくなかったらどいてな」

　子供扱いされてカチンときたというせいもあるが、それよりリルーナを守りたくて、俺は剣を構える。

「ケガをするのはあんたらのほうだ。リルーナは渡さない」

　王族でも、剣の稽古には人一倍打ち込んできたのだ。少しは張り合えるはず。

　挑戦的な俺に男たちの顔つきも変わり、短剣を抜く。「生意気なガキめ！」と吐き捨て襲ってくる彼らに、自分を奮い立たせて立ち向かった。

「やめて！」というリルーナの叫び声が響く中、必死に攻防を繰り返していたが、やはり相手は大人の男ふたり。一瞬の隙に蹴り飛ばされ、剣も手放してしまった。

「フレイヴ！」

　なんとか上体を起こす俺に駆け寄ってきたリルーナは、泣きながら俺を抱きしめ、恐怖に怯えながらもキッと男たちを睨んだ。

　その瞬間、ひとりの男が突然自分の胸を押さえて呻きだす。あっという間に膝から崩れ落ち、もがき苦しむ様さまを見て、背中に冷や汗が流れた。

　まさか、これがリルーナの力……？　まずい、このままではあの男を死なせてしまうかもしれない。

　どうにかして止めなければと、なにが起こっているのかわからないような様子で呆然とする彼女の頭を、自分の胸に引き寄せた。

「リルーナ、落ち着け」

　そうしてウサギのように赤く光る瞳を隠すと、細く白い手が俺の服をギュッと掴む。

「怖いよ、フレイヴ……っ」

「大丈夫、俺がそばについている」

　安心させるように囁き、あやすように髪を撫でた。

　ほどなくして騎士たちが駆けつけ、騒然とする中、俺はしっかりとリルーナを抱きしめ続けていた。

　その後、男たちは取り押さえられ、心臓が苦しそうにしていた男も一命を取り留めたらしい。

　泣き疲れたのか、力を使って体力を消耗したのか、眠ってしまったリルーナを彼女の部屋に運んだあと、俺は父のノルカームとアドルク陛下が話し合いをしている場に乗り込んだ。

　今回の事態は深刻で、陛下は今後リルーナを城からいっさい出さないことに決めたという。彼女が持つ力は、皆成人する頃には自然と消滅していたそうで、それまでは安全な場所でかくまおうという計画だ。

　しかし、彼女を狙った男たちは、実は少し前まで城で仕えていた使用人だったことが判明し、城内にいるすべての者が信じられなくなってしまった。また同じようなことが起こるかもしれない。それに、リルーナの心の傷も心配だ。

　彼女自身、魔力を持っているということを自覚していない。三歳のとき以来、力を使うようなことはなかったため、あえて苦しい事実を知らせなくてもいいのでは、という皆の考えで黙っていたから。

　しかし、もうリルーナは幼い子供ではない。眠りから覚めて、襲われたことを思い出し、自分の危険な力についても理解してしまったら、相当なショックを受けるはず。また狙われるかもしれない、という恐怖に怯え続けることにもなりかねない。

　どうしたらよいかと考えを巡らせていると、父がこんな提案をした。

「リルーナ姫の力に関して知っている者から、その記憶を消し去る、というのはいかがでしょう。姫の記憶からも、今日起こった出来事を消すのです」

　その大胆かつ非現実的な考えに、アドルク陛下は目をしばたたかせる。

「どうやって消し去るというんです？」

「クラマインにはとても優秀な薬師がおります。彼なら、生まれ持った力を消すことはできなくとも、忘却の薬を作ることは難しくないでしょう」

　父の言葉を聞き、そういえばマジルヴァというおじさんがいたな、と思い出した。

　大抵の薬は作ってくれるため、巷では魔法使いみたいだと言われている人物だ。確かに、彼なら可能かもしれない。

　顎に手を当てる陛下は、納得したように頷くものの、まだ懸念を捨てきれずにいるようだ。

「リルーナの力のことを知っているのは、私たち家族も含め、城の中にいる者だけだ。城内の皆には薬を飲ませられるかもしれないが、万が一庶民の中で噂を耳にした者がいたとしたら手に負えない」

　確かに、どこまで話が漏れているかわからないのだから、城内の人間の記憶を消しても完璧ではないだろう。

　陛下は困り果てたように額に手を当て、苦しげな声で呟く。

「なぜリルーナにこんな力が……。私が代わってやりたい」

　彼の気持ちも痛いほどわかり、胸が締めつけられると同時に、〝代わる〟というひとことで、ふとある考えが思い浮かんだ。リルーナを完璧に守るには、きっとこれしか方法はない。

　しばらく思案したあと、意を決して口を開く。

「……私が、身代わりになります」

　静かな部屋に俺の声が響き、ふたりの視線がこちらに集中する。

「私が危険な力を持つ者だという噂を流しておけば、きっとリルーナ姫から敵の目を逸らすことができます」

　俺が思いついたのは、そんなカモフラージュだった。事実、俺は魔力だとかの類ではないが、少し人と違う能力を持っているからだ。

　その能力とは、魔物を退治することができる、というもの。古くから森に住み着いている彼らが唯一苦手とする剣があり、それを扱って倒すことができるのは、今現在は俺くらいしかいない。

　剣術を習い始め、祭壇に祭られていたその剣に触れたとき、刃が青く輝いた。それを見た父に森へ連れられていったところ、誰の手にも負えなかった魔物を切りつけることができたのだ。

　これを利用すれば、〝魔物を倒せるのは俺に魔力があるからだ〟と、人々に思わせることができるのではないだろうか。

　それに、エメラルドグリーンの瞳を持つ者は、クラマインでは稀だとされている。生まれつき、家族の中で俺の瞳の色だけ違うのだが、これも特殊な人間だと印象づける要素になるかもしれない。

　悪の力を持つのは、リルーナではなく俺。そう思わせれば、敵の狙いは俺になり、少しは彼女への危険がなくなるはず。

　そう考えてのアイデアだったが、当然父の表情は険しくなり、難色を示す。

「お前は将来国王になるべき人間だぞ。そんな噂を流すだなんてことは許されない」

「私の代わりは、ジルスターに頼みましょう」

　わずかに笑みを見せて言うと、父は面食らったように目を丸くした。

　三歳下の弟のジルスターは、おちゃらけたところはあるものの、意外としっかりしていて頼もしく思うときが多々ある。それに、とても兄想いのかわいいやつだ。きっと、彼なら俺の頼みを聞いてくれるだろうし、第一王子としてもやっていけるだろう。

　そうすれば俺は、平民になっても、存在を抹消されても、はたまた悪魔と称されても問題はない。

　型破りな俺の提案に、度肝を抜かれたであろう父は言葉が出ないようだ。そしてアドルク陛下は、信じられないというような顔で問いかける。

「……君は、リルーナのために王位を失ってもいいと言うのか？」

　その質問の答えは、迷うことはない。

「構いません。それで彼女を守ることができるなら」

　リルーナのためならなんだってやる。もう、彼女を危険な目に遭わせたくない。

　あのときリルーナが力を使わなかったら、間違いなく俺はやられていた。そして、彼女の魔力のことも城外の人間に知れ渡ってしまっていたに違いない。

　俺には彼女を守ることができなかった。それはとても屈辱で、自分の無力さを思い知った。今の自分にできることは、身代わりになることしかない。

　ふたりには「まだ他に方法があるはずだ」とかなり説得されたが、俺の意志は揺らがず、前代未聞の計画を試すことになった。

　そのためには、フレイヴのことを知っている城内の人間の、俺に関する記憶も消す必要がある。つまり、リルーナにも、彼女に近しい人々にも、魔力のことだけでなく俺のことも忘れてもらわなければならないということだ。

　すべてはマジルヴァさんにかかっているが、無事その薬を作ってもらうことができたら、リルーナの中から俺の存在は消え、もう二度とこれまでのように会うことはなくなるだろう。

　フレイヴとしての人生を捨てる決心をして、最後にリルーナが眠る部屋に入らせてもらった。

　天使のような綺麗な寝顔を見ると、とめどなく愛おしさが込み上げる。それと同時に、悔しさも。

　君さえそばにいれば幸せだ、と伝えられなかったな。

　無念さを抱きながらゆっくり静かに顔を近づけ、頬にキスを落とした。

「……さようなら、リルーナ」

　別れの言葉を告げ、俺は愛しい人の前から姿を消した。




　クラマインに戻ったあと、俺は新たにセイディーレという名を与えられ、父からは王家に仕える近衛騎士として生活するよう命じられた。城の中で、俺が少しでもこれまでと変わらない生活を送れるように、という計らいからだろう。

　城内の者には、国にはびこる悪しきものを根絶やしにするため、俺を秘密裏に騎士として送り込む、という一大計画を実行すると伝えられた。

　執政官からは反対されたようだが、魔物を退治できるのはフレイヴだけだと父が主張すると、渋々納得してくれたらしい。実際、他の者には手に負えない魔物や、人々を襲う山賊にはだいぶ困らされていたため、そのような方法を取るのも致し方ないと最終的には判断されたのだ。

　やるとなったら、騎士として本気で使命を全うしよう。

　そう決意し、魔物だけでなくどんなやつも黙らせるくらいの強い男になろうと訓練し、冷酷な人間になるよう心を閉ざした。

　黒い軍服に身を包み、すべての騎士の上に立つ指揮官の座を勝ち取った頃には、フレイヴの面影はすっかりなくなっていた。実際には、根っから冷酷にはなれず、アンジェやエトワルのような子たちに手を差し伸べたりもしていたわけだが。

　国民には、『フレイヴは病床に臥ふせっているため、第二王子のジルスターが継承権を繰り上げられた』という発表がなされていた。王太子が騎士になるだなんて、クラマインでは考えられないことだったから。

　王子時代、国民の前にはまだあまり姿を現すことがなかったため、俺の外見を知っている者はそう多くない。フレイヴに似ていると思った者も少なからずいるだろうが、威圧感で黙らせていた。

　そうしていつの間にか、〝黒の騎士〟だの〝悪魔〟だのと呼ばれるようになり、俺に魔力があると信じ込んで襲いかかってくるやつもいた。それについて、狙い通りだ、と俺がほくそ笑んでいたことなど、誰も知らないだろう。

　一方ハーメイデンでは、計画通り、マジーさんの作った忘却の薬で、城内の人間とリルーナの、魔力と俺に関する記憶は消された。ミネル様や、セアリエ騎士団長も同じように。アドルク陛下が彼らまで信頼していなかったわけではなく、気を遣わせず普通にリルーナと接することができるように、という心遣いからだった。

　だが、あえて〝姫は得体の知れない悪魔に襲われた〟という話をでっち上げることで、その悪魔から彼女を守るようにと命じられた騎士たちは、よりいっそう警備を強化していた。

　こうしてリルーナは、城という鳥籠の中で、大事に大事に育ってきたのだ。……彼女が二十歳になるまでは。




　魔物が生き長らえている森の入り口に立っていた彼女を見たとき、まさかと思った。似ているだけで人違いだろうと、半信半疑でネックレスを確かめた直後、心臓が止まりそうになったのは言うまでもない。後々、馬と彼女の名前を間違えたが、あれは初対面を装ってのことだった。

　リルーナはアドルク陛下のために薬草を取りに来たようだが、この森にひとりで入るなんて自殺行為だ。だから帰るようにきつく忠告したというのに……。

　どうしても気になって様子を見に戻ってみれば、やはり魔物に襲われそうになっているではないか。

　魔物になんの変化もなく、リルーナの瞳が赤くなってもいない状況から、彼女の魔力が消えているということは明らかだった。

　そのことに関しては安心したが、困難からは助けてやらねばならない。泊まる場所もないと聞き、その晩は結局付き合ってやるハメになってしまった。

　できることなら関わりたくなかった。一緒にいたら、あの頃の愛おしさがぶり返してしまうことなど、たやすく想像できたから。

　しかも、リルーナは昔となにも変わらない純粋な瞳で、「また会いたい」だなんて言ってくる。外見も、浮かべる表情も、少女からとても美しい女性へと変貌を遂げたというのに。

　……そんなことは願っても無駄だ。呆れるほど綺麗な心で、俺を惑わさないでくれ。

　自分の気持ちを押し殺し、彼女にも冷たい言動で釘を刺した。きっとこれで幻滅しただろう。

　そう思っていたのに、成長したリルーナは思った以上に頑固で、とてもひたむきで。どれだけ俺に冷たくされてもまったく引く気配がない。そして、彼女も同行してきた二国間協議の日、城内を案内しているときに彼女の想いの強さを痛感したのだった。

　あのとき、父がなぜわざわざ俺を案内役に指名したのか理解できなかったが、今となってはよかったと思っている。いち早く山賊を発見することができたのだから。

　怪しい存在を確認したとき、すぐに狙いはリルーナだということに気づいた。目的は彼女を人質に取ることだけではなかったはずだ。おそらく、どこかで彼女の力の噂を耳にした山賊は、もうそれが消えていることは知らずに、あわよくば悪用しようとしていたに違いない。彼らを騙せなかったことが悔やまれる。

　父もアドルク陛下も、それに勘づいたはずだ。だからこそ、唯一すべてを知っている俺にリルーナの護衛を任せてくれたのだと思っている。

　そのときから、俺の中でずっと眠っていたものが覚醒してしまったような気がした。今度こそ、この手でリルーナを守りたい。彼女のたったひとりのナイトでありたい、という本心が。

　そうして、別荘近くの橋の上から夕日を眺める美しい横顔を見ているうちに、勝手な想いが膨らみ、俺は自分でも驚くべきことを口にしていた。

「今から、お前は俺の恋人だ」

　当然、完璧に護衛をするためにそう言ったのだが、本来ならこうなるはずだった彼女との甘い関係を一時だけでも味わってみたかった、という願望があったことも否めない。

　それでももちろん、ただの恋人ごっこで終わらせるはずだった。俺が悪魔ではないかという疑いをかけられることも覚悟していたし、そうなったらリルーナは離れていくだろうとも思っていた。それなのに……彼女も俺自身も、抑えがきかないくらい互いへの愛しさが大きくなってしまうとは。

　結局、己の欲とリルーナの強い想いに負け、唇を重ね、身体を重ねてしまった。騎士失格だとわかっていながら、彼女の逃亡生活が終わりに近づいていることを悟ったあの日、最初で最後の耽たん美びな行為に溺れた。

　再会したことも、お互いの想いが通じ合えたのも奇跡。十分すぎるほどの幸せをもらった。リルーナをきちんと送り出したら、冷徹な指揮官に戻ろう。

　愛し合ってしまった分、離れるのは想像以上につらいものだったが、そうやってなんとか想いを振り切り、彼女との二度目の別れに踏みきったのだった。

　そして俺とリルーナの噂を聞きつけて別荘に近づいていた山賊もすべて捕らえ、今回の事態はなんとか収束した。




　これでまた普段の生活に戻るものだと思っていたが、予想外の展開に驚愕することになる。山賊の騒動が落ち着いたあと、「本来の姿に戻るべきときが来たぞ」と父から伝えられたのだ。

　それが『王子に戻れ』という意味だと理解した俺は、動揺と困惑を隠せなかった。まさか、その座を明け渡してもらえるとはまったく思っていなかったから。

　どうやら、リルーナの力が失われたことを俺が伝えたときから復帰の計画を進めており、山賊を捕らえて情勢がよくなったこのタイミングがベストだと決定したそうだ。

　しかし、今や冷徹な指揮官として生きている俺が王子に返り咲くだなんて、国民はどう思うだろう。それに、リルーナの婚約者はジルだと、ハーメイデン側にも伝えているはず。いきなり変更したら、事情を知っているアドルク陛下はともかく、他の人間は不審に思うのではないか。

　俺はさまざまな懸念を抱いていたが、父はあっけらかんとしたものだった。

「もともと執政官は、お前をいつか王子に戻すという条件で納得してくれていたんだよ。お前があまりにやる気になっていたから、あえて黙っておいたがな」

　したり顔で言う父に、俺は少々脱力してしまった。

　まさか父と執政官の間でそんな話がされていたとは。確かに、なにも知らされなかったからこそ、捨て身で指揮官の任務を全うできていたのかもしれない。だが、国民を騙していたことに変わりはないし、皆は本当に納得するだろうか。

　まだ渋い顔をする俺に、父は頼もしい表情でさらにこう続けた。

「市民を困らせていた山賊を討伐した今、お前に感謝はしても、文句を言う者はおるまい。それに……守るもののために、自らの地位を犠牲にして立ち向かった。それは紛れもない事実だ」

　父の声には力強さと説得力があり、俺の心は大きく揺れた。

　嘘偽りなく本音を言えば、もとの位に戻りたい。再びリルーナと深く関わったことで、王太子時代に描いていた理想や信念が心の奥に蘇ってきたのを感じていたから。

　しかし、ジルのことも当然気にかかる。彼にとってみれば、手にした第一王子の座をまた譲り渡すことになるのだ。

　さぞ屈辱的なのではないか……と心配していたものの、予想に反してジルも父同様あっけらかんとしていた。

「第一王子でいるのは期間限定だって、知っててＯＫしたに決まってるだろ。俺、王位とかそこまで執着しないし」

　軽く笑ってそんなふうに言われた俺は、肩透かしを食らったような気分だった。もっと気にしたほうがいいのではないかとすら思ってしまったが、彼のその柔軟性も長所だと言えよう。

　とにかく、ジルの了承も得たおかげで、迷いを振り切ることができた。俺がいない間しっかり王太子の座を守ってくれていたジルに深く感謝し、フレイヴ王太子としての名声を取り戻すことを決意したのだった。




　父が断言した通り、俺が第一王子に戻ると発表しても、国民からの反発は意外なほどなかった。もちろん、驚きは半端ではなかったようだが。

　むしろ、俺を煙たがってリルーナに悪さをしようとしたラシュテのような者たちは、本来の姿を知って萎縮したようで、以前よりおとなしくなった。

　それから今までの一年間で、失っていた王太子としての品位がやっと身についたと感じる。離れていた政治環境にも順応し、腰を据えて公務を行うこともできている。

　あとは、愛しい人を迎えに行くだけだ。

　驚いたことに、ハーメイデン側には、第一王子も婚約者もフレイヴのままで通しているという。クラマインの国民に伝えていたのと同じように、俺が病床に臥せっていることにしていたそうだ。

　父とアドルク陛下とで話し合い、なるべくスムーズに俺が戻れるようにしたとのことだが、よく政務に支障をきたさなかったなと感心する。ここはありがたく、ふたりの気遣いに甘えさせてもらうことにした――。




　すべてが元通りになりつつあり、リルーナと再び結ばれる日も訪れようとしている。婚約式を行う今日は、その第一歩だ。

　ハーメイデンに向かうまでの間、柄にもなく緊張して落ち着かなかった。

　リルーナの気持ちは変わっていないだろうか。セイディーレではない俺の姿を見ても、引いたりしないだろうか。

　胸に抱えていたそんな不安は、約一年ぶりに彼女の姿を目にした瞬間に吹き飛んだ。

　きらびやかなドレスに身を包み、編み込んだ髪をアップにした彼女は、またさらに美しくなっていた。亡霊でも見ているかのように俺を凝視する表情すらも愛おしく、すぐにでも抱きしめたくなる。

　なんとかその衝動を堪え、王太子としての振る舞いをしつつも、手を伸ばせばすぐに触れられる距離にまで来ると、自然と本音が口からこぼれた。

「……ずっと、お会いしたかった」

　その瞬間、リルーナの瞳にみるみる涙が湧き上がるのを見て、あぁ、きっと心はあの頃のまま俺に向けられているのだろうと確信した。

　これから彼女は真実を知ることになる。どうか、すべてを受け止めてほしい。そして今度こそ、お前をこの手で幸せにさせてくれ。

　広間のテーブルのほうへと促す陛下に手を当てられた彼女の華きゃ奢しゃな背中を見つめながら、強い想いを胸に抱いて俺もあとに続いた。










幸せな未来を、もう一度




　広間に用意された長いテーブルを囲み、クラマイン家とハーメイデン家とが向かい合って席についている。婚約式の前に顔合わせを行うものだと思っていたこの時間、私は隠されていた事情をすべて知ることとなった。

　セイディーレが実は第一王子のフレイヴ殿下で、幼い頃は私と一緒に遊んでくれていたこと。私の家系には魔力を持つ人間がたびたび現れ、私にもその力があり、それを悪用しようとする人たちに狙われていたこと。そして、私を守るためにフレイヴが身代わりになってくれていたこと――。

　考えもしなかった事実が次々と明かされ、ただ呆然とするしかなかった。

　まさか、国を巻き込んでの騒動になっていたなんて。私のために、あの黒の騎士が生まれていたなんて……。

　言葉を失くして、見るともなしにテーブルの上の燭しょく台だいを眺めていると、右隣に座っているお父様が申し訳なさそうに言う。

「リルーナを城から出さなかったのは、こういう事情があったからなんだ。寂しい思いをさせて悪かったな」

　城に閉じ込められていた理由については納得したし、仕方なかったとも思う。実際に、城にいる間はとても大事にされていて、危険とはかけ離れた生活をしていたおかげで魔力を使ってしまうこともなかったのだから。

　今思えば、馬に乗る練習をするときにセアリエがものすごく慎重だったのは、ただ過保護なだけじゃなくてお父様に十分気をつけろと言われていたからなのかもしれない。

　考えながら小さく首を横に振ると、左隣に座るお姉様が腕を組み、怒ったように口を尖らせる。

「私の記憶も消されていただなんて信じられない！　リルーナの力のことを知っていたって、私は絶対敬遠したり、怖がったりしなかったわ」

「あの頃はそうしたほうがいいと思ったんだ。本当にすまなかったよ」

　気まずそうに軽く頭を下げるお父様。萎縮しているような姿は初めて見たかもしれない。

　さっきお姉様の様子がおかしかった理由もわかった。きっと私のことを聞いて、お姉様もどうしたらいいかわからなかったのだろう。たくさんの人を巻き込んで、迷惑をかけた。悪魔は、私のほうだったのだ。

「……私、いないほうがいいんじゃないかしら」

　焦点が合わない瞳で、ぽつりと呟いた。

　すると、正面に座るセイディーレ……いや、フレイヴの瞳がしっかりと私を捉え、お父様も眉をひそめる。

「なにを言うんだリルーナ」

「だって、もしまだ私に力が残っていたら？　皆のことも傷つけてしまうかもしれないじゃない！」

　急に皆の中にいることが怖くなってきて、ガタッと椅子を揺らして立ち上がった。

　九年前のあのとき、この力で人を殺しそうになったという。自分では制御できないそれが、大切な人たちにも向けられる可能性だってゼロじゃない。そう思うと、耐えられなかった。

　私は震える両手を胸の前で握りしめ、無意識のうちに皆から離れるように後ずさっていた。

「やだ……誰も、傷つけたくない」

　熱くなる瞼をギュッと閉じ、首を振りながら俯く。

　すると、花の絵が描かれた床をコツコツと歩く足音が聞こえてきた。ゆっくり顔を上げれば、サーコートを揺らしてフレイヴがこちらに近づいてくる。

　ドクンと心臓が鳴り、落ち着いた表情の彼から目が離せなくなる。

「大丈夫だ。これまで危険な場面にいくつか出くわしたが、リルーナはなにも攻撃しなかっただろ。もう力が消えている証拠だ」

　そう言われてみれば、魔物に襲われそうになったときも、媚薬を飲まされたときも、相手にはなんの変化もなかった。本当に、力はすべて消えたと信じていいのだろうか。

　まだ心許なさを感じる私に、フレイヴは真剣な表情で続ける。

「九年前は、身代わりになることでしか守れないと思っていた。でも、これからは違う。俺がずっとそばで守ってやる」

　力強く宣言され、じわりと涙が込み上げる。

　こんな私のことを、まだ守ろうとしてくれるなんて。

「どうして、そこまで……」

　一度視線を外して呟いた。鼻をすすり、瞬きをして再び見上げるけれど、彼の顔はぼやけて輪郭をなくしていく。

「私のせいで、あなたは一度、王位を失ったのよ。私があなたの人生を壊した。なのに、どうして……っ」

　私なんて見捨ててしまえば、フレイヴはずっと王太子として生きられた。悪魔だとか冷酷だとか、人格を否定されるようなこともなく、危険な目にも遭うことはなかったのに。

　ぼろぼろと涙をこぼしながら思いを吐き出すと、次の瞬間、視界が暗くなり、身体がふわりと包み込まれた。彼の腕の中は、安心する香りが鼻び腔こうをくすぐり、不思議なほど気持ちが落ち着いていく。

「どうしてそこまでするかって？　お前が言ってくれたことと同じだよ」

「え……？」

　優しく抱きしめる彼は、私にしか聞こえないくらいの声量で、甘く囁く。

「そんなの、好きだからっていう理由以外にない」

　以前自分が言ったセリフをそのまま返されて、ドキドキすると共に、なんだかとてもしっくりきた。

　好きだから、か。私もそのシンプルな想いだけで、あなたのことを信じていられたんだものね。

　彼も同じなのだと思うと、この上なく嬉しい。濡れた頬もそのままに、目を閉じて彼のぬくもりを感じていると、そっと身体が離される。そして、フレイヴはなにかを差し出した。

　それを見下ろした私は、驚いて目を見開いた。

「これ……！」

　手渡されたものは、山賊に奪われてしまった母の形見のネックレス。

　取り返してくれたんだ……！

　ロケットの中を確かめると、四つ葉もちゃんと綺麗に残っている。フレイヴがくれた、宝物が。

　感謝でいっぱいになりながら見上げれば、彼はとても優しい笑みを浮かべていた。

「俺との記憶はないはずなのに、ずっとそのクローバーを大事にしてくれていた。そういうお前のことが、なによりも愛おしいんだ」

　緩みっぱなしの涙腺から、とめどなく温かい雫が溢れる。

　こんなに幸せでいいんだろうか。彼のために、私はなにもしてあげられていないのに。

　できることといえば、これからはどんなときも一番近くで支えて、ずっと変わらない愛を注ぐことくらいしかない。

「……私、フレイヴのお嫁さんになっていいの？」

　いつかも言ったような気がする言葉を口にすると、彼は表情をほころばせ、「当たり前だ」と返してくれる。

　そうして、もう一度引き寄せられ、逞しい両腕で包み込まれた。

「もう二度と離さない。一生愛されていろ」

　強さと色気のある声が、幸福となって耳から全身に広がっていく。

　私たち、本当に一緒にいていいのね。いつまでも愛していると約束するわ。

　感極まって言葉にできないその気持ちが伝わるようにと願いながら、私も彼の背中にしっかりと腕を回した。

　皆がいるということも忘れてしばし抱き合っていると、独り言のような声が聞こえてくる。

「あっついなー。まぁ、このときのために俺が今まで兄さんの席を守っててあげたんだけどさ」

　呆れながらもゆるりと口角を上げてこちらを見ているジルスター殿下に気づき、私はかぁっと熱くなってフレイヴの腕の中で縮こまった。

　いけない、ふたりきりの世界に入り込んでしまっていた……。ものすごく恥ずかしい。

　それでもまだフレイヴは私を解放しようとしないので、仕方なくじっとしていると、お姉様もジルスター殿下と同じような顔をして言う。

「あの逃亡生活ですっかり愛を深めていたわけね。もしかして、二国間協議の日に陛下がフレイヴ様にリルーナのことを任せたのは、それを見越してのことだったのですか？」

　そう投げかけられたノルカーム陛下は、口元を緩ませて「あぁ」と頷いた。

「あの日、フレイヴとリルーナ姫が顔を合わせるのはいい機会だった。まだフレイヴの正体を明かすまでには至らなかったが、せっかくなら近づけてやろうという親心で城の案内をさせたんだ。いいアシストだっただろう」

「あなたが言わなかったら私が、と思っていたわよ」

　アリーデル殿下も一緒になって得意げに笑い、なんだか和やかな雰囲気になっている。

　あのとき、まさかそんな思惑があってフレイヴを案内役にしたとは。

　フレイヴは、「親心というよりお節介だ」とボソッと呟き、脱力したようにようやく私から身体を離した。

　すると、おもむろに立ち上がったお父様が、真剣な面持ちで私たちに向き直る。

「今日までずっと君たちを苦悩させてしまって、本当に申し訳なかった。そんなに愛し合っているなら、婚約式まで待たずに打ち明けていてもよかったかもしれないな」

　言葉の最後に含み笑いする彼を見れば、前から私もフレイヴのことが好きだったとバレてしまっているのは明らかで、さらに恥ずかしい……。

　いつにも増して優しげなお父様は、肩をすくめる私に笑いかける。

「ふたりが幸せになれることを心から願っているよ。フレイヴ殿下、これまで本当にありがとう。これからもリルーナをよろしく」

　改まって声をかけるお父様に、フレイヴも背筋を伸ばし、深く頭を下げた。

　私もゆくゆくはクラマイン王国の王妃になるのだから、浮かれてはいられない。気を引き締めてお嫁に行かなければ。そして、素敵な家庭と、国を築いていくのだ。

　これまで私たちを見守ってくれていた人たちにたくさんの感謝をしながら、私は今日という日を迎えられた喜びを噛みしめていた。




　婚約式はわが国の教会で行われる。結婚式と似たようなもので、違うのは参列できるのが両家の親族のみという点くらいだ。

　ここで行う指輪の交換は、ただの形式的なものではなく法的な効力を持つ。つまり、婚姻という契約を一度締結してしまえば、破棄することはとても難しいということ。それほど重要な儀式なのだ。

　これから私が、しかも大好きなフレイヴとその契りを交わすだなんて、なんだか実感が湧かない。

　教会に移動するまでの少しの間、控えの間で各々待機していた。お父様とノルカーム陛下は先ほどどこかへ行ってしまい、お義兄様とお姉様はアリーデル殿下やジルスター殿下と歓談している。

　和やかな空気の中、大きな窓から望める手入れが行き届いた庭園をぼんやり眺めていると、おもむろにフレイヴが近づいてくる。

「大丈夫か？」

　隣に立って優しく声をかける彼は、真実を知った私の心情を汲んでくれているのだとわかる。

　私は彼を見上げ、微笑んで頷く。

「えぇ、大丈夫。ただ、まだ信じられないだけ」

　どこから見ても王太子の姿をしているフレイヴを、足の先から頭まで品定めするように眺め、「見慣れないし」と付け足していたずらっぽく笑った。

　カラスのような指揮官様の軍服が常だったから、きらびやかな正装に身を包んだ姿は、やはり違和感がある。けれど、王子の品格はすでに漂っていて、こうなることが定めだったのだとひしひしと感じる。指揮官の頃も立ち居振る舞いに品があったし、もともと王族だったのだと思えば納得だ。

　フレイヴも自分の姿を一度見下ろし、嘲笑を漏らす。

「軍服のほうが似合ってるか」

「そんなことない、どちらも――」

「お前はいつでも綺麗だ、世界一」

『どちらも素敵よ』と伝えたかったのに、彼の大げさな褒め言葉で上書きされてしまった。向けられる微笑みも、産毛を撫でるように頬に触れる手つきも甘すぎて、照れまくる私はしおしおと俯く。

　本当に夢じゃないのよね？　結婚したら、毎日こんな扱いを受けられるの？　私、どろどろに溶けてなくなってしまわないだろうか。

　本気でそんな心配をし始めたとき、忙しくドアがノックされ、こちらの返事を聞くなり勢いよく開けられる。姿を現したのは、切羽詰まったような様子のセアリエだった。

「皆様、お待たせいたして申し訳ありません。これからの婚約式ですが……現在、執り行うことが困難な状況になっております」

　暗然とした口調で告げられたのは、そんな思いもよらない事実だった。

　皆がざわつき、困惑する。

　式が行えないような不測の事態が発生したのだろうか。たまらず「どうして？」と問うと、セアリエは重々しそうに口を開く。

「婚約に反対している民が、教会の前で妨害しているそうです」

　その事実を聞き、胸の中に重い鉛がズシリと落とされたような感覚がした。

　以前から、民衆の中にクラマインのことをよく思っていない人たちがごく少数いることは知っていた。それは、およそ八十年前に起きた国家間の戦争で戦勝国となったクラマインに対する恨みが、当事者の子から孫へと受け継がれてしまったものだと聞いている。

　すでに戦争に関わった者はほとんどおらず、今ではクラマインからの経済的支援を求める動きになっていたことから、長年の恨みも薄れつつあったはず。それなのに反対するとは、どうしたことだろう。

　同じことを考えているであろう私たちを見回したセアリエは、沈痛な面持ちで説明する。

「この婚約は友好的なものではなく、クラマイン国が我々を手中に収めようとしているのではないか、という噂が広まってしまっているようです。教会での状況を知らせてきた兵によると、指揮官であった殿下が王位を継ぐことを知り、もともと持っていた不信感をさらに募らせた者たちによる反発ではないかと……」

　セアリエが気まずそうにフレイヴに目を向け、私たちも同様に彼を見やった。

　フレイヴは表情を変えず、まっすぐセアリエを見据えている。そして小さくゆっくりと頷く様子から、しっかりと事態を受け入れているようだ。

　つまり、フレイヴがセイディーレであった過去をどこからか知った者が、彼は悪意を持って婚約しようとしていると疑っているのだろう。セイディーレは〝冷酷無慈悲で悪魔のような人間〟としてクラマインでは有名だったのだから、それを信じてしまっているとすればなおさら疑心は深まる。

　まさか、ここへ来て指揮官時代の影響が出てくるなんて……。

「この日になるまで民の異変を察知することができず、本当に申し訳ありません！」

　深々と頭を下げるセアリエを見て、ギュッと胸が苦しくなる。

　違う……悪いのはセアリエでも、フレイヴでもない。彼をセイディーレという黒の騎士にさせてしまった、私のせいだ。

　罪悪感で押し潰されそうになる胸の前で手を握りしめていると、お義兄様が冷静に戸口のほうへと歩きだす。

「とにかく、皆を説得しに行く」

「お願いいたします。陛下は政務官と対策を練っておられますので」

「私も行きます」

　お義兄様とセアリエに続いて迷わず声を上げ、足を踏み出すフレイヴを、セアリエが真剣に引き留める。

「フレイヴ殿下はここで待機なさっていてください。今あなたが行かれては、火に油を注ぐことになってしまう。彼らは気が立っているようですし、危害を加えられる恐れもあるのですよ」

　わずかに声を潜めて忠告された最後のひとことで、私の心臓がドクンと重い音を立てた。

　フレイヴは簡単に傷つけられるような人ではないし、皆もそんなことはしないと信じたい。でも、万が一もしものことがあったら……。

　気が気ではなくなる私に対し、フレイヴはまったく動揺を露わにせず言う。

「今皆が求めているのは、私がどう考えているかを私自身の口から語ることではないでしょうか。ここで足踏みしていても、和解しづらくなるだけです」

　眉を下げて彼を見つめる私を、エメラルドグリーンの瞳がチラリと捉える。

「私が大切にしたいのは、姫だけではありません」

　毅然と放たれたその言葉に、胸を打たれる。

　彼は自国と私のことだけでなく、私の国の民のことも考えてくれているのだ。彼は皆が思っているような人間とは真逆なのだと、どうかわかってもらいたい。そのためには、彼を引き留めてはいけないのだろう。

　お義兄様はフレイヴの気持ちを汲み取ったらしく口角を上げ、セアリエも観念したようにしっかりと頷いた。

「わかりました。すぐに馬をご用意いたします」

　そう言うと、お義兄様と一緒に部屋を出ていき、ジルスター殿下に残った者の対応を頼んだフレイヴもふたりに続こうとする。

「フレイヴ……」

　引き留めるわけではないものの思わず名前をこぼすと、こちらを振り返った彼の表情が緩む。

「大丈夫だから、少し待っていてくれ」

　私を安心させるような微笑みと、優しく頭を撫でる手のぬくもりを残し、彼は部屋を出ていってしまった。

　心配でため息をこぼす私に、お姉様が寄り添って肩を抱いてくれる。

「やっと彼と一緒になれると思ったのに、こんなことになるなんてね」

「ん……でもそれより、フレイヴに何事も起きないといいんだけど」

　気の毒そうな顔をする彼女に、私は不安を吐露した。

　婚約式は先延ばしになっても構わないから、暴動のような事態にだけはならないでほしい。

「彼は腕利きの騎士だったんでしょう？　いざというときも自分の身は守れるはずよ」

　私の気持ちを汲んで、お姉様はあえて明るく励ましてくれる。

　そう、フレイヴならきっと、どんな相手でも負けることはないだろう。しかし、今回の相手は敵ではなく一般市民。もしもやむを得ず戦わなければいけない状況になったとして、故意ではなくても逆に彼らを傷つけてしまったら、さらに風当たりは強くなる。

　そうやって悪い方向に考えたらキリがないけれど、胸騒ぎがして仕方がないのだ。とにかくじっとしてはいられない。

「……やっぱり私も行くわ」

　決意してドアに向かって走りだそうとすると、お姉様に慌てて腕を掴まれた。

「リルーナ!?　あなたはやめておきなさい！」

　必死に引き留める彼女に、私は退かずに訴える。

「フレイヴが指揮官になった原因には、私が大きく関わっているんだもの。ただ待っているだけなんて耐えられない」

　私からも皆にお願いしたい。『フレイヴのことを信じてほしい』と。

　ハーメイデンの国民性は、本来なら穏やかで優しく、争い事を好まない。今は疑心暗鬼になってしまっているだけなのだ。話し合えば、きっと解り合える。

「私は彼の妻になるんだから。どんなときも彼を支えるって決めたの」

　揺らがない意志を露わにして微笑むと、力が緩んだお姉様の手をそっと放し部屋を飛び出した。

「リルーナ！」

　お姉様の叫ぶ声を振り切り、廊下を走る私を見て驚く使用人たちの間を掻いくぐっていく。

「姫様？」

　途中、すれ違ったソルレにも怪訝そうに呼ばれたけれど、立ち止まらずに馬小屋へ向かった。

　草を食べていた相棒のメーラは、息を切らせて来た私に気づいて顔を上げる。

「メーラ！　教会まで私を連れていって」

　首を撫でて頼めば、彼は了解したようにひと声鳴いた。

　急いで鎖を外し、久しぶりのメーラの背中になりふり構わずよじ登る。ボリュームのあるドレスがものすごく邪魔だけれど、着替えている時間なんてない。

　どうにか跨ると、メーラのお腹を蹴って一目散に走りだした。

　教会は、城から二十分ほど走った田舎町にある。フレイヴたちはもう着いているだろう。

　華やかなドレスに髪飾りをつけた姿で猛然と馬を走らせる異様な私を見て、人々はポカンとしている。私が王女だと気づいたら驚くに違いない。

　農家や畑に囲まれた道を抜けると、森の手前に十字架が輝く建物が見えてきた。その周辺には、ざっと百人ほどの人だかりができている。今日のこの日に集い、婚約に待ったをかけようと密かに計画していたのだろう。

「支援するっていうのは建前で、本当は俺たちを支配下に置いてこき使おうとしてるんじゃないのか!?」

「独裁者だった人が言うことなんて信じられないわ！」

　そんな声が、あちこちから飛び交っている。

　まさか、こんなふうに思っている人たちがいたなんて……。

　無条件で祝福してもらえるとばかり思っていた自分が、ひどく浅はかに思えた。

　でも、落ち込んでいる場合ではない。とにかく、私も説得に加わらなければ。

「メーラはここで待っててね」

　適当な木に綱を結び、一度たてがみを撫でて、急いで人込みの中へ向かう。

　皆一様に教会のほうを向いている。おそらく教会の前にフレイヴたちがいるのだろう。説得を続ける声が聞こえるものの、騒ぎは収まりそうにない。

　そんな中、少年らしき澄んだ声が際立って響き渡った。

「どんな相手にも剣を振るって生きてきた冷酷非道なあなたとは協力したくありません！」

　一瞬辺りが静まり、皆がその子に注目していることがわかる。男の子は、少し声を落ち着かせて続ける。

「個人的な事情ですが……僕の父はクラマインに出稼ぎに行って、あなた方と山賊との戦闘に巻き込まれ、今も寝たきりです。向こうの施療院にいるから、なかなか会いに行けません」

　人を掻き分けて前に出ようとしていた私は、その発言で足を止めた。

　約一年前のあの戦闘で、罪もない人が傷つけられていた。その事実は私の耳に入ってくることはなく、今初めて知った。もしかしたら、この子のお父さん以外にもいるかもしれない。

　フレイヴが直接傷つけたわけではなくても、胸は切り裂かれそうなほど痛み、とてつもない罪悪感に襲われる。

「あなたは、ただ地位と名誉を手に入れるために戦いを促したのではないですか？　一般市民の危険も顧みずに」

　男の子の声に、今にも爆発しそうな怒りや恨みがこもった。

　違う……それは違う。フレイヴは私欲のために山賊を捕らえたわけじゃない。私や、クラマインの人々を守るためなのよ。

　それを伝えたくて、止まっていた足を再び動かす。なんとか前が見えるところまで来ると、十五、六歳の男の子がフレイヴと向き合っているのが見えた。

　お義兄様やセアリエたち騎士がその他大勢の人々を抑える中、フレイヴが頭を下げる。

「お父上のことは、心よりお詫わびいたします」

　謝罪した直後、男の子はぐしゃりと顔を歪ませ、悲しみとも怒りともつかない表情を見せる。

「……そんな上辺だけの謝罪はいらない！」

　声を荒らげると同時に、彼が腰につけた鞘から冷たく光るものを引き抜くのが見え、私はヒュッと息を呑む。その刹那、私の足は勝手に走りだしていた。

「やめて!!」

　そう叫んでフレイヴの前に立ちはだかる。

「姫様!?」と呼ぶセアリエの声、人々のどよめき、目前に迫る振りかざされた短剣。訪れる衝撃と痛みを覚悟して、ギュッと目をつむる。

　次の瞬間、剣が当たったらしき、なんとも言えない鈍い音が聞こえた。……しかし、感じたのは痛みではなく、身体が横からドンッと押されたような震動だった。

　ぐらついた足を踏ん張って目を開ければ、間近に逞しい背中が半分見え、私の前に片腕が伸ばされている。フレイヴが咄とっ嗟さに私を退けて庇かばってくれたのだとすぐに気づき、ぱっと上を向いて愕然とした。彼が、もう片方の前腕で短剣をガードしていたから。

　袖口から見える白いシャツが、じわじわと赤く染まっていく。

「嫌……っ！」

　私が悲鳴に似た声を上げた直後、男の子は我に返ったように短剣を手離した。カランと地面に落ちる音が、一瞬の静寂が訪れた辺りに響く。

「な、んで……なぜ、剣を抜かないんですか？　僕を斬ることなんて、たやすいはずなのに……」

　動揺を露わにして声を震わせる男の子は、おそらく自分の攻撃に対してフレイヴが応戦すると予想していたのだろう。しかし、彼は腰に下げた剣をいっさい抜こうとはしなかった。

　フレイヴは血に染まる腕をゆっくりと下げ、わずかに唇を弓なりにする。

「和解をするのに、刃は必要ありません」

　穏やかな調子で口にしたひとことで、男の子は意表を突かれたように目を見開いた。

　フレイヴは最初から、彼らに切っ先を向けるつもりなどなかったのだ。たとえ自分の身に危険が迫っていようとも。

　フレイヴの身体が少し離れたことではっとした私は、怪我をした部分に触れないようにそっと腕を支える。

「フレイヴ！　ねぇ、大丈夫……!?」

「このくらい平気だ。それよりお前、無茶するなよ」

　眉を下げて、怒っているというより宥めるような口調で言われ、決まりが悪くなる。でも……。

「大切な人が責められるのを、黙って見ていられるわけないじゃない」

　駆け寄ったお義兄様がフレイヴの腕の応急処置を始めるのを潤む瞳に映し、ぽつりと呟いた。そしてぐっと手を握り、顔を上げて皆のほうに向き直る。

「皆さん、聞いてください」

　彼らを見回しながら声を張ると、大勢の視線がこちらに集中する。

「私は、第二王女のリルーナ・ハーメイデンと申します」

　深く下げた頭を上げれば、皆驚きと感動が混ざったような顔で私を見つめていた。

「フレイヴが指揮官になったのは、元はといえば私のせいなのです。王位を捨ててまで自分が盾になり、陰でずっと私を守ってくれていました」

　思いもよらなかっただろう話に、再び周囲がざわつく。

「山賊と戦ったのも、私欲のためなどではありません。純粋に、困っている人たちを助けたかったからです。傷つけてしまった人に対しても、彼は心を痛めて、自分を責めていたはずです。本当は、温かくて優しい人なのです」

　瞳に熱いものが込み上げ、唇を噛みしめる。

　皆がどう感じているのかはわからない。けれど、どうか私の思いが伝わりますように。

　しん、と静まり返る中、「リルーナ……」と呟く大好きな声が耳に届いた。私はまばたきで涙を散らし、鼻をすすって前を見据える。

「皆さんを不安にさせてしまった責任は私にもあります。だからどうか、彼だけを責めないでください。お願いします……！」

　精一杯の声を投げかけ、心を込めてお辞儀した。

　次にどんな言葉をぶつけられるか、少し怖い。けれど、ちゃんと受け止めなくては。

　そのままの体勢で目をつむっていると、そっと肩を抱かれた。頭を上げれば、フレイヴが優しい眼差しで私を見つめている。

　その瞳は、次に皆のほうへと向けられた。場は静まったままで、フレイヴの言葉を待っているようだった。

　一度、布で止血された腕を見下ろし、落ち着いた声で話しだす。

「私はこの手で敵を斬り、多くの人を裁いてきました。それによって不信感を抱かせてしまったこと、争いで罪もない人を巻き込んでしまったことは、とても心苦しく思っております。本当に申し訳ありません」

　深々と頭を下げる一国の王太子を、皆が黙って見守っている。ゆっくり体勢を元に戻した彼は、視線を横に移してこんな名前を口にする。

「マリユスさん、ですね」

　ピクリと反応を示して目を見開くのは、先ほどフレイヴに斬りかかった男の子。呆然としていた彼は、突然名前を呼ばれて驚きを隠せないようだ。

「どうして、僕の名前を……」

「お父上は、あなたのことを毎日気にかけていらっしゃいます。『迷惑をかけてすまない』と、常々おっしゃっています。『必ず帰るから、待っていてほしい』とも」

　フレイヴの言葉で、マリユスくんは次第に泣きそうな顔になる。さっきまでの憎しみの色が消え、少年らしい表情に戻っていくのがわかった。

　きっと、フレイヴが自分のお父さんに会いに行っていることを理解したからなのだろう。そしてそれは、お父さんに対してのフレイヴの罪滅ぼしであるということも。

　起きてしまったことはもう取り返しがつかない。だから、これからの行動で示すしかないのだ。

　凛々しさを失わない彼の横顔を見て、私は胸が熱くなるのを感じた。

「損ねた信頼を取り戻すのは容易ではありませんが、これからの政務で誠意を見せていくことが、ひとつの償いだと思っています。わが国は、長い年月をかけてハーメイデン国と関係を修復してきました。それを、私が終わらせることは絶対にいたしません」

　力強い言葉に、しっかり耳を傾けていた民の表情も少しずつ変化していく。強張りがほぐれて、柔らかな表情に。

　最後に、フレイヴは皆を見回し、頼もしく美しい微笑みを浮かべる。

「一緒に、幸せな国を築いていきましょう」

　反対や非難を受け止め、彼が伝えた正直な思いは、皆の心に届いたはず。

　きっとこれから、よりよい関係を築いていける。荒立っていた空気は、そんな明るい予感へと変わり始めていた。




　その後、騒動はなんとか収まり、皆に私たちの婚約を認めてもらうことができた。

　私たちが本当に愛し合っているのだと理解した人の中には、謝罪と共に『お幸せに』と声をかけてくれる人もいて、とても嬉しかった。

　マリユスくんも、フレイヴが許したことでお咎とがめはなし。冷静になってから、『本当に申し訳ありませんでした』と謝っていた。

　そのときの傷も心配なため、婚約式は延期にしようという提案がなされたのだが、なんとフレイヴはこのまま実行するという。『リルーナをやっと手に入れられるこの日を待ち焦がれていたのだから、引き延ばしたくない』という、あまり彼らしくないワガママな理由で。

　結局、軽く手当てをしただけで、切れたり血で汚れたりしている服のまま式を行うという、前代未聞のセレモニーが始まったのだった。

　オレンジ色のキャンドルの明かりがほどよい、歴史を感じるレトロな教会で、王族の方々と司祭に見守られる中、指輪の交換を行う。フレイヴの指輪はシンプルなストレートのデザインで、私のほうはバラの蕾つぼみのように見えるローズカットの、大ぶりなダイヤモンドが輝いている。

　ずっと憧れていた瞬間で、本当に感動的なのだけれど……。

「いてぇ」

　フレイヴの薬指に私が指輪をはめていたとき、怪我に響いたのか、彼は小さく苦痛の声を漏らした。私は心配よりも呆れ顔をしてしまう。

「だから『延期にしよう』って言ったのに」

「お前が来なければ攻撃はかわせてた」

　厳粛な式の最中にもかかわらず、皆に聞こえないよう、ボソボソとぼやく私たち。

　彼のひとことには一瞬ムッとしたものの、確かに私は余計な行動に出てしまったのかもしれないと思い直し、「ごめんなさい……」と呟いた。

　でも、本当に愛しているからこその行動だったんだけどな。

　少しシュンとして、揃いの美しいリングが私の指にもはめられるのを眺めていると、フレイヴは「でも」と続ける。

「嬉しかった。助けようとしてくれたことも、俺のために声を上げてくれたことも」

　意外にも優しい言葉が投げかけられ、私は指輪から視線を持ち上げた。

　手を取ったまま、フレイヴはもう冷たさなど感じないエメラルドグリーンの瞳で私を見つめ、とろけるような笑みで包み込む。

「やっぱり俺は、一生お前しか愛せない」

　私だけに囁かれたとびきり甘い口説き文句は、確かな自信と安心感を与えてくれた。

　今日だけでだいぶ涙腺が緩んでしまったらしく、またしても涙の膜が張る。視界を揺らしながらも、抑えきれない笑顔で喜びを表した。

「私が愛するのも、フレイヴだけよ」

　もっと絆きずなを強くするように、重ねた手をギュッと握り返す。どんな困難が訪れても、ふたりで乗り越えていこうと、強く誓った。
















第七章　福ふく禄ろく










待ち望んだ一日




　高い天井、細長い窓とステンドグラスから差し込む優しい光、身体に響くパイプオルガンの音色。

　厳かで美しい、ハーメイデン以上に大きな教会の中、黒い胴衣に金色の刺繍と肩けん章しょうが施された正装をしているフレイヴの隣で、私は司祭の言葉を聞いていた。

　私が纏っている白いウエディングドレスは、デコルテから肘の辺りまでが透けたレースになっており、Ａラインのスカートにも、髪を覆っている薄いヴェールにも、フレイヴと同じように金色の刺繍が入っている。

　婚約をしてから約二カ月後の今日、今度はクラマインの教会で結婚式が行われている。あれ以来、フレイヴは度々ハーメイデンを訪れ、市民たちとも交流するよう心がけている。そのおかげで彼に対する不信感は確実に薄れ、反対運動が起こることもなく平穏な日々を過ごせていた。

　あのときは勢いで皆の前に出ることができたけれど、人前に出ることにはいまだに慣れていない。こうやって、多くの人々に見守られながらの格式高い儀式は尋常でないほど緊張する。

　固い表情で主祭壇を見上げていると、婚約式のときと同様、フレイヴがわずかに顔を近づけてこそっと囁く。

「ワルツを踊ったとき以上にカチカチだぞ」

「……しょうがないじゃない」

　隣を向くとき、身体も一緒に動いてしまうくらいにカッチカチになっていることはわかっている。だけど、こんなに大勢の人に注目されているんだもの、緊張しないほうが無理な話よ。

　そんな私にふっと笑いをこぼしたフレイヴは、司祭の目を盗み、また声を潜めてこんなセリフを口にする。

「無事終わったら、夜はたっぷり愛してやるから頑張れ」

　ドキン！　と心臓が音を立てて飛び跳ねた。

　そ、それってやっぱり、甘い意味……よね？　そんなこと囁かれたら余計身体が強張ってしまうじゃない！

　顔を熱くして軽く睨むと、意地悪な旦那様はおかしそうに含み笑いするのだった。

　それでも、大好きな人の微笑みは精神安定剤のようで、少しだけ気が紛れた私は、誓いの言葉もしっかり言えて、無事に式を終えることができた。




　冷たくて笑わない黒い騎士はセイディーレという名前と共に消えたかのように、フレイヴはとても溺愛気質だ。一緒に城で暮らすのは今夜からで、これまであまり会う機会がなかったせいもあってか、顔を合わせたときは、いつでもどこでも抱きしめてきた。

　過去も今も、どちらの彼も好きだけれど、やはり愛されていると実感できるときが一番幸せに思う。

　しかし、時々セイディーレを思い起こすような顔をすることもある。

　最近あったのは、セアリエが私の目の下についたまつ毛を取ろうとしてくれていたところを、たまたまやってきたフレイヴが目撃したとき。キスをするようにでも見えたのか、彼の形相は恐ろしいほど冷たかった。

　もちろん誤解はすぐに解けたものの、どうもセアリエとは馬が合わないらしい。

　一方セアリエは、フレイヴを悪魔呼ばわりしてしまったことに対して、だいぶ負い目を感じているようで……。

「フレイヴ殿下、その節は大変不ぶ躾しつけなことをしてしまい、誠に申し訳ありませんでした！」

　教会からクラマインの城に移動し、大広間で宴が始まってすぐのこと。皆より一段高い玉ぎょく座ざに座る私たちの近くにやってきたセアリエは、床に片膝をついて大げさに謝罪した。

　これで何度目だろう。婚約式のときはバタバタしていてタイミングを逃してしまったらしく、それ以降はフレイヴと会うたびにこうして謝っている気がする……。

　何事かと皆の注目を集めるセアリエに、フレイヴは内心呆れているに違いないものの、表面上は穏やかに微笑んで言う。

「そんなに謝らないでください。あなたがああやって疑ったのは当然ですし、私はなにも気にしていませんから」

「いえ、しかし！　一国の王子ともあろうお方を悪人扱いしてしまった私は、どんなに謝罪しても償いきれません。煮るなり焼くなり吊すなり、どうぞ殿下のお好きなように……！」

「目立つので、いい加減やめてもらっていいですか」

　セアリエが跪ひざまずいたまま言い続けるので、フレイヴは口の端を引きつらせ、棒読みになってしまった。

　まったく、セアリエは相変わらず真面目というか、熱血というか……。

　私も苦笑していると、フレイヴはおもむろに席を立ち、セアリエの前にしゃがんで視線を合わせる。そして、綺麗な笑みを見せた。

「リルーナ姫が何事もなく生きてこられたのは、あなたのような優秀な騎士殿に守られていたからです。恨むことなどありえません」

「殿下……」

　今の言葉はきっとお世辞ではなく本心だろう、となんとなく感じた。フレイヴも、同じ騎士だった者として、ハーメイデンの団長である彼のことを尊敬しているはずだから。

　じーんと感激しているようなセアリエは、フレイヴにつられてようやく立ち上がった。

　彼は少し思案したあと、遠慮がちに「これは個人的にお頼み申したいことなのですが……」と、わずかに首を傾げるフレイヴに向かって再び熱く語りだす。

「いつか、私とお手合わせ願いたいのです！　その若さで最高指揮官の座を手に入れたあなたと、一度剣を交えてみたいと思っておりました！」

　……なにを言うかと思えば、剣の稽古の申し込みとは。

『王太子にそんな申し入れをするとは勇気がある』とでも言うように、周りの人たちがざわつく。

　目を輝かせて熱弁するセアリエを、フレイヴはポカンとして眺めている。

「……暑苦しい人だな」

　ボソッと呟いた彼のぼやきは、私にしか聞こえていないみたいだ。

　さっきから温度差の激しいふたりが妙におかしくて笑いを堪えていると、フレイヴも観念したように口元を緩めて頷く。

「わかりました。私も、剣を振り回さずにおとなしくしているのは性に合わないんですよ。ぜひ受けて立ちましょう」

　凛々しい笑みを浮かべる彼は、嬉々とした様子のセアリエと力強く握手をした。

　フレイヴもずっと騎士として過ごしていたんだもの、たまには剣の稽古もしたいわよね。なんだかんだで、セアリエのことも決して嫌いではないだろうし。

　最初は険悪だったふたりもこれからはいい関係を築いてくれそうで、とても嬉しく思った。




　賑やかな今夜の宴には、貴族だけでなく一般市民も訪れていいことになっている。皆は私たちにお祝いの言葉を贈り、食事をしたりダンスを踊ったりと、きらびやかな会場で思い思いに過ごしていた。

　私もフレイヴと一緒にしばらく貴族の方たちと歓談していると、人を掻き分けてくる男女の姿が目に入る。

　手を繋いでこちらにやってきたかわいいツーショットをしっかり認識した瞬間、私はぱあっと顔を輝かせた。

「姫様！」

「リルーナ、おめでとう～！」

「アンジェ！　エトワルくんも！」

　いまだ成長期のエトワルくんは少し背が伸びたらしく、アンジェを追い抜いている。アンジェの髪も、肩につくくらいの長さになった。光沢がある深緑の生地が上品なドレス姿と、茶色のジャケットを羽織った姿の、着飾ったふたりは一年前よりかなり大人びて見え、懐かしさと喜びが一気に湧いてくる。

　貴族の相手をしているフレイヴを見やると、微笑んで頷いてくれた。それが『話していていいぞ』という合図だと受け取った私は、会釈してその場を少し離れ、ふたりとの再会を果たした。

「久しぶりね！　ふたりとも来てくれたなんて、すっごく嬉しい」

「当たり前でしょ。友達の結婚式なんだから」

　満面の笑顔を見せるアンジェは、もう一度「おめでとう」と言って、小ぶりの鮮やかな花束を手渡してくれた。

「本当にありがとう」

　感激する私を、彼女はいろんな角度から見て、「やっぱりお姫様ね～。すごく綺麗」なんて褒めてくれる。

　そう言うアンジェもとても素敵で、なんだか色気が出てきたような気がする。エトワルくんもさらにカッコよくなっているし。

「エトワルくんも、見習い頑張ってる？」

「はい！　閣下が王太子に戻られてから、信頼できる騎士を紹介してくださって、今はその人につかせてもらってるんです」

「そうなんだ」

　表情も凛々しくなってきたエトワルくんだけれど、あの頃と変わらず生き生きとしているのが見て取れる。

　中身は変わらないふたりと話すのはやっぱり楽しい。一年前の貴重な数日間に戻ったようで、とても感慨深かった。

　それぞれの近況を報告し合っていると、ふいにアンジェがしっとりとした口調に変わる。

「本当によかったね。大好きな人と一緒になれて」

　お互いの想い人について語ったときの切ない気持ちを思い出しつつ、私も微笑んで「うん」と頷いた。

　あのときは、まさか結婚相手がセイディーレだなんて夢にも思わなかったものね。

「フレイヴ様のことを知ったときは、衝撃的すぎて倒れるかと思ったけど」

「私も」

　私たちはおどけて笑い合った。

　アンジェの恋のほうはどうなったのかも気になるけれど、今は聞けないよね……と思っていた、そのとき。

「殿下と姫様みたいに、僕たちも幸せになりたいな。ね、アンジェ」

「えっ、あ……うん、そ、そうね！」

　じわじわと頬を染めて挙動不審になるアンジェと、彼女に優しい笑みを向けるエトワルくん。

　ん？　今のエトワルくんの発言と、この様子は……。

「えっ、もしかして、ふたり……!?」

　目を丸くする私に、アンジェは俯いてもじもじしながら、かろうじて聞き取れるくらいの声で白状する。

「実は、付き合うことに……」

「きゃー」

　口を両手で覆い、思わず控えめに叫んでしまった。

　恋人同士になれたのね！　アンジェの恋も実ったことが、ありふれた言い方だけれど、自分のことのように喜ばしい。

「本当によかった！　おめでとう！」

　片手に花束を抱えたままアンジェに抱きつく私に、彼女は「大げさだって」とクールに言うものの、表情は嬉しそうだった。

　ひとしきり歓喜したあと、私はエトワルくんに向き直る。

「アンジェのこと、よろしくね」

「もちろんです。一人前の騎士になって、僕がアンジェを守ります」

　私までキュンとしてしまう宣言をしてくれるものだから、アンジェはもう湯気が出るのではないかというほど顔を真っ赤にしていた。

　いつどこで、どうやって付き合うことになったのか、なれそめを知りたくてしばらく質問攻めにしていると、いつの間にか私の隣に立っていた男性がしみじみと独り言をこぼす。

「若いモンはいいねぇ～。酒が進むなぁ」

　うんうんと頷きながら手にしたグラスを口に運ぶその人は、こちらも久々に再会するマジーさんだった。

　この前よりも上質な生地の清潔なローブ姿で、相変わらずお酒が似合う彼を見た瞬間、また感動が湧き上がる。

「マジーさん！」

「リルーナ姫、ご結婚おめでとう」

　驚きと喜びでいっぱいの私に、彼はにこやかにお祝いの言葉をくれた。

　気品を損なってはいけないということを忘れてはしゃぎそうになっていると、貴族の方々との話を終えたフレイヴがやってきた。

「マジーさん、あまり飲みすぎるなよ」

「これだけうまい食い物と酒があるのに、そりゃ無理な話だ」

「しょうもないオヤジだな」

　以前と変わらない調子のやり取りに、ついつい笑みがこぼれてしまう。

　こんなふうに仲がいいことについても、今はとっても納得できる。ふたりは私が襲われたあの頃からの付き合いなのだから。

　微笑ましく眺めていると、マジーさんは満足げな表情で口を開く。

「それに、昔から知っとるふたりがようやく結ばれたんだ。最高の祝い酒を飲まずにいられるか」

　そう、彼は初めて顔を合わせる前から私のことを知っていたのよね。

　マジーさんは、フレイヴが騎士になり、忘却の薬を皆に使って彼についての記憶まで消すことに対して、最初は反対したと聞いている。それでも、フレイヴの意志の強さに折れたのだとか。そして、〝セイディーレは悪魔の血を受け継いでいる〟という話をでっち上げることに渋々協力していたのだそう。

　彼がどんな気持ちで薬を作ったのかはわからないけれど、優しい彼のことだから、私たちのことはずっと心配していたのではないだろうか。

　そんなふうに考えると、今こうして祝福してもらえることはいっそう感慨深く、とてもありがたい。きっと同じだろうフレイヴも、穏やかな顔をしていた。

　すると、マジーさんは急に眉を下げて私を見つめる。

「もう九年前になるのか。あんたの大切な記憶も消させちまって、悪かったな」

「そんな、謝らないでください！　私、少し思い出せたんです。フレイヴが守ってくれたときのこと」

　奇跡的に記憶の断片が蘇って、私は本当によかったと感じている。

　それを聞いたマジーさんは、一瞬丸くした目をすぐに柔らかく細め、にこやかに頷く。

「そうか。きっとそれが、愛の力というものさ」

　少し照れくさいけれど、私もそう思う。

　肩をすくめてはにかんでいると、マジーさんはなにかを思い出したようにはっとする。

「そういえば、ずっと前に媚薬を飲まされたって？　まったく、素人が作るからお粗末なモンになっちまうんだよ」

「あぁ、そんなこともありましたね……」

　あのときはいろいろと大変だったなと振り返り、やれやれといった感じで話す彼に苦笑を返した。

　そんな私の耳の辺りに、マジーさんは顔を近づけてこそっと囁く。

「わしなら完璧な薬を作ってやれるからな。フレイヴとの夫婦生活がマンネリ化してきたらおいで」

「えぇっ」

　あられもない助言にギョッとした。

　マジーさんの薬だとしても、媚薬はもうこりごりだ。

　せっかくだけど遠慮しておきます、と私が断るより早く、眉間にシワを寄せたフレイヴが不機嫌な声を出す。

「リルーナにくだらないことを吹き込むな。そんなものに頼るわけがないだろう」

　その直後、私を見下ろす妖艶な瞳に視線が捉えられた。そしてそっと肩を抱かれ、耳元でセクシーな声が囁く。

「〝飽きた〟なんて言葉は忘れるほど、毎晩満たしてやるから」

　ぞくりとした感覚と共に、急激に心臓が暴れ始める。

　もう、皆がいる中でこういうことを言わないでほしい。私があなたに飽きるわけがないんだから……。

　顔を火照らせ腰が砕けそうになっている私と、余裕の笑みを浮かべるフレイヴを見て、マジーさんは「必要なさそうだな」と呟き、意味ありげに笑っていた。




　長らく続いた宴も終わり、時計の針が夜の十時を差す今、ようやく部屋に向かっている。……といっても、今夜から過ごすのはクラマインの城の中の一室。初めての場所であるため、完璧に気を休めることはできなさそうだ。

　いや、くつろげない一番の理由は、ひとりで眠るわけじゃないから。夫と妻の寝室は別々になっているものの、腰を抱かれているこの状況では、有無を言わさずフレイヴの部屋へ連れられていくことになるだろう。

　お披露目は終わったのに、また別の緊張でいっぱいになっている。別れ際にソルレがあんなことを言うから……。

『今日は新調したかわいらしくかつセクシーな下着を身につけておられますから、大丈夫ですよ。大切な初夜もバッチリですわ』

　ぽっと頬を染めてＯＫサインをする彼女に、私は顔を真っ赤にしながらうなだれた。

　昼間の式のときは、私と離れるのを泣いて寂しがってくれていたというのに、いざ別れるとなって告げる言葉がそれだとは。

　しかも、お姉様も別れ際に変なことを言っていたのよね……。私の肩にポンと手を置いて、『リルーナ、新しい扉を開くのよ』と真剣な表情をしていたけど、意味がわからなかった。

　とにかく、緊張で、皆と離れた寂しさをあまり感じなくて済むことはありがたいかもしれない。

　ぐるぐると考えを巡らせている間に四階へ上ると、フレイヴは花の彫刻が施された白いドアの前で足を止め、そこを指差す。

「お前の部屋はここだ。使うのは明日からになるが」

　補足されたひとことには、やはり今夜はフレイヴの部屋で過ごすということが示唆されていて、顔に熱が集まってくる。

　そんな私を見て、彼はいたずらっぽく口角を上げた。

　私の隣がフレイヴの部屋らしく、そちらの手前に移動した彼は、金色の取っ手に手をかける。開かれたドアの向こうには、シャンデリアが照らす白を基調とした広い空間が広がった。

　小さなテーブルと椅子やソファが置かれ、奥まったところに天蓋がついたベッドがある。金と青の差し色がとても綺麗で、爽やかな印象だ。

「素敵なお部屋……！」

「お前はいつ来てもいいぞ」

　上着を脱ぐフレイヴのひとことで、あぁ、私たちはもう夫婦なんだなと実感する。

　幸せを噛みしめながら大きな窓に近づくと、淡いオレンジ色の光が灯るクラマインの街並みを一望できて、ため息が出るほど美しい。

　ここはハーメイデンではないと思うと少しセンチメンタルな気分になるけれど、新しい生活が始まるワクワク感もある。

　さまざまな思いを抱いて外を眺めていると、後ろから腕が回され、優しく包まれた。

「……やっと、ふたりきりになれた」

　安堵のため息交じりに呟かれ、一瞬忘れていた緊張があっさり戻ってくる。でも、嬉しいことに違いはない。ドキドキしながらコクリと頷き、私を抱きしめる手に自分のそれを重ねた。

　フレイヴの顔が見たくて少し振り向けば、前髪が絡み合うくらいの距離に、愛おしそうな彼の微笑みがある。その顔がさらに近づき、流れるようにキスを交わした。

　誓いのキスとは違う、濃密で甘美な口づけに、思考もとろとろに溶かされていく。

　……あぁ、なんだかんだ言って、私もこうされるのを待っていたのかもしれない。

　唇を重ねれば、私にもしっかりとあったらしい欲情が湧いてきて、恥ずかしく思いつつも身体は悦びに満ちていた。

　けれど、顎に添えられていた彼の手が下りてきて、開いた胸元からするりと入り込んでくると、ビクッと反応して唇を離してしまう。

「ん……っ、待って、湯浴みを……」

「あとで一緒に浴びればいい」

「いっ、一緒に!?」

　当然のように返され、ギョッとする私はロマンチックの欠片もないすっとんきょうな声を上げた。

　フレイヴはクスッと笑いをこぼし、指の先で胸の頂を弄びながら囁く。

「隅々まで洗ってやるよ。頭からつま先まで、じっくり愛しながらな」

　じれったい指の動きと、色気が溢れる声のせいで、かぁっと身体が発熱するようだった。そして、湯浴みしながらお互いの身体を洗うという未知のシーンをつい妄想して、はっとする。

　そうか、きっとこのことなのね……お姉様が言っていた『新しい扉を開く』というのは！

　どうでもいいことを考えているうちに、くるりと後ろを向かされた。慣れた手つきでドレスの編み上げ紐を外しながら、フレイヴはあまり余裕がなさそうな声を出す。

「もう我慢したくない。お前は俺のものだと早く感じさせてくれ」

　焦燥が滲むその言葉に、胸がきゅうっと締めつけられる。

　フレイヴは、九年も前からいろいろなことを我慢し続けていたんだものね。そう思うと、彼の気持ちも早く受け止めてあげたい。

　ドレスを脱がされ、白いフリルと赤いリボンがあしらわれた下着姿になった私は、彼の首に腕を回し、自分から唇を重ねる。それがスイッチになったかのようにキスは激しさを増し、ふたりの身体がベッドに沈んだ。

　フレイヴの呼吸も若干荒くなり、興奮が伝わってくる。そんな彼の口から「かわいい」「愛してる」と囁かれる言葉のひとつひとつは、媚薬以上におかしくなりそうなほどの快感をもたらす。

　そしてなにより、確かな安心感の中で抱かれるのは、この上ない幸福感を得られた。

「もう、離れなくていいのね……」

　ひとつになって抱きしめられたとき、私の口から吐息と共にそんなひとことがこぼれた。

「離すわけがないだろう」

　フレイヴは少しだけ苦しげで、でも気持ちよさそうな顔をしてそう言い、上体を起こした。

　その身体をよく見れば、無数の傷跡がある。これは、彼が騎士として戦ってきた証。私を守ってくれた証だ。

　わずかに色が変わって盛り上がったその線に、そっと触れてみる。

「これからは、私がフレイヴを支えるから」

　少しでもなにか力になりたくてそう伝えると、彼は「ありがとう」と柔らかな笑みを浮かべた。

　お互いの存在を刻み込むように、絡まって、溶け合う。

　夫婦になって初めての夜は、泣きたくなるくらいの幸せに包まれる、温かな夜だった。










言えなかった言葉を君に




　クラマイン王国の姫となり、早くも三カ月が過ぎた。

　悪巧みをしている人に狙われるようなこともなく、山賊が影を潜めたクラマインの街はとても平和で、ハーメイデンとも前以上に密でよい関係を築くことができている。

　フレイヴは淡々と確実に政務をこなし、私はクライマン家の皆さんや城内の人々に温かく接してもらいながら、旦那様のサポートをする日々を送っていた。

　その息抜きのひとつとなっているのが、セアリエとの剣の稽古だ。クラマイン城内の練習場で、まだ一回しか行われていないにもかかわらず、王太子と隣国の騎士団長の試合が見られると有名になり、二回目の今日は見物客が集まって盛り上がっている。

　沸き上がる歓声の中、ふたりが剣を交えており、私は観客と一緒に成り行きを見守る。

　始まって十数分、互角の戦いを繰り広げていたものの、カシャン！　と剣が地面に落ちる音と共に、ひとりが膝をついた。

　場内が一瞬、静まり、私も息を呑む。

　そして黒い軍服に身を包んだ懐かしい指揮官姿のフレイヴがカチャリと剣を鞘に収めた瞬間、悔しげな叫び声が上がった。

「くそ……っ！」

　地面に両手と両膝をつくセアリエは、フレイヴの攻撃によって剣を落としてしまったらしい。

「もうひと息で切りつけられるところでしたが、惜しかったですね」

　まだ余裕がありそうなフレイヴはものすごくカッコよくて、本当は歓声を上げたいところだけど、人前だし、なによりセアリエに申し訳ないので心に留めておく。

　ちなみに、前回の勝者もフレイヴだった。セアリエもハーメイデン最強だと言われるくらいの腕はあるのに、フレイヴが強すぎるのだ。

　蘇った黒の騎士は私のもとへ歩み寄り、ぐっと肩を抱き寄せた。そしてその場を去ろうとしたとき、立ち上がったセアリエがこう宣言する。

「次回こそは勝ってみせますからね！」

　まだ諦めが見えない勇ましい表情の彼に、フレイヴも挑戦的な笑みを浮かべ、「望むところです」と返した。

　賑やかな練習場から遠ざかりながら、私は興奮冷めやらぬ調子で話しかける。

「稽古はいつ見てもすごいわね。ふたりともカッコいいわ」

「彼は強いから、俺も無心になってたよ」

　満足げな表情をする彼を見て微笑んでいた私は、思わぬ方向へ進んでいることにふと気づく。フレイヴは更衣室で着替えると思っていたのに、なぜか中庭のほうに向かっているのだ。

「どこへ行くの？」

　隣を見上げて問いかけると、わずかに彼の口角が上がる。

「少し休憩」

　そう言う彼が連れてきたのは、中庭だった。地面に白い花と緑が広がるそこにはいくつかベンチがあり、中央には小さな噴水が虹を作っている。黄昏が迫るこの時間は誰もおらず、水が流れる音と小鳥のさえずりがよく聞こえて、とても心地よい。

　フレイヴは、時間があるときは私をいろいろなところへ連れていってくれる。街でウインドウショッピングをしたり、海を見に行ったり。ハーメイデンではできないことをしてくれて嬉しいけれど、たまにはこうやってのんびり過ごすのも悪くない。というか、フレイヴとふたりならどこにいても楽しい。

「私、ここ好きよ。噴水は癒されるし、クローバーも咲いてるし。……あ」

　ベンチに並んで腰を下ろし、なに気なく足元を見た直後、四つ葉が咲いているのを発見して目を丸くする。

「嘘、こんなにすぐ見つけられるなんて」

「いいことあるんじゃないか」

　それを摘み取る私に、彼は優しく微笑んだ。

　私の首に今もついているネックレスには、相変わらずクローバーが入っている。

　今幸せなのは、これのおかげなのかな。

　まだ青々としているその葉を見つめたあと、それをフレイヴに差し出した。

「はい、あげる」

「え？」

「私以上に、フレイヴに幸せになってもらいたいから」

　家族以外で、自分以上に幸せを願える人に出会うことは、なかなか難しいことだと思う。そんな人と一緒になれた運命に感謝しながらフレイヴを見ると、なぜか彼は真顔になっていた。

「……お前は変わらないな」

　ぽつりと口にされたその言葉に首を傾げたのもつかの間、クローバーを持つ手に彼のそれがそっと重ねられる。反対の手で頭を引き寄せられ、おでこが彼の胸にトンと当たった。

「四つ葉なんてなくても、俺は十分幸せだ。リルーナさえ、そばにいれば」

　噛みしめるように紡がれた声は、じわじわと私の胸を温かくしていく。同じ気持ちでいられることが嬉しい。

　こうやってお互いの想いを幾重にも重ねて、年老いていけたらいいな。

　口元を緩ませ、自然と彼の背中に手を回していた。

「ようやく言えた……」

　ふいに、フレイヴがなんだか満足げに呟く。

　いったいなんのことだろう。

「うん？」

「なんでもない。もう少し、このまま」

　顔を上げようとしたものの、また頭を優しく押さえられ、髪にキスをされて、些細な疑問はどこかへ飛んでいった。

　彼の言う通り、今はただ、なによりも大切な宝物を抱きしめていよう。

　捧ささげ合ったこの愛が、いつまでも輝き続けることを信じて――。
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息を吹き返した宝物




　ベッドの中で、素肌を包む柔らかなブランケットと、自分と同じ温度になった身体が抱きしめてくれる心地よさは、いつまでも私を眠りから覚めさせない。

　唯一覚醒させてくれるのは、頬や唇に落とされる、大好きな人の甘いキスだけ。今日も軽いリップ音つきで与えられたそれのおかげで、自然と瞼を開くことができた。

　朝の光と共に視界に入ってきたのは、少し乱れた黒髪が降りかかる、美麗な微笑み。

「おはよう、奥さん」

　引き締まった裸体を露わにし、掠れ気味の色っぽい声でされる挨拶には、いまだに照れてしまう。前の晩、愛し合った余韻を引きずっているようで。

　茶化して『奥さん』と言われるのもなんだかくすぐったいけれど、結婚して一年が経つ今でも変わらず幸せな気分になる。

　片方の肘をつき、もう片方の手で髪を撫でてくれる彼に、目をトロンとさせつつ微笑む。

「おはよ。今何時だろ」

「七時」

　七時か、意外と早くに目が覚めた。

　今日から数日ハーメイデンに滞在する予定になっているものの、夕方までに到着すればいいため、急いで準備を始めなくても間に合う。

「もうちょっと、こうしてていいかな……」

　フレイヴに寄り添っているのが心地よすぎて、まだベッドから出たくない。眠たい目を閉じ彼の胸にすり寄ると、すぐにでもまた夢の世界へ入り込めそうだ。

　そんな私に、フレイヴはクスッと笑いをこぼす。

「いいよ。俺が許可する」

　その言葉に甘えて、遠慮なく幸せな二度寝を試みようとしたとき、横を向いていた身体がくるりと転がされた。

　軽く驚いてぱちっと目を開けると、天蓋をバックに私を覗き込む旦那様がいる。その顔はいたずらっぽく、かつセクシーな笑みを浮かべていて、よからぬことを考えているであろうことは明白だ。

　いけない、と思ったときにはすでに唇が降りてきて、爽やかな朝に似つかわしくないディープなキスをお見舞いされた。さらに、手もおろそかにすることなく、胸の膨らみをやんわりと捏こねられる。

「や、んんっ、こういうこと、したいわけじゃ」

　簡単にスイッチを入れられて、すぐに順応する身体とは裏腹に、私の口は一応抵抗してみせる。

「本当に？」

「だって、昨日もあんなに……」

　耳を甘噛みされて身をよじりながら、昨夜の情事を思い返す。

　フレイヴが政務の多忙を乗り切ったかと思いきや、私の月のモノが来てしまい、二週間以上触れ合っていなかった。我慢していた分、お互いに燃え上がってしまったというか……とりあえず、完全燃焼したわけだ。にもかかわらず今朝もこんな調子なのだから、すごいとしか言いようがない。

　まるで飢えた獣のような彼は、私の身体に手を滑らせ、唇や首筋にぺろりと舌を這わせて囁く。

「いくら抱いても足りないって言っただろ。お前がかわいすぎるから」

　セリフも、吐息も、愛撫も。すべてが甘くて、それだけで骨抜きにされそうだ。

　抵抗するのはあっさり諦め、与えられる快感に素直に応じていると、フレイヴの手が私の熱く熟れた場所へと伸びる。そこからすでに蜜が溢れていることを確かめた彼は、「まんざらでもなさそうだ」と呟き、優越の笑みを浮かべた。

　恥ずかしいけれど、私も飢えているのだと認めるしかない。愛する人に求められて、嬉しくないはずがないのだから。




　昨夜と同じように愛し合って、ようやくベッドから出られたのは、目覚めてから一時間後。淡いパープルの上品なドレスに着替え、城内の皆に感づかれないように、努めて平静な顔を装い朝食をとった。

　居間を出て、出かける準備をするためにいったん部屋に戻ろうとすると、調理場のほうから聞き覚えのある声が響いてくる。

「またよろしくお願いしまーす」

　元気に挨拶するのは、ロングスカートをはいたセミロングの髪の女の子。その声と後ろ姿で誰かわかった私は、ぱっと表情を明るくした。

「アンジェ！」

　私の呼びかけに反応して振り向いた彼女も、すぐに笑顔の花を咲かせる。

　アンジェがこの城に定期的にやってくるようになったのは、半年ほど前から。フレイヴの提案で、別荘で採れた野菜を城内での食事に使うために提供してくれるようになったのだ。

　ここまでは、フレイヴが用意してくれた馬車に乗ってこなければならない。簡単に来られる距離ではないけれど、前以上に会えるようになったから、私もアンジェもとても喜んでいる。

「リルーナ、久しぶり～！」

　みるみる綺麗になっていく彼女は、変わらない笑顔でこちらに駆け寄り、がばっとハグをしてきた。アンジェといるときは、王女でも妻でもなく、普通の女の子でいられる。気が休まるひとときだ。

「元気だった？　旦那様とは相変わらず仲よくやってる？」

　ニコニコするアンジェにそう問いかけられただけで、今朝のことを思い出してしまう煩悩だらけの自分に呆れつつも頬を緩ませる。

「う、うん、おかげさまで。そういうアンジェこそ、エトワルくんとは順調？」

「あー、ま、まぁね」

　私と同じようにへらっと笑ってぎこちなく答える彼女。もしかしたら、ふたりも私たちと似たようなものなのかもしれない。

　お互いにここはあまり詮索しないでおこうと暗黙の了解をしたように、アンジェは「そうそう」と話を変える。

「エトワルは先日、無事に叙任式を終えました」

「まぁ！　おめでとう！」

　改まって報告され、私は彼女の手を握り飛び跳ねそうな勢いで祝福した。

　従騎士は、叙任を受けることで一人前の騎士だと認められる。エトワルくんもついに騎士の仲間入りを果たしたのだ。

　彼がこれまで頑張ってきたことを、アンジェやフレイヴからよく聞いていたから、本当に嬉しい。叙任式を行うという報告もあったものの、私たちは会議が重なってしまって見に行けなかった。それだけが残念だ。

「エトワルくんも従騎士を卒業したのね。今度私たちにもお祝いさせて」

「ありがとう。あたしがごちそうを作ってあげることくらいしかできなかったから、絶対に喜ぶよ」

「ごちそう、十分なお祝いじゃない」

　アンジェは相変わらず自分のことになると控えめなんだから。でも、とても幸せそうな空気は伝わるから、こちらまで心が満たされる。

　楽しく話していると、ふとアンジェが羽織るケープにつけられたピンが目に留まった。葉っぱの形をしたシルバーのそれは、オシャレでいいアクセントになっている。

「これ、素敵なピンね。どこかで見たような……」

　前にも見た気がするのだけど、そのときはアンジェがつけていたわけではなかったと思う。

　まじまじとピンを見つめ考える私に、アンジェはふふっと笑って教えてくれる。

「これね、ずっとエトワルが身につけてたものなの。サーコートを留めてたのよ」

「あぁ、そうだったわね！　じゃあ、エトワルくんがプレゼントしてくれたの？」

「うん。〝自分が大切にしていたものを贈ると、その相手とずっと幸せでいられる〟っていう言い伝えが昔からクラマインにあって、それで……」

　次第にごにょごにょと言葉を濁して俯く彼女は、明らかに照れている。いつまでも初々しくて微笑ましいし、そんな言い伝えも初めて知ったから余計にうらやましい。

「めいっぱい愛されているようでなによりね」

「ほんと、若いっていいわね～」

　目を細めて含み笑いしながら冷やかしていると、突然美しい声が入り込んできてはっとした。

　いつの間にか私の隣にいたのは、うっとりとした表情で頷くアリーデル殿下だ。タイトなドレスがスタイルのよさをより引き立てていて、いつまでも若々しい。

　そんな王妃の登場に、アンジェはぴしっと姿勢を正してお辞儀する。

「アリーデル様……！」

「今通りかかったら、アンジェさんの話を偶然聞いちゃったの。ごめんなさいね」

　小さな顔の前で両手を合わせるお茶目な彼女は、後ろに控えていた使用人の女性を先にどこかへ向かわせ、優しい表情でこんなことを話しだす。

「懐かしいわ。まだ結婚する前、私もブレスレットをいただいたことがあるのよ」

「陛下からですか？」

「えぇ。息子たちにもしっかり言い伝えを教えていたわ」

　国王夫妻の微笑ましいエピソードをアンジェと一緒に興味津々で聞いていたものの、アリーデル殿下の次の発言で、私の笑顔はカチッと固まる。

「そういえばフレイヴも、襟につけてた紋章のブローチを失くしてきたことがあったのよ。あれも今思えば、好きな子に贈ったのかもしれないわね」

　……フレイヴが、自分の大切なものを誰かに贈った？　だとしたら、それは相当好きだった人に違いない。

　考えもしなかった可能性が急浮上してきて、胸がざわめき始める。

　そんな私に気づくはずもないアリーデル殿下は、かわいらしくにこりと笑い、「お幸せに」とアンジェに声をかけて歩きだした。

　去っていく彼女を深々と頭を下げて見送ったアンジェは、固まったままの私にウキウキした様子でくっついてくる。

「ねぇ、今の話の好きな子って、リルーナのことでしょ!?　やっぱりフレイヴ様もプレゼントしてると思っ――」

「私じゃない」

　テンションの高い声を、ボソッと呟いて遮ると、アンジェは動きを止めてポカンとする。

「へ？」

「私、もらったことない……」

　もう一度はっきり言えば、急にずーんと重力がかかったみたいに気分が重くなってくる。

　意味を理解したアンジェは、『しまった』と言いたげな表情に変わった。そして、慰めの言葉を必死に探しているようだ。

「えーと……あ、ほら、今のはアリーデル様の想像だから！　本当にただ失くしちゃっただけなのかもしれないじゃない」

「フレイヴは大事な物を失くすような人では……」

「そ、そうかもしれないけど、もし誰かに渡したとしても昔の話でしょ！　気にすることないって」

　彼女は大げさに明るく笑い、肩を落として丸めた私の背中をバシバシと叩いた。

　そうよね……。紋章のブローチということは、セイディーレになる前の王子時代の話なのだろう。単なる昔話として聞き流しておけばいいのかもしれない。でも……。

「やっぱり気になる」

　私以外にも彼に愛された人がいると思うだけでモヤモヤしてしまう。過去に嫉妬しても仕方ないと、十分わかっているのに。

「だよね」

　頭を抱えて嘆く私に、アンジェは切なげに同意した。




　すでに懐かしく感じる故郷に向かう馬車の中、私は流れていく景色を眺めながら物思いに耽ふけっていた。

　もし仮に私にブローチをくれていたとしても、フレイヴとの記憶は消されてしまっているのだから、覚えていなくて当然だろう。でも、だとしたらブローチは手元に残るはず。それが見当たらないということは、やはり私ではない誰かに渡した可能性が高い。

　フレイヴに他に好きな人がいたかもしれないだなんて、今まで考えたことがなかった。だけど、いてもまったく不思議ではないし、むしろ私ひとりを想い続けていたというほうが不自然な気がする。

　今彼に愛されていることは、重々実感しているのだけれど……。

「リルーナ」

　ふいに呼ばれて我に返ると、隣に座るフレイヴが少し心配そうに私の顔を覗き込んでいた。

「ずっと黙ってるが、具合でも悪いか？」

「あ、ううん全然！　ちょっと考え事してただけ」

「そうか。昨夜も今朝も無理させたかと」

　笑って答えたものの、そんなふうに言われてまたしても淫らな記憶が蘇ってきてしまい、顔に熱が集まる。

　俯きがちにぶんぶんと首を横に振ると、彼はこちらに手を伸ばし、私の頭を自分の肩に乗せた。そのままポンポンと優しく髪に触れる。

「疲れたりしたら言えよ」

「……ありがと」

　フレイヴは本当に優しい。黒の騎士のときから口数が多くないのは変わらないけれど、気遣いや愛情は節々に感じられる。……やっぱり、過去のことで勝手に落ち込むのはやめよう。今、私たちは相思相愛で幸せなのだから、それでいい。

　強張った心が次第に柔らかくほぐれていく感覚を覚えながら、私はしばらく甘えるようにフレイヴに寄り添っていた。




　今回の訪問は私とフレイヴだけで行うもので、政治的な目的よりも親睦を深めることに重きを置いている。私にとっては里帰りのようなものだ。

　夕日が沈む直前にハーメイデンの城に到着すると、エントランスの外で衛兵に囲まれた私の家族が出迎えてくれた。

　フレイヴに手を引かれて馬車を降り、はやる気持ちを抑えて王太子妃らしくおしとやかに皆のもとへ向かう。

　まず挨拶をするのはお父様だ。数カ月ぶりに元気そうな顔を見られた安堵と喜びで、お互いに笑顔が溢れる。

「お帰り、リルーナ」

「ただいま」

　こうして普通の挨拶が交わせることも、滅多に表さない父の笑顔が見られることも嬉しい。その隣にいるお姉様と視線を合わせると、さらに喜びが膨れ上がった。

「お姉様！」

　いつ見ても美しい彼女にいつものごとく抱きつこうとして、はっと思い留まった。自然と目をやるのは、ゆったりとしたワンピースタイプのドレスで隠された彼女のお腹。

　そういえば、お姉様は妊娠中だった。

「赤ちゃん、順調？」

　抱きつくのは諦めて問いかければ、お姉様の顔に母性溢れる微笑みが広がる。

「えぇ。安定期に入ったから、今夜のごちそうもモリモリ食べるわよ」

　元気そうな彼女にホッとしつつ、お腹にそっと手を当てさせてもらう。少し膨らんでいて、ここに新しい命が宿っているのだと思うと、とても神秘的に感じた。

「性別はどっちかな～」

「俺は男の子がいいな。いや、でもかわいい娘に『パパとけっこんする！』と言われるのも夢だし……」

　お姉様の腰に手を回しているお義兄様は、ぶつぶつ言いながら真剣に迷っている。呆れたようなお姉様と共に笑ってしまったけれど、とにかくとても幸せそうだ。

　満たされた気分で再会を喜ぶ私の視界に、ふとある人物の姿が目に入った。白い制服に身を包んだ金髪の騎士は、私に声をかけるタイミングを計っている様子で、うずうずしている。

　しっかりと目を合わせた瞬間、彼はこちらに駆け寄ってくる。

「ひ……姫様ーっ！」

「きゃあ」

　いつかのように熱い抱擁をされ、私は小さく悲鳴を上げた。

　一応私も人妻になったのだから、感極まって抱きしめてくるのはなんとかしてほしい。

　しかしセアリエがこんな調子になることは皆予想がついていたようで、呆れ顔をするだけ。間に入ってくれるのは、もちろん旦那様だ。

「私の妻になにをなさっているんですか」

　和やかにお父様たちと挨拶をしていたフレイヴは、その表情を怒りが混ざった笑みに一変させて私を引き離す。

　するとようやく、セアリエは泣く泣く業務に戻っていった。

　慌ただしいけれど楽しくて、心が安らぐ。わが家に帰ってきたな、と実感した。




　夜は私の家族と和やかに食事会をして、早めに休息をとった。ひと晩明けた今日は、ハーメイデンの市場や施療院を訪問して国民と触れ合ったり、会議をしたりと、朝から有意義な時間を過ごしている。

　夕方からは晩ばん餐さん会かいが始まり、豪華でおいしい食事を堪能した。そして今、招かれた上流階級の人々による舞踏会が行われている。

「姫様、葡萄酒をどうぞ」

　皆がきらびやかな衣装を身に纏って踊る様子を、玉座に座って眺める私に、世話係をしていた頃のようにソルレが葡萄酒を持ってきてくれた。甘味の強いそれをひと口含み手前のテーブルに置くと、彼女に本音をこぼす。

「私も踊りたいなぁ」

「どうぞ踊ってくださいな。最愛のパートナーがいらっしゃることですし」

　にこりと微笑むソルレが言っているのは、もちろんフレイヴのことだろう。私だって、本当ならそうしたいのだけど……。

「あの状態じゃ、ちょっと誘えないかな」

　席を立って壁際にいるフレイヴに視線を向け、私は苦笑した。

　彼は政務官たちと歓談していたはずが、いつの間にか相手は貴族の女性ふたり組に変わっている。おそらく呼び止められて、なかなか帰してもらえないようだ。

　婚約式のときは反発する人が目立ったものの、フレイヴのあの容姿や性格、地位に惹かれる女性も以前からたくさんいる。もちろんすでに結婚しているのだから、さすがに奪おうとする人はいないけれど、隙あらばと話しかけに来る人は多い。

　ただの興味本位だということはわかっていても、やはり女性と楽しそうに話している場面を見るのはおもしろくない。ブローチの件もあって、なんとなく複雑な気分になる。

　私の心情を汲み取ってくれたらしいソルレも苦笑いを浮かべた。

「フレイヴ様ほどのお方は、女性は皆憧れますからね。でも、奥様は紛れもなく姫様なのですから、強気でいていいのですよ」

　ぐっと拳を握って励ましてくれる彼女の気持ちが嬉しくて、「ありがとう」と感謝を口にする。それでも、彼女たちからフレイヴを取り返すほどの勇気は持てず、私はグラスを傾けるだけ。

　すると、ソルレが思いついたようにこう提案した。

「今はセアリエ様をお誘いしてみては？　姫様の頼みなら泣いて喜ばれますよ」

　茶化したように言うけれど、本当に泣いてしまいそうで心配だ。でも、他に頼めそうな人はいないし、気心が知れている彼なら私も気楽に踊れそう。

　少し思案して「そうね」と頷いた私は、まだ戻ってきそうにないフレイヴを一瞥してから、会場の見回りをしているセアリエのもとへ向かった。

　ゆらゆらと踊って行ったり来たりしている男女の間をすり抜け、彼の背後から近づいてギュッと腕を掴んだ。振り返った彼は、驚きで目を丸くする。

「姫様？　どうされました？」

「セアリエ、私と一緒に踊りましょう」

　見上げてお願いすると、彼はまばたきを多くしつつ目を泳がせ、私の肩にそっと手を置いた。

「死ぬほど嬉しいお誘いですが、私は警備をしなければなりませんので」

　きっと遠慮するだろうことはわかっていたので、私は笑いながら腕を引っ張る。

「少しだけだから。ね？」

　少々強引にフロアに引き込み、戸惑うセアリエと手を重ねてステップを踏み始めた。周りの人たちも私たちに気づき、笑顔を向けてくれる。

　フレイヴよりもがっしりとしていて大きい身体だな、なんて思いながら、しばしゆったりと踊っていると、セアリエは感心したように口を開く。

「姫様、お上手になられましたね。以前は、その……」

「からくり人形みたいだったんでしょ」

　言葉を濁してもわかっている。

　ずばり当たったらしく、彼は決まりが悪そうに笑っている。

「フレイヴにも教えてもらったの。もう人前で踊っても恥ずかしくないわ」

　クラマインに嫁いでから、フレイヴに何度か一緒に踊ってもらったことを思い出しながら、得意げな顔をしてみせた。

　すると、セアリエはどこか真面目な表情になり、ステップの歩幅を小さく、控えめな動きにして話しだす。

「……姫様を立派な女性へと成長させたのは、間違いなくフレイヴ殿下ですね。婚約式で、殿下のために身を挺ていしたあなたを見たときから、そう思っておりました」

　私は約一年前の記憶を蘇らせ、澄んだ青い瞳を見つめる。

　これでも成長したのだろうか。自分ではあまり感じられない。守られるだけでなく、大切な人を守れるようになりたいと、強く思ってはいるけれど。

　セアリエは切なげな表情で口角を上げる。

「寂しいけれど感慨深くて……言うなれば、兄のような気分です」

　しみじみと口にされた言葉が、じんわりと胸に染みていく。

　セアリエは昔からずっと面倒を見てくれていて、私もとても慕っていた。友達ではなく、ただの姫と騎士というには味気ない私たちの関係。それを表現するのに近いものは、やっぱりそれが一番しっくりくる。以前は私に違った感情を抱いていたとしても、今のセアリエからは私を家族のように思ってくれているのが伝わる。

「私にとっても、セアリエは大切な家族のひとりよ。いつまでも」

　噛みしめるように伝えると、彼にもとても穏やかな笑みが広がった。




　舞踏会もお開きになり、湯浴みを終え、私はご無沙汰していた自分の部屋でセアリエが来るのを待っていた。先ほど、『姫様にお渡ししたいものがあるのです。あとでお部屋にお持ちしますね』と言われたのだ。

　それがなんなのか気になるけれど、同じくらいフレイヴのことも気がかりだ。

　踊り終わると、フレイヴもやっと席に戻ってきてホッとしたのに、彼は不機嫌そうにしていて態度も素っ気なかった。そのまま別々の部屋に分かれてしまったため、モヤモヤが残っている。

　もしかして、セアリエと踊ったことで嫉妬しているのかな……と、鏡台の前に座って考えていたとき、コンコンとドアがノックされた。

　返事をして開ければ、約束通りセアリエが立っていて、私に一礼する。

「お休み前に申し訳ありません。こちらなんですが、見覚えはありますか？」

　そう言って差し出されたものを見下ろし、私は目を見開いた。

　キラキラとしたビジューが施された、手のひらサイズの長方形の紅い箱。側面に鍵穴があるそれは、幼い頃私が大事にしていた宝石箱だった。

　ずっと見当たらなくて、いつしか探すのを諦めてしまっていた。それがまさか今見つかるとは思いもよらなかった。

「これ……ずっと前に失くしたと思ってたの！　どうしてセアリエが？」

「それが、なぜ私の部屋にあったのかわからないのです。部屋を整理していたら、クローゼットの奥から出てきまして。決して盗んだわけではありませんが」

　セアリエも難しい顔をしている。もちろん私も彼が盗んだなんて疑わないけれど、覚えがないというのは不思議だ。

　箱を受け取って首を傾げる私に、セアリエは真剣に言う。

「見つけたとき、なにがなんでも姫様に渡さなければいけないと強く感じました」

　それほどまで思うのにはなにか理由があるのだろうけれど、本人もよく理解できていないようだ。いったいなんなのだろう、謎すぎる。

「んー……よくわからないけど、これはいただくわ」

「えぇ。ですが、どこを探しても鍵が見つからなくて。本当に申し訳ありません」

　セアリエは眉を下げて謝るものの、鍵だけは自分で持っていたはず。しまった場所もなんとなく覚えがある。

「大丈夫、たぶん鍵は私が持ってるから。これを見つけてくれて本当に嬉しい。ありがとう」

　笑って心からお礼を言うと、セアリエも安堵したように微笑んだ。

「では、おやすみなさい」と挨拶をして立ち去ろうとした彼は、廊下の先を見て誰かに一礼する。私もそちらに視線を向けた瞬間、ドキリと小さく胸が鳴った。

　上着を脱いで、白いシャツに黒のパンツというラフな姿に変わったフレイヴが、こちらに向かってきていたのだ。もしかして、私に会いに来てくれたのだろうか。

　そんな自惚れを確かなものにするように、セアリエとすれ違った彼は私のもとへやってきた。しかし、その表情はあまり浮かない。

「フレイヴ、どうしたの？」

　とりあえず部屋に招き入れ、宝石箱はドアのすぐそばの棚に置いて問いかけた。

　いまだに不機嫌さが滲み出ている彼は、部屋の中央にあるテーブルの辺りで立ったまま腕を組む。そして、自分がなぜここに来たのかを答えることなく、ボソッと呟く。

「こんな時間に、彼はなにをしに来たんだ」

「えっ？」

　予想外のひとことで、裏返った声が出てしまった。

「ずっと世話してもらっていたのはわかるが、お前は気を許しすぎだ。向こうだってひとりの男なんだぞ」

　フレイヴは、呆れと怒りが混ざったようなため息交じりの声で言う。

　それを聞いて、彼がセアリエを警戒しているのだということに気づいた。今セアリエが私の部屋に来ていたことも、変な誤解をしているのだろう。

　それなら心配いらないわ、という意味を込めて軽く笑ってみせる。

「セアリエには、もうやましい気持ちなんてないわよ」

「〝もう〟？」

　ギロリと鋭くなった瞳で睨まれ、笑顔が凍った。

　しまった、つい余計なことを……！

　言い訳しようにもすぐには言葉が出ず黙り込む私に、フレイヴはいよいよご立腹な様子に変わる。

「まぁそうだろうと思ってたよ。下心がなければ、抱きしめたり、こんな時間に会いに来たりしない。お前はもっと警戒しろ」

　久々に見る冷たく凄みのある表情と威圧感がある声のおかげで、萎縮してしまいそうになる。

　でも、フレイヴが懸念しているようなことは絶対に起きないと言い切れる。確かにセアリエは、熱血ゆえに行きすぎた行動を取ってしまうこともあるけれど、道理に背くようなことはしない人だから。

「……セアリエは、本当に私のことを家族みたいに思ってくれているわ。それは私も同じよ」

　フレイヴの気を逆撫でしないよう、努めて穏やかな調子で諭す。そして、棚に置いた宝石箱を手に取ると、彼の前に歩み寄ってそれを見せる。

「さっき彼が来たのは、これを私に渡すためよ。私が昔持っていた、大切な宝石箱なの。どうしても渡したかったんですって」

　キラキラと輝く紅い箱を見下ろした彼は、その直後、険しさを消して目を見開いた。

　なぜかとても驚いたような表情で黙って箱をじっと見つめ続ける彼に、私はあえてはっきり言ってみる。

「セアリエが私に手を出すだとか、そんなこと本気で思ってないでしょう？」

　ピクリと反応を示したものの、なにも言わない彼を見れば、おそらく当たりだろう。

　ふたりが剣の稽古をするようになってから、ライバル視しつつも少しずつ親しくなってきているような気がしていた。きっと今は、少し心配になってしまっただけなのだと思う。

「お願い、セアリエのことを信じて。それと、他の誰よりあなたのことが大好きだという私の気持ちも」

　真摯に想いを伝えて、安心させるように微笑んだ。

　不安にならないでと願いながら、伏し目がちの綺麗な顔を見つめていると、彼は突然なにかを決意したように顔を上げ、私の横を通りすぎてドアのほうへと歩きだす。

「フレイヴ……!?」

　呼びかけも虚しく、彼は無言のままあっさりと部屋を出ていってしまった。

　また怒らせてしまったのかな……。なにか考えているようにも見えたけれど。

　結局わだかまりを解消することはできず、ため息をついて肩を落とした私は、手にした宝石箱を目に映す。

　おそらく今夜はもう話し合いはできそうにない。仕方ないから、とりあえずこの箱の鍵を探してみようか。

　そう思い立ち、おぼろげな記憶を頼りに棚の中を漁り始めた。




　数分後、ほぼ予想通り棚の引き出しの奥から、埃にまみれた小さな鍵を見つけた。少しドキドキしながら、それを箱の鍵穴に差し込む。カチャリと音が響き、ゆっくり蓋を開けると、幼い頃にしまった宝物たちが顔を覗かせた。

「うわぁ、懐かしい！」

　さっきまでの沈んだ気分は一瞬で吹っ飛び、自然と笑顔になる。昔、プレゼントでもらったアクセサリーやおもちゃの宝石を次々取り出す。

　それらをひとつひとつ見ていたそのとき、あるものの存在に気づいて目を丸くした。

「これ……！」

　手に取ったものは、ペガサスのような馬が駆けるデザインのパーツにパールがついた、小振りだけれど重みがある装飾品――クラマインの紋章が入ったブローチだ。

　これは、昨日アリーデル殿下がおっしゃっていたフレイヴのもの？　私がもらっていたの!?　ということはおそらく、十年以上前に彼がくれたこのブローチを、私は宝物としてここにしまっていたのね。

　その記憶は失ってしまっても、形として残っているものがあったことに驚きと感動が押し寄せ、無意識に口を手で覆う。胸はドキドキと高鳴り、フレイヴの想いを想像すると、とても心が温かくなった。

　でも、どうしてこの宝石箱がセアリエのもとにあったのだろう。さっきフレイヴがこれを見て驚いていたのも、なにか関係があるのかもしれない。

　そう思った瞬間、フレイヴともう一度話がしたくて、私はブローチを握りしめて部屋を飛び出した。

　廊下を駆け、彼が使っているゲストルームに向かう。しかし、ドアをノックしても中から返事はない。

　どこへ行ったのかと首を傾げていると、ソルレが通りかかった。

「ねぇ、フレイヴを知らない？」

「フレイヴ様でしたら、つい先ほどセアリエ様とどこかへ向かわれるのを見ましたよ」

　セアリエと？　ふたりが行きそうな場所で、思い当たるところはひとつだけ。

「そう……ありがとう」

　ソルレにお礼を言うと、私は再び走りだし、階段を下りて一階へ向かった。外に続いている廊下から星がきらめく夜空の下へ出れば、こんな時間にもかかわらずキンキンと響く音が聞こえてくる。

　月明かりとランプに灯されただけの暗い練習場で剣を交えているのは、予想通りのふたりだ。声をかけようとしたものの、戦いながらなにかを叫んでいるので、私は耳を澄ませながら静かに近づく。

「俺は、昔からあなたが気に食わなかった」

　攻撃を仕掛けながら本音をきっぱりと言い放つフレイヴにびっくりしたのもつかの間……。

「えぇ、私もです」

　振り下ろされた剣を自分のそれでガードしたセアリエもまた正直に返すので、私はさらに目をしばたたかせた。

　ふたりとも、いったいどうしたというのだろう。

　フレイヴの剣を振り払い、今度はセアリエが胴体を狙うもかわされる。そうしている間も、お互い息を切らせつつ言い合いを続けている。

「リルーナのそばにいる虫は叩き潰してしまいたかった」

「〝虫〟はないでしょう！　私は姫様の護衛だったんですから」

「そう……俺が指揮官になっていた九年の間、あなたは四六時中リルーナと共にいたんだ。うらやましくて、憎たらしくて、仕方なかったですよ」

　剣が合わさる音と共に、彼らの包み隠さない声が聞こえてきて、私は唖然としてしまう。

　もしかしてフレイヴは、セアリエと腹を割って話したかったのかしら。そしてそれは、遠慮なくやり合える稽古の最中なら可能だと考えたのだろうか。

　考察しながらふたりを見守っていると、フレイヴがこんなひとことを口にする。

「あなたに託した宝石箱も、彼女に渡してしまったようですし」

「っ、え――」

　不意を突かれたようなセアリエの一瞬の隙を狙い、フレイヴは彼の首に当たる寸前でぴたりと刃を止めた。

　動きを停止して剣を下ろしたセアリエは、「どういうことですか？」と怪訝な表情で尋ねる。

　私も詳しく聞きたくてフレイヴを見つめると、どうやら私が来ていることに気づいていたらしい彼がこちらを向き、目が合ってドキリとした。

　彼はスッと剣を離して鞘に納め、ゆっくり口を開く。

「リルーナが襲われたあの日、最後に彼女の部屋に入ったときに、俺がプレゼントしたブローチがしまわれているあの宝石箱を見て、不安になったんです。もし彼女が記憶を消されたあとに紋章入りのブローチを見たら、混乱させてしまうだろうと」

　知らなかった事実が明かされ始め、私もセアリエも黙って耳を傾ける。フレイヴの視線は、あの頃を思い出しているように宙をさまよう。

「だから、箱の中からブローチだけを取り出そうとしたのですが、鍵が見当たらず断念し、箱ごと持って部屋を出ました。いっそのことすべて処分してしまおうかとまで思っていたとき……セアリエさんにお会いしました。そこで、箱の中身を知っていたらしいあなたが言ったんです。『おふたりの大切な宝物を容易に捨ててはなりません』と」

　エメラルドグリーンの瞳に捉えられたセアリエは、目を見張った。フレイヴとの記憶は彼も消されてしまっているのだから、きっと驚いていることだろう。

「俺がよくないことをしようとしていると感じ取ったんでしょうね。その言葉で思い留まった俺は、その代わり『絶対にリルーナに渡さないように』と忠告して、セアリエさんに箱をどこかへしまってもらうよう頼んだのです。自分で持っていたら、彼女を思い出してしまうので」

「……それで私は、宝石箱を目につかないところに隠した。そのあと殿下についての記憶を消されて、宝石箱のことまで忘れてしまっていた、ということですね」

　フレイヴの説明と、納得したらしきセアリエの言葉で、私も謎が解けた。

　まさか、宝石箱紛失の原因がフレイヴにあったとは。自分が贈ったものを自分で処分しようとしていた当時の彼の心情を思うと、とても切なくなる。

　でも、セアリエはきっと、ブローチを私に返したほうがいいと強く思っていたに違いない。それが、フレイヴとの約束を破ることになってしまっても。『なにがなんでも姫様に渡さなければいけない』と感じたのは、そのためだったのだろう。

　彼の選択は正しかったと思う。今、大切なものが手元に戻ってきてくれて、私は本当に嬉しいから。おそらくそれは、フレイヴも同じはず。

　だって、さっきまでの険しさがすっかり消えている彼の表情を見ればよくわかる。宝石箱を隠すのは、彼にとっても本意ではなかったということが。

　セアリエを見つめるフレイヴは、その瞳と同じく穏やかな声で心の内を吐露する。

「あなたは、本当にお優しい方だ。今も昔も、俺たちのことを真剣に思いやってくれている。そんなあなただから、嫉妬したんだと思います」

「殿下……」

　複雑そうだったセアリエの表情が徐々に崩れ、感激を露わにし始める。

　きっと、フレイヴが心を開いてくれたようで嬉しいのだろう。我慢できないといった様子で、剣を落としてフレイヴの手をギュッと握った。

「私は、姫様のことも殿下のことも、家族同然に思っております！　おふたりの幸せのために、これからも身を粉にしてできる限りのご支援を……！」

「そこまでしていただかなくても」

　熱い想いを伝えるセアリエに対して、微妙な笑みで冷ややかに返すフレイヴ。心の距離は縮まっても温度差は相変わらずなふたりに、私は堪えきれずに笑ってしまった。




「ダンス、付き合ってやれなくて悪かった」

　練習場からふたりで部屋に戻る途中、突然謝罪され、私はキョトンとする。

「セアリエさんと踊っているのを見てイラついていたんだが、よく考えればそれは自分のせいだから謝ろうと思って部屋に行ったんだ。なのに、そこにまた彼がいたから」

「それで不機嫌になってしまったのね」

　ちょっぴりいたずらっぽく口角を上げて言うと、彼は決まりが悪そうに目を逸らした。

　私の気持ちをわかって謝ろうとしてくれていたのだと知り、また心が温かくなった。セアリエと打ち解けてくれたことも、とても嬉しい。

「よかった。ふたりが仲よくなってくれて」

「仲よくなったわけでは……。まぁでも、これからはリルーナへの態度も大目に見てやるか。……いや、抱きしめるのだけは絶対に阻止しないと」

　珍しく発言をころころと変え、ぶつぶつ呟くフレイヴに含み笑いしているうちに、私の部屋の前に着いた。

　彼はいたって普通に、「じゃあ、また明日」と言って踵を返す。

　あぁ、行ってしまう。後ろ髪を引かれるような気持ちになった瞬間、私は思わず彼のシャツの裾を掴んでいた。

「待って」

　引き留められたフレイヴは、振り返って不思議そうに私を見下ろす。

　私は苦笑を漏らしつつ、正直な想いを口にした。

「おかしいわよね。私たちは結婚してて、明日からもずっと一緒に過ごせるのに……まだ離れたくないだなんて」

　フレイヴだって疲れているのだから、早く休みたいはず。こんなわがままを言っても困らせるだけよね、とすぐに後悔し始めていると、案の定、頭の上のほうでため息が吐き出された。

「これだから心配にもなるし、独占したくなるんだよ……」

「え？」

　独り言がボソッと聞こえてきたので見上げれば、フレイヴは困ったように片手を額に当てている。その下に見える頬はうっすら赤く染まっているのがわかり、胸がキュンと鳴いた。

　どうやら迷惑しているわけでもなさそうな彼は、雄の顔つきに変わったかと思うと突然私の腰を抱き、ドアを開く。

「来訪中だからやめておこうと思ったが、気が変わった」

　わずかに焦燥を滲ませてこぼされた言葉の意味は、部屋に入ってドアが閉められた瞬間に理解した。

「んぅっ、ふ……！」

　ドアに背中を押しつけられ、逃げ場のない状態でキスが降り注ぐ。激しいけれど乱暴ではないキスの雨は、確実に私を濡らしていく。

　いつの間にか、指を絡める手もドアに貼りつけられていた。開いた胸元には唇で紅い花を咲かせられ、思わず声を漏らしてしまう。

「あっ……ん、ダメ……廊下に、人が」

　足音や気配を微かに感じ、繋いだほうとは逆の、ブローチを握る手の甲で口を押さえ、小さな声でブレーキをかけた。

　しかし彼は愛撫をやめず、太ももを這う手はスカートを捲り上げ、どんどん際どい場所を攻めてくる。

「俺たちは夫婦だろ。愛し合ってなにが悪い」

　強気でセクシーな声色が鼓膜をくすぐり、意地悪で美しい笑みを向けられて、呆気なく陥落寸前に陥る。

　やっぱり、この旦那様には敵わない。

　結局ドアにもたれたまま、彼の舌と指に翻弄され、おかしくなりそうな快感を味わわされる。

　やっとベッドへと運ばれ、立っていることと声を押し殺す我慢から解放された途端、理性もなにもかも吹っ飛んで、ひたすらフレイヴを求めた。




　たっぷりと愛された身体は、心地いい疲労感に満ちている。腕枕をされながら、気だるい身体を横たえていると、先ほど惚ほうけながらもちゃんとテーブルに置いたブローチのことを思い出した。

　眠りに落ちてしまう前に、ひとつ聞いておきたいことがある。

「ねぇ、あのブローチをくれたとき、フレイヴはなんて言ってくれたの？」

　興味深げに、身体を彼の方に向けて問いかけた。

　昔のフレイヴとの記憶はほとんどないから、どんなシチェーションで、どんな会話を交わしていたのか気になる。願わくば、甘いセリフをほんのひとつまみでもかけてくれていたら最高なのだけど。

　そんな淡い期待を、彼はあっさりと打ち砕く。

「なにも」

　たった三文字で返されて面食らうも、まさかそんなことはないだろうと本気にせず、あはっと笑う。

「嘘だー」

「本当だよ。お前が『フレイヴのもの、なんでもいいから欲しい』ってねだったから渡しただけ」

　……こ、言葉が出ない。フレイヴの淡々としたこの感じから察するに、照れ隠しでも冗談でもなさそうだもの。

　甘いセリフはおろか、甘い意味すらも込めて贈られたわけではなかったということか……。あぁ、けっこうショックかも。

　しかし、あからさまにがっかりして目を閉じる私に、フレイヴはなにげない調子でこうつけ足した。

「まぁ、クラマインに昔からある言い伝えに倣ってはいるが」

　そのひとことで、沈んだ気持ちが急浮上する。ぱっと目を開ければ、クールな顔が小さく微笑み、「お前は知らないか」と漏らして髪を撫でた。

　……知ってるよ。『ふたりでずっと幸せでいられますように』という願いを込めて贈ること。あなたは昔から、私のことを想ってくれていたのね。

　きっと私も同じだったに違いないと、確信が持てる。こんなに一途に愛を注いでくれる人を、愛さないはずがない。

　どうしようもなく温かく優しい気持ちが込み上げ、細身だけれど逞しい身体にギュッとすがりついた。

「フレイヴ、大好きよ」

　恥ずかしげもなく告白すると、一瞬目を丸くした彼は、照れたようにはにかんで私の背中にしっかりと腕を回してくれる。

「お前からの〝好き〟は、何度聞いても愛おしいな」

　抱きしめてくれる腕だけでなく、嬉しそうなその声と微笑みも、私を幸福で包み込んでくれる。

　ならば遠慮なく、何度でも伝えよう。離れていた九年間……いや、失くしてしまった尊い記憶の分も。

　あなたが献身的に守ってくれたこの命がある限り、いつまでも、全身全霊で愛していると――。
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あとがき




　本作をお手に取り、お読みくださった皆様、ありがとうございます。葉月りゅうです。

　真っ黒な軍服姿の冷たいヒーローが、徐々に溺愛していくファンタジーを書きたい！　という思いから生まれた今作ですが、お楽しみいただけたでしょうか。




　ここまで長編のファンタジーに挑戦したのは初めてであり、書籍化が決まったとご連絡をいただいたときから、「私がファンタジーレーベルに仲間入りしてしまって大丈夫かな!?」と、正直不安でいっぱいでした。なんとか自信を持ってお届けできる仕上がりにしたいと思い、サイト上の作品にかなりの加筆修正を行って生まれ変わらせたつもりです。まだまだ未熟な部分もありますが、今の自分が生み出せる精一杯の世界観を感じ取っていただけましたら幸いです。

　どの作品でもヒーローはとにかくカッコよく書くことを意識しているのですが、今回のセイディーレには特に自分の〝萌え〟を詰め込みました。すでにご存じの方もいらっしゃるかと思いますが、私はキラキラの王子様よりもダークヒーローが好きなのです（笑）。悪魔の疑惑を持たれたり、敵には容赦せず剣を振るったりと、現代の恋愛には絶対に取り入れられないことを彼にさせてあげられたので、とても満足しています。……と、ヒーローのことばかりになってしまいましたが、素直でまっすぐなリルーナにも、もちろんたっぷり愛情を込めていますよ！（笑）




　最後になりますが、今回初めてタッグを組ませていただいた担当編集の中尾様、編集協力のヨダ様、作成に携わっていただいた皆々様に感謝しております。

　イラストレーターの蔦森えん様、密かに深く想い合っていることが伝わってくるようなふたりをとても美しく描いてくださり、ありがとうございました！

　そして、この作品をお読みくださったすべての方に、心からお礼申し上げます。読者様がいてくださるおかげで、このような素敵な機会に恵まれることができました。

　またいつかファンタジーに挑戦したいと思っています。そのときは、さらにパワーアップした作品をお届けできるよう精進していきますので、これからもどうぞよろしくお願いいたします。


葉は月づきりゅう


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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